
　
　
遼
史
世
表
疏
証

吉
　
本
　
道
　
雅

序
　
言

　
『
遼
史
』
世
表
は
、
遼
朝
建
国
以
前
の
契
丹
に
関
す
る
包
括
的
な
記
述
で
あ
る
。
も
と
よ
り
全
面
的
な
信
憑
性
が
認
め
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
包
括
的
で
あ
る
こ
と
の
便
利
さ
か
ら
、
研
究
の
基
本
的
な
出
発
点
と
な
っ
て
き
た（
１
）。

　

遼
朝
建
国
以
前
の
契
丹
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
の
記
述
と
し
て
歴
代
正
史
の
契
丹
伝（
２
）な

ど
が
あ
る
一
方
で
、
契
丹
人
自
身
の
伝
承
を
反
映
し
た

と
お
ぼ
し
き
記
述
が
五
代
以
降
の
中
国
文
献
や
『
遼
史
』
の
各
所
に
散
見
す
る
。
世
表
は
、
往
々
に
し
て
矛
盾
す
る
こ
れ
ら
二
系
統
の
材
料
の
整

合
を
試
み
て
い
る
が
、
編
纂
者
の
推
論
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
整
合
は
完
成
し
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
次
第
で
、
世
表
は
、
中
国
系
資
料
・
契
丹
系
資
料
お
よ
び
編
纂
者
の
解
釈
が
複
合
し
た
記
述
と
な
る
。
同
様
の
記
述
は
、
営
衛
志
の

一
部
な
ど
『
遼
史
』
の
各
所
に
散
見
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
に
も
言
及
し
つ
つ
、
世
表
の
原
資
料
お
よ
び
編
纂
の
問
題
を
包
括
的
に
検
討
す

る
も
の
と
す
る（
３
）。

　

あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
遼
史
』
に
用
い
ら
れ
た
契
丹
系
資
料
の
信
憑
性
で
あ
る
。世
表
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
よ
う
に
、『
遼
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史
』
は
耶
律
儼
・
陳
大
任
の
著
作
に
依
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。陳
大
任
に
つ
い
て
は
、『
金
史
』
章
宗
紀
／
泰
和
六
年
（
一
二
〇
六
）
に
『
遼

史
』
編
修
の
こ
と
が
見
え（
４
）、
そ
の
『
遼
史
』
は
、
天
祚
帝
敗
亡
よ
り
す
で
に
一
世
紀
近
く
を
閲
し
た
後
代
的
編
纂
物
で
あ
る
。
一
方
の
耶
律
儼
に

つ
い
て
は
、『
遼
史
』
天
祚
皇
帝
紀
／
乾
統
三
年
（
一
一
〇
三
）
に
『
太
祖
諸
帝
実
録
』
の
編
纂
が
見
え
る（
５
）が

、
そ
の
事
実
を
以
て
『
遼
史
』
編

纂
に
利
用
さ
れ
た
耶
律
儼
の
著
作
を
遼
末
の
実
録
と
み
な
す
こ
と
は
実
は
困
難
で
あ
る
。
天
祚
皇
帝
紀
／
天
慶
三
年
（
一
一
一
三
）
に
耶
律
儼
の

薨
去
が
見
え
る（
６
）が
、暦
象
志
の
閏
考
・
朔
考
に
は
保
大
四
年
（
一
一
二
四
）
に
至
る
ま
で
「
耶
律
儼
」
の
所
見
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、

耶
律
儼
の
編
著
と
さ
れ
、『
遼
史
』
に
利
用
さ
れ
た
資
料
が
、
耶
律
儼
死
後
も
続
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
、
金
代
以
降
の
改
変
・
加
筆
を

も
容
易
に
疑
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

契
丹
系
資
料
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
同
時
代
性
の
欠
如
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
こ
で
契
丹
系
資
料
と
称
す
る
の
は
、
契
丹
人
の
認
識
を
反
映

し
た
と
お
ぼ
し
き
漢
文
資
料
の
謂
だ
が
、
近
年
に
お
け
る
契
丹
文
資
料
研
究
の
新
展
開
は
、
と
り
わ
け
契
丹
文
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
契
丹
人
の

社
会
が
、
漢
文
資
料
に
お
い
て
記
述
さ
れ
た
そ
れ
と
は
時
に
大
き
く
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る（
７
）。

漢
文
資
料
に
見
え
る
契

丹
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
漢
文
に
翻
訳
さ
れ
る
段
階
で
す
で
に
一
定
の
改
変
を
被
っ
て
い
る
可
能
性
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

  

こ
の
よ
う
に
、『
遼
史
』
の
契
丹
系
資
料
は
大
き
な
限
界
を
も
つ
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
契
丹
史
研
究
資
料
に
占

め
る
そ
の
情
報
量
は
最
大
で
あ
り
、
記
述
は
も
っ
と
も
包
括
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
遼
史
』
の
記
述
は
い
わ
ば
無
意
識
的
に
契
丹
史
に
対
す

る
理
解
を
規
定
し
、
あ
る
場
合
に
は
契
丹
文
資
料
な
ど
新
資
料
の
解
釈
を
拘
束
し
て
い
る
。
本
稿
の
作
業
は
、
遼
朝
建
国
以
前
に
限
っ
て
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
既
存
の
契
丹
史
理
解
の
信
憑
性
の
濃
淡
を
再
検
討
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

第
一
章
　「
漢
」・「
魏
」・「
晋
」・「
元
魏
」
前
段
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世
表
は
序
文
・
本
文
に
分
か
れ
る
。
序
文
は
内
容
か
ら
四
節
に
分
か
れ
、
第
一
節
は
契
丹
の
起
源
、
第
二
節
は
大
賀
氏
か
ら
遙
輦
氏
へ
の
交
代
、

第
三
節
は
太
祖
の
即
位
を
記
し
、
第
四
節
は
奇
首
可
汗
以
下
、
複
数
の
可
汗
が
年
代
不
明
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
た
上
で
、
年
代
の
判
明
す
る
も
の

を
編
集
し
て
「
遼
世
表
を
作
る
」
と
結
ぶ
。

　

本
文
は
上
下
二
段
の
表
の
形
式
を
採
る
。
第
一
欄
の
上
段
に
「
帝
統
」、
下
段
に
「
契
丹
先
世
」
の
見
出
し
を
記
し
、
第
二
～
第
八
欄
の
上
段

に
そ
れ
ぞ
れ
「
漢
」「
魏
」「
晋
」「
元
魏
」「
北
斉
」「
隋
」「
唐
」
の
王
朝
名
を
記
し
、
下
段
に
契
丹
の
事
跡
を
記
す
。

  

ま
ず
は
、
序
文
の
第
一
節
お
よ
び
本
文
の
「
漢
」「
魏
」「
晋
」
お
よ
び
「
元
魏
」
の
前
段
を
検
討
し
よ
う
。
契
丹
が
出
現
す
る
ま
で
を
記
述
す

る
部
分
で
あ
る
。

［
序
文
］
天
開
於
子
、
地
闢
於
丑
、
人
生
於
寅
。
天
地
人
之
初
、
一
焉
耳
矣
。
天
動
也
、
有
恒
度
。
地
静
也
、
有
恒
形
。
人
動
静
無
方
、
居
止
靡

常
。
天
主
流
行
、
地
主
蓄
泄
、
二
気
無
往
而
弗
達
、
亦
惟
人
之
所
在
而
畀
付
焉
。
庖
犧
氏
降
、
炎
帝
氏
・
黄
帝
氏
子
孫
衆
多
、
王
畿
之
封
建
有
限
、

王
政
之
布
濩
無
窮
、
故
君
四
方
者
、
多
二
帝
子
孫
、
而
自
服
土
中
者
本
同
出
也
。
考
之
宇
文
周
之
書
、
遼
本
炎
帝
之
後
、
而
耶
律
儼
称
遼
為
軒
轅

後
。
儼
志
晚
出
、
盍
従
周
書
。
蓋
炎
帝
之
裔
曰
葛
烏
菟
者
、
世
雄
朔
陲
、
後
為
冒
頓
可
汗
所
襲
、
保
鮮
卑
山
以
居
、
号
鮮
卑
氏
。
既
而
慕
容
燕
破

之
、
析
其
部
曰
宇
文
、
曰
庫
莫
奚
、
曰
契
丹
。
契
丹
之
名
、
昉
見
于
此
。

［
漢
］
冒
頓
可
汗
以
兵
襲
東
胡
、
滅
之
。
餘
衆
保
鮮
卑
山
、
因
号
鮮
卑
。

［
魏
］
青
龍
中
、
部
長
比
能
稍
桀
驁
、
為
幽
州
刺
史
王
雄
所
害
、
散
徙
潢
水
之
南
・
黄
龍
之
北
。

［
晋
］
鮮
卑
葛
烏
菟
之
後
曰
普
回
。
普
回
有
子
莫
那
、
自
陰
山
南
徙
、
始
居
遼
西
。
九
世
為
慕
容
晃
所
滅
、
鮮
卑
衆
散
為
宇
文
氏
、
或
為
庫
莫
奚
、

或
為
契
丹
。
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［
元
魏
］
契
丹
国
在
庫
莫
奚
東
、
異
族
同
類
、
東
部
鮮
卑
之
別
支
也
、
至
是
始
自
号
契
丹
。
為
慕
容
氏
所
破
、
倶
竄
松
漠
之
間
。

  

契
丹
の
起
源（
８
）に

つ
い
て
は
、（
１
）
宇
文
部
起
源
説
、（
２
）
奇
首
可
汗
起
源
説
、（
３
）
鮮
卑
起
源
説
の
お
よ
そ
三
種
が
あ
る（
９
）。

　
　
（
１
）
宇
文
部
起
源
説　

宇
文
部
の
起
源
に
つ
き
、『
魏
書
』（
天
保
五
年
［
五
五
四
］）
匈
奴
宇
文
莫
槐
伝

　

�　

�

匈
奴
宇
文
莫
槐
、
出
於
遼
東
塞
外
、
其
先
南
単
于
遠
属
也
、
世
為
東
部
大
人
。
其
語
与
鮮
卑
頗
異
。
人
皆
翦
髮
而
留
其
頂
上
、
以
為
首
飾
、

長
過
数
寸
則
截
短
之
。
婦
女
披
長
襦
及
足
、
而
無
裳
焉
。
秋
收
烏
頭
為
毒
薬
、
以
射
禽
獣
。

は
、
宇
文
部
を
匈
奴
の
後
裔
と
し
て
鮮
卑
と
の
相
異
を
強
調
す
る
。『
周
書
』（
貞
観
十
年
［
六
三
六
］）
文
帝
紀

　

�　

�

太
祖
文
皇
帝
姓
宇
文
氏
、
諱
泰
、
字
黒
獺
、
代
武
川
人
也
。
其
先
出
自
炎
帝
神
農
氏
、
為
黄
帝
所
滅
、
子
孫
遯
居
朔
野
。
有
葛
烏
菟
者
、
雄

武
多
算
略
、
鮮
卑
慕
之
、
奉
以
為
主
、
遂
総
十
二
部
落
、
世
為
大
人
。
其
後
曰
普
回
、
因
狩
得
玉
璽
三
紐
、
有
文
曰
皇
帝
璽
、
普
回
心
異
之
、

以
為
天
授
。
其
俗
謂
天
曰
宇
、
謂
君
曰
文
、
因
号
宇
文
国
、
并
以
為
氏
焉
。
普
回
子
莫
那
、
自
陰
山
南
徙
、
始
居
遼
西
、
是
曰
献
侯
、
為
魏

舅
生
之
国
。
九
世
至
侯
豆
帰
、
為
慕
容
晃
所
滅
。

も
、「
鮮
卑
慕
之
、
奉
以
為
主
」
と
、
宇
文
部
に
対
し
て
鮮
卑
が
「
他
者
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
明
言
は
し
な
い
も
の
の（

（（
（

、
匈
奴
後
裔
説

に
従
う
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　

契
丹
を
宇
文
部
の
後
裔
と
す
る
こ
と
は
、『
魏
書
』

　
　

�　

庫（
（（
（

莫
奚
国
之
先
、
東
部
宇
文
之
別
種
也
。
初
為
慕
容
元
真
所
破
、
遺
落
者
竄
匿
松
漠
之
間
。
其
民
不
潔
浄
、
而
善
射
猟
、
好
為
寇
鈔
。
登

国
三
年
、
太
祖
親
自
出
討
、
至
弱
洛
水
南
、
大
破
之
、
獲
其
四
部
落
、
馬
牛
羊
豕
十
餘
万
。
…
（
庫
莫
奚
伝
）

　
　
　

契
丹
国
、
在
庫
莫
奚
東
、
異
種
同
類
、
倶
竄
於
松
漠
之
間
。
登
国
中
、
国
軍
大
破
之
、
遂
逃
迸
、
与
庫
莫
奚
分
背
。（
契
丹
伝
）

に
初
見
す
る
。
こ
れ
以
後
、                               
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�　

奚
本
曰
庫
莫
奚
、
東
部
胡
之
種
也
。
為
慕
容
氏
所
破
、
遺
落
者
竄
匿
松
漠
之
間
。
其
俗
甚
為
不
潔
、
而
善
射
猟
、
好
為
寇
鈔
。
…
契
丹
之

先
、
与
庫
莫
奚
異
種
而
同
類
、
並
為
慕
容
氏
所
破
、
倶
竄
於
松
漠
之
間
。（『
隋
書
』

貞
観
十
年
［
六
三
六
］）

　
　

�　

奚
本
曰
庫
莫
奚
、
其
先
東
部
胡
宇
文
之
別
種
也
。
初
為
慕
容
晃
所
破
、
遺
落
者
竄
匿
松
漠
之
間
。
俗
甚
不
潔
凈
、
而
善
射
猟
、
好
為
寇
抄
。

…
契
丹
国
在
庫
莫
奚
東
、
与
庫
莫
奚
異
種
同
類
。
並
為
慕
容
晃
所
破
、
倶
竄
於
松
漠
之
間
。（『
北
史
』

顕
慶
四
年
［
六
五
九
］）

　
　

�　

庫
莫
奚
、
聞
於
後
魏
及
後
周
。
其
先
、
東
部
鮮
卑
宇
文
之
別
種
也
。
初
為
慕
容
晃
所
破
、
遺
落
者
竄
匿
松
漠
之
間
。
其
地
在
今
柳
城
郡
之
北
。

其
俗
甚
不
潔
、
而
善
於
射
猟
、
好
為
寇
抄
。
…
契
丹
之
先
与
庫
莫
奚
異
種
而
同
類
、
并
為
慕
容
氏
所
破
、
倶
竄
於
松
漠
之
間
。（『
通
典
』

貞
元
十
七
年
［
八
〇
一
］）

な
ど
は
表
現
の
重
複
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
魏
書
』
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　
　
（
２
）
奇
首
可
汗（

（（
（

起
源
説　

契
丹
の
起
源
を
開
祖
の
八
子
に
求
め
る
言
説
は
、
范
鎮
『
東
斎
記
事
』（
元
豊
年
間
［
一
〇
七
八
～
八
五
］）

　

�　

�

契
丹
之
先
、
有
一
男
子
乗
白
馬
、
一
女
子
駕
灰
牛
、
相
遇
於
遼
水
之
上
、
遂
為
夫
婦
。
生
八
男
子
、
則
前
史
所
謂
迭
為
君
長
者
也
。
此
事
得

於
趙
志
忠
。
志
忠
嘗
為
契
丹
史
官
、
必
其
真
也
。
前
史
雖
載
八
男
子
、
而
不
及
白
馬
・
灰
牛
事
。
契
丹
祀
天
、
至
今
用
灰
牛
・
白
馬
。
予
嘗

書
其
事
於
実
録
契
丹
伝
、
王
禹
玉
恐
其
非
実
、
刪
去
之
。
予
在
陳
州
時
、
志
忠
知
扶
溝
縣
、
嘗
以
書
問
其
八
男
子
迭
相
君
長
時
為
中
原
何
代
。

志
忠
亦
不
能
答
、
而
云
、
約
是
秦
漢
時
。
恐
非
也
。

に
初
見
す
る
。
奇
首
可
汗
に
つ
い
て
は
、『
遼
史
』
本
紀
に
、

　
　
　
（
七
年
［
九
一
三
］
六
月
）
甲
申
、
上
登
都
庵
山
。
撫
其
先
奇
首
可
汗
遺
跡
、
徘
徊
顧
瞻
而
興
歎
焉
。（
太
祖
紀
）

　
　
　
（
会
同
四
年
［
九
四
一
］
二
月
）
丁
巳
、
詔
有
司
編
始
祖
奇
首
可
汗
事
迹
。（
太
宗
紀
）

と
見
え
、
一
九
九
二
年
に
内
蒙
古
自
治
区
阿
嚕
科
爾
沁
旗
罕
廟
蘇
木
朝
克
図
山
で
出
土
し
た
耶
律
羽
之
墓
誌
（
会
同
四
年
［
九
四
一
］）

　
　

公
諱
羽
之
、
姓
耶
律
氏
、
其
先
宗
分
佶
首
、
派
出
石
槐
、
歴
漢
・
魏
・
隋
・
唐
已
来
世
為
君
長（

（（
（

、
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に
も
、「
佶
首
」
と
し
て
見
え
る
。

　

開
祖
八
子
の
説
は
、契
丹
が
八
部
編
成（

（（
（

で
あ
る
こ
と
の
説
話
的
表
現
だ
が
、実
の
と
こ
ろ
、契
丹
の
八
部
編
成
を
明
言
し
た
記
述
は
、『
旧
唐
書
』

契
丹
伝
（
開
運
二
年
［
九
四
五
］）「
分
為
八
部
」
に
よ
う
や
く
初
見
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
（
３
）
鮮
卑
起
源
説　

宇
文
部
以
外
の
鮮
卑
さ
ら
に
は
東
胡
に
関
連
づ
け
る
説
で
あ
る
。
こ
の
言
説
は
耶
律
羽
之
墓
誌
の
「
派
出
石
槐
」
が
、

後
漢
光
和
年
間
（
一
七
八
～
一
八
四
）
に
卒
し
た
檀
石
槐（

（（
（

に
言
及
す
る
こ
と
に
初
見
す
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
た
も
の
か
、
十
世
紀
中
葉
以
降
の
中

国
文
献
で
は
、『
魏
書
』
以
来
踏
襲
さ
れ
て
き
た
宇
文
部
起
源
説
を
も
は
や
直
接
に
は
示
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　
　

�　

契
丹
、
居
潢
水
之
南
・
黄
龍
之
北
、
鮮
卑
之
故
地
。
…
奚
国
、
蓋
匈
奴
之
別
種
也
。
所
居
亦
鮮
卑
故
地
、
即
東
胡
之
界
也
。（『
旧
唐
書
』

開
運
二
年
［
九
四
五
］）

　
　

�　

契
丹
居
潢
水
之
南
・
黄
龍
之
北
、
鮮
卑
之
故
地
。
…
奚
、
蓋
匈
奴
之
別
種
。
所
居
亦
鮮
卑
之
故
地
、
即
東
胡
之
界
也
。（『
唐
会
要
』

建

隆
二
年
［
九
六
一
］）

　
　

�　

契
丹
者
、
古
匈
奴
之
種
也
。
代
居
遼
澤
之
中
・
潢
水
南
岸
、
南
距
楡
関
一
千
一
百
里
、
楡
関
南
距
幽
州
七
百
里
、
本
鮮
卑
之
旧
地
也
。（『
旧

五
代
史
』

開
宝
七
年
［
九
七
四
］）

の
う
ち
、『
旧
五
代
史
』
で
は
、『
魏
書
』
匈
奴
宇
文
莫
槐
伝
が
宇
文
部
を
匈
奴
系
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
か
、
契
丹
を
「
古
匈
奴
之
種
」

と
す
る
が
、『
旧
唐
書
』『
唐
会
要
』
で
は
契
丹
の
起
源
を
直
接
に
は
示
さ
ず
、
お
そ
ら
く
は
『
魏
書
』
が
奚
・
契
丹
を
「
異
種
同
類
」
と
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
奚
に
つ
い
て
「
蓋
匈
奴
之
別
種
」
と
記
す
こ
と
で
、
間
接
的
に
契
丹
の
匈
奴
―
宇
文
部
起
源
説
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
い
で
、

　
　
　

奚
、
本
匈
奴
別
種
、
即
東
胡
之
地
。
…
契
丹
、
本
鮮
卑
之
種
也
。
居
遼
澤
之
中
・
潢
水
之
南
。（『
五
代
会
要
』

建
隆
二
年
［
九
六
一
］）

　
　

�　

契
丹
自
後
魏
以
来
、
名
見
中
国
。
或
曰
与
庫
莫
奚
同
類
而
異
種
。
其
居
曰
梟
羅
箇
没
里
。
没
里
者
、
河
也
。
是
謂
黄
水
之
南
・
黄
龍
之
北
、
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得
鮮
卑
之
故
地
、
故
又
以
為
鮮
卑
之
遺
種
。
…
奚
、
本
匈
奴
之
別
種
。（『
新
五
代
史
』

皇
祐
五
年
［
一
〇
五
三
］）

　
　

�　

契
丹
、
本
東
胡
種
、
其
先
為
匈
奴
所
破
、
保
鮮
卑
山
。
魏
青
龍
中
、
部
酋
比
能
稍
桀
驁
、
為
幽
州
刺
史
王
雄
所
殺
、
衆
遂
微
、
逃
潢
水
之

南
・
黄
龍
之
北
。
至
元
魏
、
自
号
曰
契
丹
。
…
奚
亦
東
胡
種
、
為
匈
奴
所
破
、
保
烏
丸
山
。
漢
曹
操
斬
其
帥
蹋
頓
、
蓋
其
後
也
。
元
魏
時
自

号
庫
真
奚
、
居
鮮
卑
故
地
。（『
新
唐
書
』

嘉
祐
五
年
［
一
〇
六
〇
］）

で
は
、
契
丹
を
鮮
卑
に
起
源
す
る
も
の
と
す
る
説
が
出
現
し
て
い
る
。
と
く
に
『
新
唐
書
』
で
は
、
東
胡
が
匈
奴
に
敗
れ
て
鮮
卑
が
形
成
さ
れ
、

青
龍
三
年
（
二
三
五
）
の
軻
比
能
殺
害（

（（
（

を
契
機
に
「
潢
水
之
南
・
黄
龍
之
北
」
に
逃
れ
た
も
の
が
、
北
魏
に
至
っ
て
契
丹
を
自
称
し
た
と
し
て
お

り
、
奚
に
つ
い
て
も
同
様
に
東
胡
つ
い
で
烏
丸
の
子
孫
が
北
魏
に
至
っ
て
奚
を
自
称
し
た
と
し
て
、
宇
文
部
起
源
説
を
明
白
に
排
除
し
、
北
魏
以

前
に
つ
い
て
は
東
胡
・
鮮
卑
そ
の
も
の
の
推
移
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、『
金
史
』
奚
王
回
离
保
伝
「
贊
曰
、
庫
莫
奚
・
契
丹
起
於
漢
末
」
は
、

『
新
唐
書
』
の
軻
比
能
殺
害
の
或
説
で
、
後
漢
末
年
に
お
け
る
檀
石
槐
の
死
を
契
丹
成
立
の
契
機
と
み
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
十
世
紀
中
葉
以
降
の
中
国
文
献
に
認
め
ら
れ
る
宇
文
部
起
源
説
か
ら
鮮
卑
起
源
説
へ
の
転
換
は
、
遼
朝
に
お
い
て
創
出
さ
れ
た
鮮

卑
起
源
説
が
伝
播
し
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
一
説
の
初
見
が
六
世
紀
半
ば
に
遡
る
の
に
対
し
、
第
二
・
第
三
説
の
存
在
が
確
言
で
き
る
の
は
、
現
時
点
で
は
十
世
紀
半
ば
で
あ
り
、
実
際

の
契
丹
史
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ら
を
第
一
説
と
同
等
に
扱
い
得
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
初
見
が
降
る
だ
け
で
な
く
、

内
容
的
に
も
か
な
り
不
安
定
で
あ
っ
た
。
耶
律
羽
之
墓
誌
で
は
鮮
卑
起
源
説
を
前
提
に
、
奇
首
可
汗
起
源
説
を
も
記
述
し
て
お
り
、
両
者
は
決
し

て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
両
者
の
混
淆
も
時
に
認
め
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
遼
史
』
耶
律
曷
魯
伝
「
漢
人
殺
我
祖
奚
首
、
夷
離
菫
怨
次
骨
、
日
夜
思
報
漢
人
」
の
「
奚
首
」
は
、「
奇
首
」
の
同
音
異
訳
に
他

な
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
漢
人
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
、
奇
首
可
汗
と
軻
比
能
の
混
淆
を
示
唆
す
る
。

　

ま
た
、上
掲
の『
東
斎
記
事
』に
お
い
て
、范
鎮
が「
八
子
」の
時
代
を
問
う
た
と
こ
ろ
、趙
志
忠（
趙
至
忠
）は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
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結
局
「
約
是
秦
漢
時
」
と
述
べ
て
い
る
。「
秦
漢
時
」
と
い
う
表
現
は
、た
だ
ち
に
『
晋
書
』
慕
容
廆
載
記
の
「
秦
漢
之
際
」
に
東
胡
が
匈
奴
に
敗
れ
、

鮮
卑
が
成
立
し
た
と
い
う
記
述
を
連
想
さ
せ
る
。
臆
測
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
耶
律
羽
之
墓
誌
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
遼
朝
で
は
鮮
卑
起

源
説
と
奇
首
可
汗
起
源
説
が
併
存
し
て
お
り
、
趙
志
忠
は
奇
首
可
汗
の
時
代
に
つ
い
て
確
答
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
鮮
卑
の
起
源
で
あ
る
「
秦
漢

時
」
を
答
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

十
世
紀
半
ば
の
契
丹
に
お
い
て
、宇
文
部
起
源
説
と
は
異
な
る
鮮
卑
起
源
説
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、本
来
、『
周
書
』
文
帝
紀
は
、

「
舅
生
（
甥
）
之
国
」
と
し
て
、
炎
帝
に
出
自
す
る
宇
文
部
と
黄
帝
に
出
自
す
る
拓
跋
部
（「
魏
」）
と
の
対
等
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
中

国
人
の
観
念
に
お
い
て
宇
文
部
と
そ
の
他
の
鮮
卑
諸
部
と
の
間
に
優
劣
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
契
丹
に
お
け
る
鮮
卑
起
源
説
の
主
張
は
、
中

国
と
の
関
係
に
お
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
北
族
と
の
関
係
に
お
い
て
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
契
丹
が
、

天
顕
元
年
（
九
二
六
）
に
併
合
し
た
渤
海
で
あ
る
。『
新
唐
書
』
渤
海
伝

　
　

以
粛
慎
故
地
為
上
京
、
曰
龍
泉
府
、
領
龍
・
湖
・
渤
三
州
。

　
　
　

其
南
為
中
京
、
曰
顕
徳
府
、
領
盧
・
顕
・
鉄
・
湯
・
栄
・
興
六
州
。

　
　

貊
故
地
為
東
京
、
曰
龍
原
府
、
亦
曰
柵
城
府
、
領
慶
・
塩
・
穆
・
賀
四
州
。

　
　

沃
沮
故
地
為
南
京
、
曰
南
海
府
、
領
沃
・
睛
・
椒
三
州
。

　
　

高
麗
故
地
為
西
京
、
曰
鴨

府
、
領
神
・
桓
・
豊
・
正
四
州
、
曰
長
嶺
府
、
領
瑕
・
河
二
州
。

　
　

扶
餘
故
地
為
扶
餘
府
、
常
屯
勁
兵
扞
契
丹
、
領
扶
・
仙
二
州
。

に
見
え
る
よ
う
に
、
渤
海
は
、
そ
の
五
京
お
よ
び
扶
餘
府
を
粛
慎
・

貊
・
沃
沮
・
高
句
麗
・
扶
餘
の
故
地
と
称
し
て
い
た（

（（
（

。
き
わ
め
て
興
味
深

い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
は
、
東
北
ア
ジ
ア
に
対
す
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
記
述
で
あ
り
、
中
国
人
の
東
北
ア
ジ
ア
に
対
す
る
「
常
識
」
を
規
定
し
た

と
思
わ
れ
る
『
三
国
志
』
烏
桓
鮮
卑
東
夷
伝
の
東
夷
の
部
分
に
見
え
る
夫
餘
・
高
句
麗
・
東
沃
沮
・
挹
婁
・
濊
・
韓
・
倭
の
う
ち
韓
・
倭
を
除
い
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た
諸
国
を
網
羅
し
て
い
る
。
中
国
に
対
し
て
、
渤
海
が
こ
れ
ら
東
北
ア
ジ
ア
諸
国
の
統
合
者
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

契
丹
が
宇
文
部
で
は
な
く
、
鮮
卑
に
自
ら
の
起
源
を
求
め
た
の
は
、
渤
海
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
対
抗
し
、
同
じ
く
『
三
国
志
』
烏
丸
鮮
卑
東

夷
伝
に
見
え
る
鮮
卑
を
選
択
す
る
こ
と
で
、東
北
ア
ジ
ア
お
よ
び
北
ア
ジ
ア
の
統
合
者
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

鮮
卑
起
源
説
が
ほ
か
な
ら
ぬ
東
丹
国
の
中
臺
省
左
相
を
つ
と
め
た
耶
律
羽
之
の
墓
誌
に
初
見
す
る
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
あ
る
ま
い（

（（
（

。

　

以
上
、
契
丹
の
起
源
に
関
す
る
三
種
の
言
説
を
概
観
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
世
表
の
分
析
に
移
ろ
う
。

　

序
文
「
考
之
宇
文
周
之
書
、
遼
本
炎
帝
之
後
、
…
蓋
炎
帝
之
裔
曰
葛
烏
菟
者
、
世
雄
朔
陲
」
お
よ
び
晋
「
鮮
卑
葛
烏
菟
之
後
曰
普
回
。
普
回
有

子
莫
那
、
自
陰
山
南
徙
、
始
居
遼
西
。
九
世
為
慕
容
晃
所
滅
」
は
、『
周
書
』
文
帝
紀
に
拠
り
、
宇
文
部
起
源
説
を
採
る
。

　

序
文
「
耶
律
儼
称
遼
為
軒
轅
後
」
は
、
鮮
卑
起
源
説
に
属
す
る
。
拓
跋
部
の
始
祖
を
黄
帝
と
す
る
こ
と
は
『
魏
書
』
序
紀
に
見
え
る（

（（
（

。
一
方
、

同
じ
く
鮮
卑
で
も
慕
容
部
に
つ
い
て
、『
十
六
国
春
秋
』
前
燕
録
は

と
、
高
辛
氏
の
子
孫
と
す
る
が
、『
晋
書
』（
貞
観
二
十
二
年
［
六
四
六
］）
慕
容
廆
載
記
は
、
有
熊
氏
す
な
わ
ち
黄
帝
の
子
孫
に
改
め
て
い
る
。

北
魏
の
中
原
制
覇
を
経
て
、『
魏
書
』
序
紀
に
見
え
る
よ
う
な
鮮
卑
の
開
祖
を
黄
帝
と
す
る
言
説
が
一
般
的
な
権
威
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、『
晋
書
』

『
十
六
国
春
秋
』
前
燕
録（

（（
（

『
晋
書
』
慕
容
廆
載
記

慕
容
廆
、
字
弈
落
環
、
昌
黎
棘
城
鮮
卑
人
也
。
昔
高
辛
氏
遊
於
海
濱
、

留
少
子
厭
越
以
君
北
夷
、
邑
於
紫
濛
之
野
。
世
居
遼
左
、
号
曰
東
胡
。

其
後
雄
昌
与
匈
奴
争
盛
、
控
弦
之
士
二
十
餘
万
、
風
俗
・
官
号
与
匈
奴

略
同
。
秦
西
漢
之
際
、
為
西
匈
奴
所
敗
、
分
保
鮮
卑
山
、
因
復
以
山
為

号
也
。

慕
容
廆
字
弈
洛
瑰
、
昌
黎
棘
城
鮮
卑
人
也
。
其
先
有
熊
氏
之
苗
裔
、

世
居
北
夷
、
邑
于
紫
蒙
之
野
、
号
曰
東
胡
。

其
後
与
匈
奴
並
盛
、
控
弦
之
士
二
十
餘
万
、
風
俗
官
号
与
匈
奴

略
同
。
秦
漢
之
際
為
匈
奴
所
敗
、
分
保
鮮
卑
山
、
因
以
為

号
。
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は
そ
れ
に
従
っ
て
『
十
六
国
春
秋
』
の
記
述
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

序
文「
後
為
冒
頓
可
汗
所
襲
、保
鮮
卑
山
以
居
、号
鮮
卑
氏
」お
よ
び
漢「
冒
頓
可
汗
以
兵
襲
東
胡
、滅
之
。餘
衆
保
鮮
卑
山
、因
号
鮮
卑
」
・
魏「
青

龍
中
、部
長
比
能
稍
桀
驁
、為
幽
州
刺
史
王
雄
所
害
、散
徙
潢
水
之
南
・
黄
龍
之
北
」
は
、『
新
唐
書
』
契
丹
伝
の
記
述
を
基
調
と
し
て
用
い
る
が
、

「
冒
頓
可
汗
」
お
よ
び
序
文
「
号
鮮
卑
氏
」
・
漢
「
因
号
鮮
卑
」
は
、『
後
漢
書
』
烏
桓
鮮
卑
列
伝 　

　
　

�

烏
桓
者
、本
東
胡
也
。
漢
初
、匈
奴
冒
頓
滅
其
国
、餘
類
保
烏
桓
山
、因
以
為
号
焉
。
…
鮮
卑
者
、亦
東
胡
之
支
也
、別
依
鮮
卑
山
、故
因
号
焉
。

に
取
材
し
、「
襲
」
は
、さ
ら
に
『
史
記
』
匈
奴
列
伝
「
冒
頓
上
馬
、令
国
中
有
後
者
斬
、遂
東
襲
撃
東
胡
」
に
ま
で
遡
っ
て
取
材
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
新
唐
書
』
の
「
部
酋
」
を
「
部
長
」
に
改
め
て
い
る
が
、
下
文
に
お
い
て
も
、
北
族
に
対
す
る
貶
意
を
含
ん
だ
表
現
は
随
時
改
め
ら
れ
て

い
る
。

　

晋
「
鮮
卑
葛
烏
菟
之
後
曰
普
回
。
普
回
有
子
莫
那
、
自
陰
山
南
徙
、
始
居
遼
西
。
九
世
為
慕
容
晃
所
滅
」
は
『
周
書
』
文
帝
紀
に
拠
る
が
、
葛

烏
菟
に
「
鮮
卑
」
を
冠
す
る
こ
と
は
、
宇
文
部
を
鮮
卑
に
と
っ
て
の
他
者
と
し
て
記
述
す
る
『
周
書
』
に
対
す
る
大
幅
な
改
変
で
あ
る
。
さ
ら
に

晋
「
鮮
卑
衆
散
為
宇
文
氏
、
或
為
庫
莫
奚
、
或
為
契
丹
」
は
、「
鮮
卑
」
が
宇
文
氏
・
庫
莫
奚
・
契
丹
に
分
離
し
た
と
し
、『
魏
書
』
が
庫
莫
奚
を

「
東
部
宇
文
之
別
種
」、
契
丹
を
庫
莫
奚
の
「
異
種
同
類
」
と
す
る
、
す
な
わ
ち
庫
莫
奚
・
契
丹
を
宇
文
部
よ
り
分
離
し
た
も
の
と
す
る
記
述
を
や

は
り
大
幅
に
改
変
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
元
魏
「
契
丹
国
在
庫
莫
奚
東
、
異
族
同
類
、
東
部
鮮
卑
之
別
支
也
、
至
是
始
自
号
契
丹
。
為
慕
容
氏
所
破
、

倶
竄
松
漠
之
間
」
は
『
魏
書
』
に
拠
る
が
、
庫
莫
奚
伝
の
「
東
部
宇
文
之
別
種
也
」
を
「
東
部
鮮
卑
之
別
支
也
」
と
改
め
て
い
る
。
要
す
る
に
、

世
表
は
、
序
文
で
は
、
中
国
系
資
料
に
お
い
て
も
っ
と
も
正
統
的
と
い
う
べ
き
宇
文
部
起
源
説
を
標
榜
し
、
そ
れ
と
の
あ
か
ら
さ
ま
な
矛
盾
を
避

け
て
は
い
る
が
、
実
質
的
に
は
契
丹
系
資
料
に
基
づ
く
鮮
卑
起
源
説
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
二
章
　「
元
魏
」
後
段
・「
北
斉
」・「
隋
」・「
唐
」
前
段

　

契
丹
人
は
、
遼
朝
成
立
以
前
に
お
け
る
「
遙
輦
九
世
可
汗
」
の
存
在
を
伝
え
て
い
た
。
一
方
、『
旧
唐
書
』（
開
運
二
年
［
九
四
五
］）
契
丹
伝

以
降
の
中
国
文
献
は
、
唐
代
契
丹
の
君
長
の
姓
を
「
大
賀
氏
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
整
合
す
べ
く
、『
遼
史
』
は
、
開
元
天
宝
年
間
に
お
け
る
大

賀
氏
か
ら
遙
輦
氏
へ
の
王
朝
交
代
を
想
定
す
る
。
世
表
の
「
元
魏
」
後
段
か
ら
「
唐
」
前
段
ま
で
の
部
分
は
、
こ
の
王
朝
交
代
期
以
前
の
契
丹
の

推
移
を
記
述
す
る
。

　
　
「
元
魏
」
前
段
は
、『
魏
書
』
契
丹
伝
に
取
材
す
る
。

道
武
帝
登
国
間
、
大
破
之
、
遂
与
庫
莫
奚
分
背
。
経
数
十
年
、

稍
滋
蔓
、
有
部
落
於
和
龍
之
北
数
百
里
。
太
武
帝
太
平
真
君
以
来
、

歳
致
名
馬
。
献
文
時
、
使
莫
弗
紇
何
辰
来
献
、
始
班

諸
国
末
、

欣
服
。
万
丹
部
・
何
大
何
部
・
伏
弗
郁
部
・
羽
陵

部
・
日
連
部
・
匹
絜
部
・
黎
部
・
吐
六
于
部
以
名
馬
文
皮

来
貢
、
得
交
市
于
和
龍
・
密
雲
之
間
。

太
和
三
年
、
高
句
麗
与
蠕
蠕
謀
取
地
豆
于
以
分
之
、
契

丹
懼
、
莫
弗
賀
勿
于
率
其
部
落
車
三
千
乗
、
衆
万
餘
口

内
附
、
止
於
白
狼
水
東
。

　
『
魏
書
』
契
丹
伝

登
国
中
、
国
軍
大
破
之
、
遂
逃
迸
、
与
庫
莫
奚
分
背
。
経
数
十
年
、

稍
滋
蔓
、
有
部
落
、
於
和
龍
之
北
数
百
里
、
多
為
寇
盜
。
真
君
以
来
、

求
朝
献
、
歳
貢
名
馬
。
顕
祖
時
、
使
莫
弗
紇
何
辰
奉
献
、
得
班
饗
於

諸
国
之
末
。
帰
而
相
謂
、
言
国
家
之
美
、
心
皆
忻
慕
、
於
是
東
北
群

狄
聞
之
、
莫
不
思
服
。
悉
万
丹
部
・
何
大
何
部
・
伏
弗
郁
部
・
羽
陵

部
・
日
連
部
・
匹
絜
部
・
黎
部
・
吐
六
于
部
等
、
各
以
其
名
馬
文
皮

入
献
天
府
、
遂
求
為
常
。
皆
得
交
市
於
和
龍
・
密
雲
之
間
、
貢
献
不

絶
。
太
和
三
年
、
高
句
麗
竊
与
蠕
蠕
謀
、
欲
取
地
豆
于
以
分
之
。
契

丹
懼
其
侵
軼
、
其
莫
弗
賀
勿
于
率
其
部
落
車
三
千
乗
、
衆
万
餘
口
、

駆
徙
雑
畜
、
求
入
内
附
、
止
於
白
狼
水
東
。
自
此
歳
常
朝
貢
。
後
告

饑
、
高
祖
矜
之
、
聴
其
入
関
市
糴
。
及
世
宗
・
粛
宗
時
、
恒
遣
使
貢

方
物
。
熙
平
中
、
契
丹
使
人
祖
真
等
三
十
人
還
、
霊
太
后
以
其
俗
嫁

娶
之
際
、
以
青
氈
為
上
服
、
人
給
青
氈
両
匹
、
賞
其
誠
款
之
心
、
餘

依
旧
式
。
朝
貢
至
斉
受
禅
常
不
絶
。
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世
表
は
『
魏
書
』
の
表
現
を
少
な
か
ら
ず
削
除
・
改
変
し
て
い
る
。
契
丹
を
貶
め
る
も
の
と
し
て
「
多
為
寇
盜
」
は
削
除
さ
れ
、
契
丹
が
北
魏

の
朝
貢
国
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
「
求
朝
献
」「
貢
献
不
絶
」
は
削
除
、「
歳
貢
名
馬
」
は
「
歳
致
名
馬
」
に
、「
入
献
天
府
」
は
「
来
貢
」

に
改
変
、「
自
此
歳
常
朝
貢
」
以
下
は
全
く
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
重
要
な
改
変
は
、「
帰
而
相
謂
、
言
国
家
之
美
、
心
皆
忻
慕
、
於
是
東
北
群
狄
聞
之
、
莫
不
思
服
」
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

悉
万
丹
部
以
下
の
「
東
北
群
狄
」
八
部
を
契
丹
の
八
部
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
魏
書
』
は
「
吐
六
于
部
」
の
あ
と
に
「
等
」
を

置
き
、「
東
北
群
狄
」
が
こ
こ
に
掲
げ
た
八
部
に
限
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
世
表
は
こ
の
「
等
」
を
削
除
し
て
八
部
に
限
定
し
て
い
る
。

営
衛
志
は
「
古
八
部（

（（
（

」
の
見
出
し
の
も
と
に
こ
の
八
部
を
並
べ
、

　
　

�

契
丹
之
先
、
曰
奇
首
可
汗
、
生
八
子
。
其
後
族
属
漸
盛
、
分
為
八
部
、
居
松
漠
之
間
。
今
永
州
木
葉
山
有
契
丹
始
祖
廟
、
奇
首
可
汗
・
可
敦

并
八
子
像
在
焉
。
潢
河
之
西
・
土
河
之
北
、
奇
首
可
汗
故
壤
也
。

と
説
明
し
て
、
こ
れ
を
奇
首
可
汗
八
子
の
後
裔
と
す
る
。
奇
首
可
汗
起
源
説
に
附
会
す
べ
く
、『
魏
書
』
を
改
竄
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
『
魏
書
』
契
丹
伝
の
記
述
に
す
で
に
問
題
が
あ
る
。第
一
に
、『
魏
書
』
顕
祖
紀
に
よ
れ
ば
、契
丹
は
、皇
興
二
年
（
四
六
八
）、「
伏
弗
・

郁
羽
陵
・
日
連
・
匹
黎
尒
・
叱
六
手
・
悉
万
丹
・
阿
大
何
」と
と
も
に
北
魏
に
朝
貢
し
て
い
る
が
、皇
興
元
年（
四
六
七
）に
は
す
で
に「
具
伏
弗
・

郁
羽
陵
・
日
連
・
匹
黎
尒
」
の
朝
貢
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
契
丹
が
厚
遇
さ
れ
た
結
果
、「
東
北
群
狄
」
が
入
貢
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
契

道
武
帝
登
国
間
、
大
破
之
、
遂
与
庫
莫
奚
分
背
。
経
数
十
年
、

稍
滋
蔓
、
有
部
落
於
和
龍
之
北
数
百
里
。
太
武
帝
太
平
真
君
以
来
、

歳
致
名
馬
。
献
文
時
、
使
莫
弗
紇
何
辰
来
献
、
始
班

諸
国
末
、

欣
服
。
万
丹
部
・
何
大
何
部
・
伏
弗
郁
部
・
羽
陵

部
・
日
連
部
・
匹
絜
部
・
黎
部
・
吐
六
于
部
以
名
馬
文
皮

来
貢
、
得
交
市
于
和
龍
・
密
雲
之
間
。

太
和
三
年
、
高
句
麗
与
蠕
蠕
謀
取
地
豆
于
以
分
之
、
契

丹
懼
、
莫
弗
賀
勿
于
率
其
部
落
車
三
千
乗
、
衆
万
餘
口

内
附
、
止
於
白
狼
水
東
。

　
『
魏
書
』
契
丹
伝

登
国
中
、
国
軍
大
破
之
、
遂
逃
迸
、
与
庫
莫
奚
分
背
。
経
数
十
年
、

稍
滋
蔓
、
有
部
落
、
於
和
龍
之
北
数
百
里
、
多
為
寇
盜
。
真
君
以
来
、

求
朝
献
、
歳
貢
名
馬
。
顕
祖
時
、
使
莫
弗
紇
何
辰
奉
献
、
得
班
饗
於

諸
国
之
末
。
帰
而
相
謂
、
言
国
家
之
美
、
心
皆
忻
慕
、
於
是
東
北
群

狄
聞
之
、
莫
不
思
服
。
悉
万
丹
部
・
何
大
何
部
・
伏
弗
郁
部
・
羽
陵

部
・
日
連
部
・
匹
絜
部
・
黎
部
・
吐
六
于
部
等
、
各
以
其
名
馬
文
皮

入
献
天
府
、
遂
求
為
常
。
皆
得
交
市
於
和
龍
・
密
雲
之
間
、
貢
献
不

絶
。
太
和
三
年
、
高
句
麗
竊
与
蠕
蠕
謀
、
欲
取
地
豆
于
以
分
之
。
契

丹
懼
其
侵
軼
、
其
莫
弗
賀
勿
于
率
其
部
落
車
三
千
乗
、
衆
万
餘
口
、

駆
徙
雑
畜
、
求
入
内
附
、
止
於
白
狼
水
東
。
自
此
歳
常
朝
貢
。
後
告

饑
、
高
祖
矜
之
、
聴
其
入
関
市
糴
。
及
世
宗
・
粛
宗
時
、
恒
遣
使
貢

方
物
。
熙
平
中
、
契
丹
使
人
祖
真
等
三
十
人
還
、
霊
太
后
以
其
俗
嫁

娶
之
際
、
以
青
氈
為
上
服
、
人
給
青
氈
両
匹
、
賞
其
誠
款
之
心
、
餘

依
旧
式
。
朝
貢
至
斉
受
禅
常
不
絶
。
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丹
伝
の
記
述
は
成
り
立
た
な
い
。
第
二
に
、こ
れ
ら
諸
部
の
一
部
分
は
、『
魏
書
』
勿
吉
伝
に
「
具
弗
伏
国
・
匹
黎
尒
国
・
拔
大
何
国
・
郁
羽
陵
国
」

と
し
て
見
え
る
。契
丹
伝
の
「
何
大
何
」
を
、顕
祖
紀
は
「
阿
大
何
」、勿
吉
伝
は
「
拔
大
何
」
に
作
り
、ま
た
「
吐
六
于
」
を
顕
祖
紀
は
「
叱
六
于
」

に
作
る
が
、ど
れ
が
正
し
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。つ
い
で
、契
丹
伝
の
「
伏
弗
郁
部
・
羽
陵
部
」
は
「
具
伏
弗
部
・
郁
羽
陵
部
」
の
誤
り
、「
匹
絜
部
・

黎
部
」
は
「
匹
黎
尒
部
」
の
誤
り
と
な
る
。
従
っ
て
、
そ
も
そ
も
契
丹
伝
に
は
八
部
で
は
な
く
七
部
し
か
連
ね
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
　 「
北
斉
」
は
、『
北
史
』
契
丹
伝
に
取
材
す
る
。

　
　 「
隋
」
は
、『
隋
書
』
契
丹
伝
に
取
材
す
る
。

天
保
四
年
九
月
、
契
丹
犯
塞
、
文
宣
帝
親
討
之
、
至
平
州
、
乃

趨
長
塹
。
司
徒
潘
相
楽
率
精
騎
五
千
、
自
東
道
趨
青
山
。
安

徳
王
韓
軌
帥
騎
四
千
東
断
走
路
。
帝
親
踰
山
嶺
奮
撃
、

虜
男
女
十
餘
万
、
雑
畜
数
十
万
。
相
楽
又
於
青
山
大
破

別
部
、
所
虜
生
口
分
置
諸
州
。
復
為
突
厥
所
逼
、
又
以

万
家
寄
処
高
麗
境
内
。

　
『
北
史
』
契
丹
伝

天
保
四
年
九
月
、
契
丹
犯
塞
、
文
宣
帝
親
戎
北
討
、
至
平
州
、
遂
西

趣
長
塹
。
詔
司
徒
潘
相
楽
帥
精
騎
五
千
、
自
東
道
趣
青
山
。
復
詔
安

徳
王
韓
軌
帥
精
騎
四
千
東
趣
、
断
契
丹
走
路
。
帝
親
踰
山
嶺
、
奮
撃

大
破
之
、
虜
十
餘
万
口
、
雑
畜
数
十
万
頭
。
相
楽
又
於
青
山
大
破
契

丹
別
部
。
所
虜
生
口
、
皆
分
置
諸
州
。
其
後
復
為
突
厥
所
逼
、
又
以

万
家
寄
於
高
麗
。

開
皇
四
年
、
率
諸
莫
弗
賀
来
謁
。
五
年
、
悉
衆
款
塞
、
高
祖
納
之
、

聴
居
故
地
。
六
年
、
諸
部
相
攻
不
止
、
又
与
突
厥
相
侵
、

高
祖
使
使
諭
解
之
。
別
部

出
伏
等
違
高
麗
、
率
衆
内
附
、
置
於
渴
奚
那
頡
之
北
。

開
皇
末
、
別
部
四
千
餘
戸
違
突
厥
来
降
、
高
祖

給
糧
遣
還
。
固
辞
不
去
、
部

落
漸
衆
。
遂
北
徙
、
逐
水
草
、
当
遼
西
正
北
二
百
里
、
依
紇
臣
水
而

居
。
東
西
亙
五
百
里
、
南
北
三
百
里
、
分
為
十
部
、
兵
多
者
三
千
、

少
者
千
餘
。
有
征
伐
、
酋
帥
相
与
議
之
、

興
兵
則
合
符
契
。
突
厥
沙
缽
略
可
汗
遣
吐
屯
潘
垤
統
之
、

契
丹
殺
吐
屯
。
大
業
七
年
、
貢
方
物
。

　
『
隋
書
』
契
丹
伝

開
皇
四
年
、
率
諸
莫
賀
弗
来
謁
。
五
年
、
悉
其
衆
款
塞
、
高
祖
納
之
、

聴
居
其
故
地
。
六
年
、
其
諸
部
相
攻
撃
、
久
不
止
、
又
与
突
厥
相
侵
、

高
祖
使
使
責
讓
之
。
其
国
遣
使
詣
闕
、
頓
顙
謝
罪
。
其
後
契
丹
別
部

出
伏
等
背
高
麗
、
率
衆
内
附
。
高
祖
納
之
、
安
置
於
渴
奚
那
頡
之
北
。

開
皇
末
、
其
別
部
四
千
餘
家
背
突
厥
来
降
。
上
方
与
突
厥
和
好
、
重

失
遠
人
之
心
、
悉
令
給
糧
還
本
、
敕
突
厥
撫
納
之
。
固
辞
不
去
。
部

落
漸
衆
、
遂
北
徙
逐
水
草
、
当
遼
西
正
北
二
百
里
、
依
託
紇
臣
水
而 

居
。
東
西
亙
五
百
里
、
南
北
三
百
里
、
分
為
十
部
。
兵
多
者
三
千
、

少
者
千
餘
、
逐
寒
暑
、
随
水
草
畜
牧
。
有
征
伐
、
則
酋
帥
相
与
議
之
、

興
兵
動
衆
合
符
契
。
突
厥
沙
缽
略
可
汗
遣
吐
屯
潘
垤
統
之
。
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世
表
は
『
隋
書
』
の
「
責
譲
」
を
「
諭
解
」
に
改
め
た
上
、「
其
国
遣
使
詣
闕
、
頓
顙
謝
罪
」
を
削
除
す
る
。
ま
た
、「
上
方
与
突
厥
和
好
、
重

失
遠
人
之
心
」「
敕
突
厥
撫
納
之
」
な
ど
、
当
時
の
隋
が
突
厥
と
の
関
係
を
重
視
し
た
こ
と
や
、「
逐
寒
暑
、
随
水
草
畜
牧
」
の
如
く
、
契
丹
の
遊

牧
を
明
示
す
る
部
分
は
削
除
し
て
い
る
。
な
お
、世
表
末
節
の
「
契
丹
殺
吐
屯
。
大
業
七
年
、貢
方
物
」
は
、現
行
の
『
隋
書
』
に
は
見
え
ず
、『
北

史
』
契
丹
伝
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
世
表
が
『
北
史
』
を
あ
わ
せ
て
参
照
し
た
結
果
と
い
う
よ
り
は
、
な
お
こ
の
一
節
が
脱
落
し
て
い
な
い
『
隋

書
』
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

  

営
衛
志
は
、「
隋
契
丹
十
部
」
の
見
出
し
を
立
て
た
上
で
、

　
　

元
魏
末
、
莫
弗
賀
勿
于
畏
高
麗
・
蠕
蠕
侵
逼
、
率
車
三
千
乗
、
衆
万
口
内
附
、
乃
去
奇
首
可
汗
故
壤
、
居
白
狼
水
東
。

と
説
明
し
、
ま
た
営
衛
志
序
文
に
は
、

開
皇
四
年
、
率
諸
莫
弗
賀
来
謁
。
五
年
、
悉
衆
款
塞
、
高
祖
納
之
、

聴
居
故
地
。
六
年
、
諸
部
相
攻
不
止
、
又
与
突
厥
相
侵
、

高
祖
使
使
諭
解
之
。
別
部

出
伏
等
違
高
麗
、
率
衆
内
附
、
置
於
渴
奚
那
頡
之
北
。

開
皇
末
、
別
部
四
千
餘
戸
違
突
厥
来
降
、
高
祖

給
糧
遣
還
。
固
辞
不
去
、
部

落
漸
衆
。
遂
北
徙
、
逐
水
草
、
当
遼
西
正
北
二
百
里
、
依
紇
臣
水
而

居
。
東
西
亙
五
百
里
、
南
北
三
百
里
、
分
為
十
部
、
兵
多
者
三
千
、

少
者
千
餘
。
有
征
伐
、
酋
帥
相
与
議
之
、

興
兵
則
合
符
契
。
突
厥
沙
缽
略
可
汗
遣
吐
屯
潘
垤
統
之
、

契
丹
殺
吐
屯
。
大
業
七
年
、
貢
方
物
。

　
『
隋
書
』
契
丹
伝

開
皇
四
年
、
率
諸
莫
賀
弗
来
謁
。
五
年
、
悉
其
衆
款
塞
、
高
祖
納
之
、

聴
居
其
故
地
。
六
年
、
其
諸
部
相
攻
撃
、
久
不
止
、
又
与
突
厥
相
侵
、

高
祖
使
使
責
譲
之
。
其
国
遣
使
詣
闕
、
頓
顙
謝
罪
。
其
後
契
丹
別
部

出
伏
等
背
高
麗
、
率
衆
内
附
。
高
祖
納
之
、
安
置
於
渴
奚
那
頡
之
北
。

開
皇
末
、
其
別
部
四
千
餘
家
背
突
厥
来
降
。
上
方
与
突
厥
和
好
、
重

失
遠
人
之
心
、
悉
令
給
糧
還
本
、
敕
突
厥
撫
納
之
。
固
辞
不
去
。
部

落
漸
衆
、
遂
北
徙
逐
水
草
、
当
遼
西
正
北
二
百
里
、
依
託
紇
臣
水
而 

居
。
東
西
亙
五
百
里
、
南
北
三
百
里
、
分
為
十
部
。
兵
多
者
三
千
、

少
者
千
餘
、
逐
寒
暑
、
随
水
草
畜
牧
。
有
征
伐
、
則
酋
帥
相
与
議
之
、

興
兵
動
衆
合
符
契
。
突
厥
沙
缽
略
可
汗
遣
吐
屯
潘
垤
統
之
。
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�

奇
首
八
部
為
高
麗
・
蠕
蠕
所
侵
、僅
以
万
口
附
于
元
魏
。生
聚
未
幾
、北
斉
見
侵
、掠
男
女
十
万
餘
口
。継
為
突
厥
所
逼
、寄
処
高
麗
、不
過
万
家
。

部
落
離
散
、
非
復
古
八
部
矣
。
別
部
有
臣
附
突
厥
者
、
内
附
於
隋
者
、
依
紇
臣
水
而
居
。
部
落
漸
衆
、
分
為
十
部
、
有
地
遼
西
五
百
餘
里
。

と
記
す
。
傍
線
部
は
、
奇
首
可
汗
起
源
説
と
の
整
合
を
企
図
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
「
唐
」
前
段
は
基
本
的
に
『
新
唐
書
』
契
丹
伝
に
取
材
し
、
そ
の
他
の
中
国
系
資
料
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。「
唐
」
前
段
の
前
半
、
窟
哥
以
前

の
部
分
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

唐　

契
丹
地
直
京
師
東
北
五
千
里
而
贏
、東
距
高
麗
、西
奚
、南
営
州
、

北
靺
鞨
・
室
韋
、
阻
冷
陘
山
以
自
固
。
射
猟
居
処
無
常
。
其
君
大
賀

氏
有
勝
兵
四
万
、
析
八
部
、
臣
于
突
厥
、
以
為
俟
斤
。
凡
調
発
攻

戦
、
則
諸
部
畢
会
、
猟
則
部
得
自
行
。
与
奚
不
平
、
毎
鬥
不
利
、
輒

遁
保
鮮
卑
山
。

武
徳
中
、
大
帥
孫
敖
曹
与
靺
鞨
長
突
地
稽
倶
来
朝
。

二
年
、
入
犯
平
州
境
。

六
年
、
君
長
咄
羅
献
名
馬
・
豊
貂
。

貞
観
二
年
、
摩
会
来
降
。
突
厥
請

以
梁
師
都
易
契
丹
、
太
宗
曰
、
契
丹
・
突
厥
不
同
類
、

師
都
、
唐
編
戸
、
我
将
擒

之
、
不
可
易
降
者
。

三
年
、
摩
会
入
朝
、
賜
鼓
纛
、
由
是
有
常
貢
。

帝
伐
高
麗
、
悉
発
契
丹
・
奚
首
領
従
軍
。
還
過
営
州
、

以
窟
哥
為
左
武
衛
将
軍
。
大
帥
辱
紇

主
拠
曲
率
衆
来
帰
、
即
其
部
為
玄
州
、
以
拠
曲
為
刺
史
、
隷
営
州
都

督
府
。
窟
哥
挙
部
内
属
、
乃
置
松
漠
都
督
府
、
以
窟
哥
為

都
督
、
封
無
極
男
、
賜
姓
李
氏
。
以
達
稽
部
為

峭
落
州
、
紇
便
部
為
弾
汗
州
、
独
活
部
為
無
逢
州
、
芬
問
部
羽
陵

州
、
突
便
部
為
日
連
州
、
芮
奚
部
為
徒
河
州
、
墜
斤
部
為
万
丹
州
、

伏
部
為
匹
黎
・
赤
山
二
州
、
倶
隷
松
漠
府
、
以
辱
紇
主
為
刺
史
。

　
『
新
唐
書
』
契
丹
伝

地
直
京
師
東
北
五
千
里
而
贏
、
東
距
高
麗
、
西
奚
、
南
営
州
、

北
靺
鞨
、
室
韋
、
阻
冷
陘
山
以
自
固
。
射
猟
居
処
無
常
。
其
君
大
賀

氏
、
有
勝
兵
四
万
、
析
八
部
、
臣
于
突
厥
、
以
為
俟
斤
。
凡
調
発
攻

戦
、
則
諸
部
畢
会
、
猟
則
部
得
自
行
。
与
奚
不
平
、
毎
鬥
不
利
、
輒

遁
保
鮮
卑
山
。

風
俗
与
突
厥
大
抵
略
侔
。
死
不
墓
、
以
馬
車
載
尸
入
山
、
置
於
樹
顛
。

子
孫
死
、
父
母
旦
夕
哭
、
父
母
死
則
否
、
亦
無
喪
期
。

武
徳
中
、
其
大
酋
孫
敖
曹
与
靺
鞨
長
突
地
稽
倶
遣
人
来
朝
、

而
君
長
或
小
入
寇
辺
。

後
二
年
、
君
長
乃
遣
使
者
上
名
馬
、
豊
貂
。

貞
観
二
年
、
摩
会
来
降
。
突
厥
頡
利
可
汗
不
欲
外
夷
与
唐
合
、
乃
請

以
梁
師
都
易
契
丹
。
太
宗
曰
、
契
丹
・
突
厥
不
同
類
、
今
已
降
我
、

尚
可
索
邪
。
師
都
、
唐
編
戸
、
盜
我
州
部
、
突
厥
輒
為
助
、
我
将
禽

之
、
誼
不
可
易
降
者
。

明
年
、
摩
会
復
入
朝
、
賜
鼓
纛
、
由
是
有
常
貢
。

帝
伐
高
麗
、
悉
発
酋
長
与
奚
首
領
従
軍
。
帝
還
、
過
営
州
、
尽
召
其

長
窟
哥
及
老
人
、
差
賜
繒
采
、
以
窟
哥
為
左
武
衛
将
軍
。
大
酋
辱
紇

主
曲
拠
又
率
衆
帰
、
即
其
部
為
玄
州
、
拝
曲
拠
刺
史
、
隷
営
州
都
督

府
。
未
幾
、
窟
哥
挙
部
内
属
、
乃
置
松
漠
都
督
府
、
以
窟
哥
為
使
持

節
十
州
諸
軍
事
、
松
漠
都
督
、
封
無
極
男
、
賜
氏
李
。
以
達
稽
部
為

峭
落
州
、
紇
便
部
為
弾
汗
州
、
独
活
部
為
無
逢
州
、
芬
問
部
為
羽
陵

州
、
突
便
部
為
日
連
州
、
芮
奚
部
為
徒
河
州
、
墜
斤
部
為
万
丹
州
、

伏
部
為
匹
黎
・
赤
山
二
州
、
倶
隷
松
漠
府
、
即
以
辱
紇
主
為
之
刺
史
。
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『
新
唐
書
』
の
「
風
俗
与
突
厥
大
抵
略
侔
」
以
下
は
削
除
、「
大
酋
」
は
「
大
帥
」
に
、「
酋
長
」
は
「
契
丹
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
武
徳
年

間
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
「
二
年
、入
寇
平
州
。
六
年
、其
君
長
咄
羅
遣
使
貢
名
馬
・
豊
貂
」
が
参
用
さ
れ
、紀
年
が
補
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
「
入
寇
」
が
「
入
犯
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

  

松
漠
都
督
府
設
置
の
一
節
に
見
え
る
「
使
持
節
十
州
諸
軍
事
」
を
世
表
は
削
除
し
て
い
る
が
、
営
衛
志
で
は
、「
唐
大
賀
氏
八
部
」
の
見
出
し

の
も
と
に
こ
こ
に
見
え
る
八
部
九
州
を
並
べ
る
。
世
表
・
営
衛
志
の
「
紇
便
部
」
は
、『
新
唐
書
』
契
丹
伝
に
拠
る
が
、
後
掲
の
『
新
唐
書
』
地

唐　

契
丹
地
直
京
師
東
北
五
千
里
而
贏
、東
距
高
麗
、西
奚
、南
営
州
、

北
靺
鞨
・
室
韋
、
阻
冷
陘
山
以
自
固
。
射
猟
居
処
無
常
。
其
君
大
賀

氏
有
勝
兵
四
万
、
析
八
部
、
臣
于
突
厥
、
以
為
俟
斤
。
凡
調
発
攻

戦
、
則
諸
部
畢
会
、
猟
則
部
得
自
行
。
与
奚
不
平
、
毎
鬥
不
利
、
輒

遁
保
鮮
卑
山
。

武
徳
中
、
大
帥
孫
敖
曹
与
靺
鞨
長
突
地
稽
倶
来
朝
。

二
年
、
入
犯
平
州
境
。

六
年
、
君
長
咄
羅
献
名
馬
・
豊
貂
。

貞
観
二
年
、
摩
会
来
降
。
突
厥
請

以
梁
師
都
易
契
丹
、
太
宗
曰
、
契
丹
・
突
厥
不
同
類
、

師
都
、
唐
編
戸
、
我
将
擒

之
、
不
可
易
降
者
。

三
年
、
摩
会
入
朝
、
賜
鼓
纛
、
由
是
有
常
貢
。

帝
伐
高
麗
、
悉
発
契
丹
・
奚
首
領
従
軍
。
還
過
営
州
、

以
窟
哥
為
左
武
衛
将
軍
。
大
帥
辱
紇

主
拠
曲
率
衆
来
帰
、
即
其
部
為
玄
州
、
以
拠
曲
為
刺
史
、
隷
営
州
都

督
府
。
窟
哥
挙
部
内
属
、
乃
置
松
漠
都
督
府
、
以
窟
哥
為

都
督
、
封
無
極
男
、
賜
姓
李
氏
。
以
達
稽
部
為

峭
落
州
、
紇
便
部
為
弾
汗
州
、
独
活
部
為
無
逢
州
、
芬
問
部
羽
陵

州
、
突
便
部
為
日
連
州
、
芮
奚
部
為
徒
河
州
、
墜
斤
部
為
万
丹
州
、

伏
部
為
匹
黎
・
赤
山
二
州
、
倶
隷
松
漠
府
、
以
辱
紇
主
為
刺
史
。

　
『
新
唐
書
』
契
丹
伝

地
直
京
師
東
北
五
千
里
而
贏
、
東
距
高
麗
、
西
奚
、
南
営
州
、

北
靺
鞨
、
室
韋
、
阻
冷
陘
山
以
自
固
。
射
猟
居
処
無
常
。
其
君
大
賀

氏
、
有
勝
兵
四
万
、
析
八
部
、
臣
于
突
厥
、
以
為
俟
斤
。
凡
調
発
攻

戦
、
則
諸
部
畢
会
、
猟
則
部
得
自
行
。
与
奚
不
平
、
毎
鬥
不
利
、
輒

遁
保
鮮
卑
山
。

風
俗
与
突
厥
大
抵
略
侔
。
死
不
墓
、
以
馬
車
載
尸
入
山
、
置
於
樹
顛
。

子
孫
死
、
父
母
旦
夕
哭
、
父
母
死
則
否
、
亦
無
喪
期
。」

武
徳
中
、
其
大
酋
孫
敖
曹
与
靺
鞨
長
突
地
稽
倶
遣
人
来
朝
、

而
君
長
或
小
入
寇
辺
。

後
二
年
、
君
長
乃
遣
使
者
上
名
馬
、
豊
貂
。

貞
観
二
年
、
摩
会
来
降
。
突
厥
頡
利
可
汗
不
欲
外
夷
与
唐
合
、
乃
請

以
梁
師
都
易
契
丹
。
太
宗
曰
、
契
丹
・
突
厥
不
同
類
、
今
已
降
我
、

尚
可
索
邪
。
師
都
、
唐
編
戸
、
盜
我
州
部
、
突
厥
輒
為
助
、
我
将
禽

之
、
誼
不
可
易
降
者
。

明
年
、
摩
会
復
入
朝
、
賜
鼓
纛
、
由
是
有
常
貢
。

帝
伐
高
麗
、
悉
発
酋
長
与
奚
首
領
従
軍
。
帝
還
、
過
営
州
、
尽
召
其

長
窟
哥
及
老
人
、
差
賜
繒
采
、
以
窟
哥
為
左
武
衛
将
軍
。
大
酋
辱
紇

主
曲
拠
又
率
衆
帰
、
即
其
部
為
玄
州
、
拝
曲
拠
刺
史
、
隷
営
州
都
督

府
。
未
幾
、
窟
哥
挙
部
内
属
、
乃
置
松
漠
都
督
府
、
以
窟
哥
為
使
持

節
十
州
諸
軍
事
、
松
漠
都
督
、
封
無
極
男
、
賜
氏
李
。
以
達
稽
部
為

峭
落
州
、
紇
便
部
為
弾
汗
州
、
独
活
部
為
無
逢
州
、
芬
問
部
為
羽
陵

州
、
突
便
部
為
日
連
州
、
芮
奚
部
為
徒
河
州
、
墜
斤
部
為
万
丹
州
、

伏
部
為
匹
黎
・
赤
山
二
州
、
倶
隷
松
漠
府
、
即
以
辱
紇
主
為
之
刺
史
。
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理
志
は
「
析
紇
便
部
」
に
作
り
、『
冊
府
元
亀
』（
大
中
祥
符
六
年
［
一
〇
一
三
］）
外
臣
部
／
降
附
の
「
祈
紇
使
部
」
は
「
析
紇
便
部
」
の
誤
写

と
な
る
。

　

ま
た
、
九
州
の
う
ち
、
万
丹
州
・
羽
陵
州
・
日
連
州
・
匹
黎
州
は
、『
魏
書
』
契
丹
伝
の
「
東
北
群
狄
」
諸
部
の
名
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
を

根
拠
に
「
古
八
部
」「
唐
大
賀
氏
八
部
」
の
継
承
性
を
主
張
す
る
説（

（（
（

が
あ
る
が
、
羈
縻
州
の
名
は
、
当
該
地
域
の
地
名
・
民
族
名
が
無
原
則
に
選

択
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
実
質
的
な
継
承
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
残
る
五
州
の
う
ち
、
弾
汗
州
は
後
漢
時
代
の
鮮
卑
・
檀
石

槐
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
弾
汗
山（

（（
（

に
、
徒
河
州
は
前
漢
時
代
の
遼
西
郡
の
縣
名（

（（
（

あ
る
い
は
慕
容
部
・
段
部
な
ど
遼
西
方
面
に
あ
っ
た
鮮
卑
系
諸
部
に

対
し
て
北
魏
が
用
い
た
呼
称（

（（
（

に
、
赤
山
州
は
後
漢
時
代
の
烏
桓
の
山
名（

（（
（

に
そ
れ
ぞ
れ
由
来
す
る
が
、
そ
れ
を
根
拠
に
、
析
紇
便
部
を
檀
石
槐
、
芮

奚
部
を
慕
容
部
・
段
部
、
伏
部
を
烏
桓
と
関
連
づ
け
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
「
東
北
群
狄
」
諸
部
が
朝
貢
し
た
皇
興
元
年

（
四
六
七
）
・
二
年
（
四
六
八
）
か
ら
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
ま
で
す
で
に
一
八
〇
年
が
た
っ
て
お
り
、
そ
の
間
、
何
ら
の
消
息
も
無
か
っ

た
民
族
集
団
が
忽
然
と
再
登
場
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
現
実
に
は
あ
り
そ
う
に
な
い
。

　

上
述
の
如
く
、唐
代
契
丹
の
君
長
の
姓
を
「
大
賀
氏
」
と
す
る
こ
と
は
、『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
に
よ
う
や
く
初
見
す
る
。
貞
観
二
年
（
六
二
八
）、

契
丹
の
君
長
・
摩
会
が
内
附
し
た
が
、『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
／
降
附
は
「
太
賀
摩
会
」
に
作
る
。『
旧
唐
書
』
地
理
志
に
は
、「
昌
州　

貞
観
二

年
以
松
漠
部
落
置
、
僑
治
営
州
之
静
蕃
戍
」
と
見
え
る
。
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）、
窟
哥
が
内
附
し
、
唐
は
松
漠
都
督
府
を
設
置
し
た
。『
旧

唐
書
』
契
丹
伝
は
、「
松
漠
」
の
称
謂
を
共
有
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
窟
哥
が
摩
会
と
同
じ
く
松
漠
部
落
に
属
す
る
と
解
し
、「
太
賀
摩
会
」
を
根

拠
に
、
窟
哥
の
子
孫
を
「
大
賀
氏
」
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
代
の
同
時
代
資
料
に
は
「
大
賀
氏
」
は
見
え
な
い
。
こ
こ
で

注
目
さ
れ
る
の
が
、「
太
賀
」
を
夫
餘
・
高
句
麗
の
官
号
「
大
加
」
に
関
連
づ
け
る
説
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
に
従
え
ば
、
摩
会
は
も
と
も
と
高
句
麗
に

帰
属
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
官
号
を
称
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
窟
哥
を
松
漠
部
と
す
る
こ
と
も
史
料
的
に
は
確
認
で
き
ず
、『
冊
府

元
亀
』
外
臣
部
／
降
附
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�

以
契
丹
部
為
松
漠
都
督
府
、拝
窟
哥
為
使
持
節
・
十
州
諸
軍
事
・
松
漠
都
督
。
又
以
其
別
帥
達
稽
部
置
峭
落
州
、（
祈
）［
析
］
紇
（
使
）［
便
］

部
置
（
殫
）［
弾
］
汗
州
、
独
活
部
（
落
）
置
無
（
逄
）［
逢
］
州
、
芬
問
部
置
羽
（
凌
）［
陵
］
州
、
突
（
使
）［
便
］
部
置
曰
連
州
、
芮
奚

部
置
徒
河
州
、（
遂
）［
墜
］
斤
部
置
万
丹
州
、
伏
部
置
（
疋
）［
匹
］
黎
・
（
亦
）［
赤
］
山
二
州
、
各
以
其
酋
長
辱
紇
主
為
刺
史
、
倶
隷
松

漠
焉
。

で
は
、「
契
丹
部
」
と
称
し
て
い
る
。
唐
代
に
お
け
る
「
大
賀
氏
」
の
実
在
は
当
然
視
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
き
わ
め
て
根
拠
薄
弱
な
説
で
し
か

な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　

営
衛
志
は
、

　
　

�

唐
太
宗
置
玄
州
、
以
契
丹
大
帥
（
拠
曲
）［
曲
拠
］
為
刺
史
。
又
置
松
漠
都
督
府
、
以
窟
哥
為
都
督
、
分
八
部
、
并
玄
州
為
十
州
。
則
十
部

在
其
中
矣
。

と
す
る
。
玄
州
は
、『
旧
唐
書
』
地
理
志
に
、「
玄
州　

貞
観
二
十
年
以
紇
主
曲
拠
部
落
置
」
と
見
え
、契
丹
羈
靡
州
の
一
つ
で
あ
る
。
営
衛
志
は
、

八
部
九
州
に
玄
州
を
併
せ
て
「
十
州
」
と
す
る
が
、「
十
州
」
は
松
漠
都
督
府
を
一
州
と
数
え
た
も
の
で
あ
り（

（（
（

、
営
衛
志
の
説
明
は
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
、
営
衛
志
序
文
で
は
、「
唐
世
大
賀
氏
仍
為
八
部
、
而
松
漠
・
玄
州
別
出
、
亦
十
部
也
」
と
し
、
八
部
に
松
漠
（
松
漠
都
督
府
）
・
玄
州
（
曲

拠
部
落
）
を
加
え
て
十
部
で
あ
る
と
し
、「
隋
契
丹
十
部
」
と
の
継
続
性
を
示
唆
す
る
が
、玄
州
が
加
わ
ら
な
い
以
上
、成
り
立
た
な
い
説
で
あ
る
。

た
だ
、
松
漠
都
督
府
が
、
契
丹
部
と
そ
れ
に
従
う
八
部
の
九
部
で
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

つ
い
で
、「
唐
」
前
半
の
後
段
、
李
尽
忠
の
乱
ま
で
の
部
分
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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窟
哥
死
、
与
奚
叛
、
行
軍
総
管
阿
史
徳
枢
賓
執
松
漠
都
督
阿
不

固
、
献
于
東
都
。
窟
哥
二
孫
、
曰
枯
莫
離
、
弾
汗
州
刺

史
・
帰
順
郡
王
。
曰
尽
忠
、
松
漠
都
督
。
敖

曹
曾
孫
曰
万
栄
、
帰
誠
州
刺
史
。
時
営
州
都
督
趙
文
翽

数
侵
侮
其
下
、
尽
忠
等
怨
望
、
与
万
栄

共
挙
兵
、
殺
文
翽
、
拠
営
州
、
自
号
無

上
可
汗
、
推
万
栄
為
帥
。
不
二
旬
、
衆
数

万
、
攻
崇
州
、
執
撃
討
副
使
許
欽
寂
。
武
后
怒
、
詔

将
軍
曹
仁
師

等
二
十
八
将
撃
之
、

更
号
万
栄
曰
万
斬
、
尽
忠
曰
尽
滅
。

戦
西
硤
石
黄
獐
谷
、
王
師
敗
績
。
進

攻
平
州
、
不
克
。
武
后
益
発
兵

撃
契
丹
。
万
栄
夜
襲
檀
州
、
清
辺
道
副
総
管
張
九
節

拒
戦
、
万
栄
敗
走
。
俄
尽
忠
死
、
突
厥
黙
啜
襲
破
其

部
。
万
栄
收
散
兵
、
復
振
。
別
将
駱
務
整
・
何
阿
小
入
冀
州
、
殺
刺

窟
哥
死
、
与
奚
連
叛
、
行
軍
総
管
阿
史
徳
枢
賓
等
執
松
漠
都
督
阿
卜

固
献
東
都
。
窟
哥
有
二
孫
、
曰
枯
莫
離
、
為
左
衛
将
軍
・
弾
汗
州
刺

史
、
封
帰
順
郡
王
。
曰
尽
忠
、
為
武
衛
大
将
軍
・
松
漠
都
督
。
而
敖

曹
有
孫
曰
万
栄
、
為
帰
誠
州
刺
史
。
於
是
営
州
都
督
趙
文
翽
驕
沓
、

数
侵
侮
其
下
、
尽
忠
等
皆
怨
望
。
万
栄
本
以
侍
子
入
朝
、
知
中
国
険

易
、
挾
乱
不
疑
、
即
共
挙
兵
、
殺
文
翽
、
盜
営
州
反
。
尽
忠
自
号
無

上
可
汗
、
以
万
栄
為
将
、
縦
兵
四
略
、
所
向
輒
下
、
不
重
浹
、
衆
数

万
、
妄
言
十
万
、
攻
崇
州
、
執
討
撃
副
使
許
欽
寂
。
武
后
怒
、
詔
鷹

揚
将
軍
曹
仁
師
・
金
吾
大
将
軍
張
玄
遇
・
右
武
威
大
将
軍
李
多
祚
・

司
農
少
卿
麻
仁
節
等
二
十
八
将
撃
之
、
以
梁
王
武
三
思
為
榆
関
道
安 

撫
大
使
、
納
言
姚
璹
為
之
副
。
更
号
万
栄
曰
万
斬
、
尽
忠
曰
尽
滅
。 

諸
将
戦
西
硤
石
黄
獐
谷
、
王
師
敗
績
、
玄
遇
・
仁
節
皆
為
虜
禽
。
進 

攻
平
州
、
不
克
。
敗
書
聞
、
后
乃
以
右
武
衛
大
将
軍
建
安
王
武
攸
宜

為
清
辺
道
大
総
管
、
撃
契
丹
、
募
天
下
人
奴
有
勇
者
、
官
畀
主
直
、

悉
発
以
撃
虜
。
万
栄
銜
枚
夜
襲
檀
州
、
清
辺
道
副
総
管
張
九
節
募
死

士
数
百
薄
戦
、
万
栄
敗
而
走
山
。
俄
而
尽
忠
死
、
突
厥
黙
啜
襲
破
其

部
。
万
栄
收
散
兵
復
振
、
使
別
将
駱
務
整
・
何
阿
小
入
冀
州
、
殺
刺
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史
陸
宝
積
、
掠
数
千
人
。
武
后
聞
尽
忠
死
、
詔
夏
官
尚
書
王
孝
傑
等

率
兵
十
七
万
討
万
栄
、
戦
東
硤
石
、
敗
績
、
孝

傑
死
之
、
万
栄
進
屠
幽
州
。

又
詔

御
史
大
夫
婁
師
徳
等

率
兵
二
十
万
撃
之
、
万
栄
乗
鋭
、
鼓
行

而
南
、
残
瀛
州
属
縣
。
神
兵
道
総
管
楊
玄
基
率

奚
掩
撃
、
大
破
万
栄
、
執
何
阿
小
、
別
将
李
楷
固
・
駱
務
整
降
。

万
栄
委
軍
走
、
玄
基
与
奚
四
面
合
撃
、

万
栄
衆
潰
、
東
走
。
張
九
節
設
三
伏
待
之
。
万
栄
窮
蹙
、
与
家
奴
軽

騎
走
潞
河
東
、
憊
甚
、
臥
林
下
。
奴
斬
其
首
以
献
、
九
節
伝
東
都
。

契
丹
餘
衆

不
能
立
、
遂
附
突
厥
。

史
陸
宝
積
、
掠
数
千
人
。
武
后
聞
尽
忠
死
、
更
詔
夏
官
尚
書
王
孝
傑
・

羽
林
衛
将
軍
蘇
宏
暉
率
兵
十
七
万
討
契
丹
、
戦
東
硤
石
、
師
敗
、
孝

傑
死
之
。
万
栄
席
已
勝
、
遂
屠
幽
州
。
攸
宜
遣
将
討
捕
、
不
能
克
。

乃
命
右
金
吾
衛
大
将
軍
河
内
郡
王
武
懿
宗
為
神
兵
道
大
総
管
、
右
粛

政
臺
御
史
大
夫
婁
師
徳
為
清
辺
道
大
総
管
、
右
武
威
衛
大
将
軍
沙
吒

忠
義
為
清
辺
中
道
前
軍
総
管
、
兵
凡
二
十
万
撃
賊
。
万
栄
鋭
甚
、
鼓

而
南
、
残
瀛
州
属
縣
、
恣
肆
無
所
憚
。
於
是
神
兵
道
総
管
楊
玄
基
率

奚
軍
掩
其
尾
、
契
丹
大
敗
、
獲
何
阿
小
、
降
別
将
李
楷
固
・
駱
務
整
、

收
仗
械
如
積
。
万
栄
委
軍
走
、
残
隊
復
合
、
与
奚
搏
、
奚
四
面
攻
、

乃
大
潰
、
万
栄
左
馳
。
張
九
節
為
三
伏
伺
之
、
万
栄
窮
、
与
家
奴
軽

騎
走
潞
河
東
、
憊
甚
、
臥
林
下
、
奴
斬
其
首
、
九
節
伝
之
東
都
、

餘
衆
潰
。
攸
宜
凱
而
還
、
后
喜
、
為
赦
天
下
、
改
元
為
神
功
。
契
丹

不
能
立
、
遂
附
突
厥
。

久
視
元
年
、
詔
左
玉
鈐
衛
大
将
軍
李
楷
固
・
右
武
威
衛
将
軍
駱
務
整

討
契
丹
、
破
之
。
此
両
人
皆
虜
善
将
、
嘗
犯
辺
、
数
窘
官
軍
者
也
、

及
是
有
功
。

遼史世表疏証
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世
表
は
、『
新
唐
書
』
の
「
敖
曹
有
孫
」
を
「
敖
曹
曾
孫
」
に
作
る
。『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
「
曾
孫
万
栄
」
を
参
照
し
た
可
能
性
も
な
い
で
は
な

い
が
、
あ
る
い
は
、『
新
唐
書
』
が
本
来
「
曾
孫
」
に
作
っ
て
い
て
、
世
表
が
こ
れ
を
引
用
し
た
の
ち
に
「
有
」
に
訛
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
「
万
栄
本
以
侍
子
入
朝
、
知
中
国
険
易
、
挾
乱
不
疑
」
を
削
除
し
た
の
は
、「
侍
子
入
朝
」
に
う
か
が
わ
れ
る
唐
へ
の
従
属
を
憚
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
「
盗
営
州
反
」
を
「
拠
営
州
」、「
撃
賊
」
を
「
撃
之
」
に
改
め
、「
恣
肆
無
所
憚
」
を
削
除
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
久
視
元
年
」

以
下
の
、
契
丹
の
降
将
で
あ
る
李
楷
固
・
駱
務
整
が
同
胞
の
追
討
に
活
躍
し
た
一
段
も
削
除
し
て
い
る
。

  

窟
哥
の
孫
で
あ
る
枯
莫
離
に
つ
い
て
、『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
に
は
、

　
　

其
曾
孫
祜
莫
離
、
則
天
時
歴
左
衛
将
軍
兼
検
校
弾
汗
州
刺
史
・
帰
順
郡
王
。

と
あ
り
、『
新
唐
書
』
は
「
兼
検
校
」
を
省
略
し
て
い
る
。
ま
た
、『
新
唐
書
』
地
理
志
に
は
、

　
　

�

帰
順
州　

開
元
四
年
（
七
一
六
）
置
、
為
契
丹
松
漠
府
弾
汗
州
部
落
。
天
宝
元
年
（
七
四
二
）、
改
為
帰
化
郡
。
乾
元
元
年
（
七
五
八
）、
復

為
帰
順
州
。
天
宝
領
縣
一
、
戸
一
千
三
十
七
、
口
四
千
四
百
六
十
九
。
在
京
師
二
千
六
百
里
、
至
東
都
一
千
七
百
一
十
里
。

と
見
え
る
。
弾
汗
州
は
、
松
漠
都
督
府
の
も
と
に
、
析
紇
便
部
を
以
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
祜
莫
離
が
弾
汗
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
根
拠

に
松
漠
都
督
府
・
弾
汗
州
を
同
一
部
族
に
属
す
る
と
す
る
説（

（（
（

が
あ
る
が
、
上
述
の
如
く
窟
哥
は
契
丹
部
に
属
す
る
。
臆
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
祜

莫
離
は
李
尽
忠
の
乱
の
際
に
、
武
周
に
降
っ
た
こ
と
を
嘉
せ
ら
れ
て
、
万
歳
通
天
二
年
（
六
九
七
）、「
帰
順
王
」
に
封
ぜ
ら
れ（

（（
（

、
同
じ
く
降
っ
た

析
紇
便
部
弾
汗
州
の
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
。「
兼
検
校
」
で
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
弾
汗
州
の
刺
史
を
世
襲
す
べ
き
析
紇
便
部（

（（
（

に
属
さ
な
い
こ
と
を

示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
、
開
元
四
年
、
松
漠
都
督
府
が
復
置
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
弾
汗
州
が
再
建
さ
れ
た
た
め
、
祜
莫
離
の
封
号
に
因

ん
で
「
帰
順
州
」
と
改
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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第
三
章
　「
唐
」
後
段

　
　
「
唐
」
後
段
の
前
半
は
、
開
元
天
宝
年
間
を
扱
う
。

                                                                                                             

　
　
（
１
）
は
そ
れ
以
前
と
同
様
に
編
年
体
の
形
式
を
採
る
が
、（
２
）「
失
活
」
以
下
は
、
契
丹
君
長
の
名
を
見
出
し
に
立
て
、（
２
）「
失
活
」
に

「
開
元
四
年
」、（
３
）「
娑
固
」
に
「
開
元
七
年
」
と
あ
る
よ
う
に
、
見
出
し
ご
と
に
同
じ
年
号
を
あ
ら
た
め
て
記
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

し
た
列
伝
の
よ
う
な
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
は
、『
新
唐
書
』
の
「
以
黙
啜
政
衰
」
を
削
除
す
る
。「
隋
」
に
も
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
世
表
は
、
突
厥
の
契
丹
支
配
に
関
す
る
記
述

を
極
力
削
除
し
て
い
る
。

（
１
）
開
元
二
年
、
尽
忠
従
父
弟
失
活
率
部
落

帰
唐
。

（
２
）
失
活　

玄
宗
賜
丹
書
鉄
券
。
開
元
四
年
、
与
奚
長
李
大
酺
偕

来
、
詔
復
置
松
漠
府
、
以
失
活
為
都
督
、
封
松
漠
郡
王
。

仍
置
静
析
軍
、
以
失
活
為
経
略
大
使
、
八
部
長
皆

為
刺
史
。

五
年
、
以
楊
氏
為
永
楽
公
主
下
嫁
失
活
。
六
年
、
卒
。

　
『
新
唐
書
』
契
丹
伝

開
元
二
年
、
尽
忠
従
父
弟
都
督
失
活
以
黙
啜
政
衰
、
率
部
落
与
頡
利

発
伊
健
啜
来
帰
、

玄
宗
賜
丹
書
鉄
券
。
後
二
年
、
与
奚
長
李
大
酺
皆

来
、
詔
復
置
松
漠
府
、
以
失
活
為
都
督
、
封
松
漠
郡
王
、
授
左
金
吾

衛
大
将
軍
。
仍
其
府
置
静
析
軍
、
以
失
活
為
経
略
大
使
、
所
統
八
部

皆
擢
其
酋
為
刺
史
。
詔
将
軍
薛
泰
為
押
蕃
落
使
、
督
軍
鎮
撫
。
帝
以

東
平
王
外
孫
楊
元
嗣
女
為
永
楽
公
主
、
妻
失
活
。
明
年
、
失
活
死
、

贈
特
進
、
帝
遣
使
弔
祠
、
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（
２
）「
所
統
八
部
皆
擢
其
酋
為
刺
史
」
を
「
八
部
長
」
に
改
め
る
の
は
、「
酋
」
の
表
現
を
避
け
た
も
の
、ま
た
「
詔
将
軍
薛
泰
為
押
蕃
落
使
、

督
軍
鎮
撫
」
を
削
除
し
た
の
は
「
蕃
」
の
表
現
を
避
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
は
、『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
・
『
新
唐
書
』
契
丹
伝
と
も

紀
年
が
杜
撰
で
あ
り
、『
旧
唐
書
』
契
丹
伝

　
　

�

①
開
元
三
年
、
其
首
領
李
失
活
以
黙
啜
政
衰
、
率
種
落
内
附
。
失
活
即
尽
忠
之
従
父
弟
也
。
②
於
是
復
置
松
漠
都
督
府
、
封
失
活
為
松
漠
郡

王
、
拝
左
金
吾
衛
大
将
軍
兼
松
漠
都
督
。
其
所
統
八
部
落
、
各
因
旧
帥
拝
為
刺
史
、
又
以
将
軍
薛
泰
督
軍
以
鎮
撫
之
。
③
明
年
、
失
活
入
朝
、

封
宗
室
外
甥
女
楊
氏
為
永
楽
公
主
以
妻
之
。
④
六
年
、
失
活
死
、
上
為
之
挙
哀
、
贈
特
進
。
失
活
従
父
弟
娑
固
代
統
其
衆
、
遣
使
冊
立
、
仍

令
襲
其
兄
官
爵
。

の
①
「
開
元
三
年
」
は
「
二
年
」
の
誤
、
②
は
四
年
だ
が
相
当
す
る
紀
年
を
欠
く
。
③
「
明
年
」
は
四
年
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
指
す
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
「
開
元
三
年
」
の
「
明
年
」
と
誤
読
し
か
ね
な
い
。『
新
唐
書
』
契
丹
伝
は
、「
開
元
二
年
」
の
あ
と
に
「
後
二
年
」「
明
年
」
を
置
く
が
、

そ
れ
ぞ
れ
開
元
四
年
・
六
年
に
当
た
り
、
五
年
に
相
当
す
る
紀
年
を
欠
い
て
い
る
。
世
表
は
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
／
開
元
五
年
「
十
二
月
、
壬
午
、

以
東
平
王
外
孫
楊
氏
為
永
楽
公
主
、妻
之
」
よ
り
「
五
年
」
を
補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
傍
線
部
の
表
現
を
共
有
す
る
こ
と
は
そ
れ
を
傍
証
す
る
。

「
妻
之
」
を
「
下
嫁
」
に
改
め
る
が
、「
下
嫁
」
は
、
天
子
の
女
の
諸
侯
へ
の
降
嫁
を
意
味
す
る（

（（
（

。
対
す
る
に
「
妻
」
は
庶
人
の
婚
姻
に
も
用
い
う

る
語
彙
で
あ
り（

（（
（

、そ
の
た
め
「
下
嫁
」
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
六
年
」
は
『
旧
唐
書
』
に
見
え
る
。「
妻
之
」
→
「
下
嫁
」
と
同
様
に
、「
死
」

を
「
卒
」
に
改
め
る
。「
死
」
は
庶
人
に
も
用
い
う
る（

（（
（

が
、『
春
秋
経
』
で
は
、
天
子
に
「
崩
」、
諸
侯
に
「
卒
」
を
用
い
る（

（（
（

。

　
　
『
漢
高
祖
実
録
』（
乾
祐
二
年
［
九
四
九
］）

　
　

�

蘇
逢
吉
漢
高
祖
実
録
曰
、
契
丹
本
姓
大
賀
氏
、
後
分
八
族
。
一
曰
［
旦
］
利
皆
邸
、
二
曰
乙
失
活
邸
、
三
曰
実
活
邸
、
四
曰
納
尾
邸
、
五
曰

頻
没
邸
、
六
曰
内
会
雞
邸
、
七
曰
集
解
邸
、
八
曰
奚
嗢
邸
。
管
縣
四
十
一
、
縣
有
令
。
八
族
之
長
、
皆
号
大
人
、
称
刺
史
。（『
資
治
通
鑑
考

異
』
開
平
元
年
）
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は
、大
賀
氏
衰
退
後
の
「
八
族
」
を
掲
げ
、『
新
五
代
史
』
契
丹
伝
は
こ
れ
を
「
八
部
」
と
し
て
引
用
す
る
。『
遼
史
』
営
衛
志
は
、「
遙
輦
氏
八
部
」

の
見
出
し
の
も
と
に
こ
の
八
部
を
並
べ
、

　
　

�

当
唐
開
元
・
天
宝
間
、
大
賀
氏
既
微
、
遼
始
祖
涅
里
立
迪
輦
祖
里
為
阻
午
可
汗
。
時
契
丹
因
万
栄
之
敗
、
部
落
凋
散
、
即
故
有
族
衆
分
為
八

部
。
涅
里
所
統
迭
剌
部
自
為
別
部
、
不
与
其
列
。
并
遙
輦
・
迭
剌
亦
十
部
也
。

と
説
明
す
る
。
八
部
に
遙
輦
氏
・
迭
剌
部（

（（
（

を
併
せ
て
十
部
と
す
る
こ
と
は
、
先
の
「
大
賀
氏
八
部
」
の
説
明
と
同
様
に
、「
隋
契
丹
十
部
」
と
の

継
続
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
遙
輦
氏
・
迭
剌
部
と
並
列
す
る
こ
と
で
、
こ
の
八
部
を
、
太
祖
即
位
以
前
の
遙
輦
氏
の
時
代
に
一
貫
し
て
存

在
し
た
も
の
と
す
る
が
、
む
し
ろ
開
元
四
年
に
復
置
さ
れ
た
松
漠
都
督
府
の
「
所
統
八
部
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
何
よ
り
刺
史
・
縣
令
の
官
号
や

「
管
縣
四
十
一
」
は
、

　
　

�　
（
開
元
十
二
年
［
七
二
四
］）
契
丹
有
八
部
落
、
宜
賜
物
五
万
段
。
其
中
取
四
万
段
、
先
給
征
行
遊
奕
兵
士
及
百
姓
。
餘
一
万
、
与
燕
公
主
・

松
漠
王
衙
官
・
刺
史
・
縣
令
。
其
物
雑
以
絹
布
、
務
令
均
平
、
給
訖
奏
聞
。（『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
／
褒
異
三
）

　
　

��　
（
開
元
十
四
年
［
七
二
六
］）
七
月
、
契
丹
部
落
刺
史
出
利
・
縣
令
蘇
固
多
等
来
朝
。（
同
・
朝
貢
四
）

　
　

�　
（
天
宝
）
二
年
（
七
四
三
）
正
月
丁
卯
、
契
丹
刺
史
匐
従
之
等
一
百
二
十
人
・
奚
刺
史
達
利
胡
等
一
百
八
十
人
並
来
朝
、（
同
・
褒
異
三
）

に
見
え
る
よ
う
に
、
松
漠
都
督
府
の
領
州
・
領
縣
の
存
在
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。『
五
代
会
要
』（
建
隆
二
年
［
九
六
一
］）
が
、『
漢
高
祖

実
録
』
を
引
用
し
つ
つ
、

　
　

管
縣
四
十
一
、
部
有
刺
史
、
縣
有
令
。
酋
長
号
契
丹
王
。
唐
制
、
兼
松
漠
府
都
督
、
幽
州
置
松
漠
府
長
史
一
人
監
之
。

と
、
松
漠
都
督
府
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は
正
し
い
判
断
で
あ
る
。
天
宝
五
載
（
七
四
六
）
に
李
楷
落
が
最
後
の
松
漠
都
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
ち
、

十
四
載
（
七
五
五
）
に
は
安
史
の
乱
が
勃
発
し
、松
漠
都
督
府
は
最
終
的
に
廃
絶
す
る
。安
史
の
乱
の
の
ち
、契
丹
は
唐
へ
の
朝
貢
を
再
開
す
る
が
、

『
新
唐
書
』
契
丹
伝
に
、「
易
回
鶻
所
与
旧
印
、
賜
唐
新
印
」
と
あ
る
よ
う
に
、
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
ま
で
契
丹
は
回
鶻
の
印
綬
を
受
け
、
ま
た

遼史世表疏証

五
四



「
天
子
悪
其
外
附
回
鶻
、
不
復
官
爵
渠
長
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
契
丹
に
、
唐
は
も
は
や
官
爵
を
与
え
な
か
っ
た
。
果
た
し
て
、『
唐
会
要
』

　
　

�
自
後
与
奚
王
朝
貢
歳
至
、
蕃
礼
甚
備
。
至
貞
元
四
年
（
七
八
八
）、
復
犯
我
北
鄙
、
幽
州
以
聞
。
九
年
（
七
九
三
）
十
二
月
、
遣
使
朝
貢
。

十
年
（
七
九
四
）
正
月
、
遣
使
朝
貢
。
其
年
二
月
敕
、
幽
州
道
入
朝
契
丹
大
首
領
（
悔
）［
梅
］
落
拽
何
等
五
人
、
並
可
果
毅
都
尉
、
次
首

領
王
下
詔
活
薛
于
君
等
一
十
六
人
、
並
可
別
将
、
放
還
国
。
十
一
年
（
七
九
五
）
十
月
、
契
丹
大
首
領
熱
蘇
等
二
十
五
人
来
朝
。
元
和
元
年

（
八
〇
六
）、遣
使
朝
貢
。
八
年
（
八
一
三
）
十
一
月
、契
丹
大
首
領
（
悔
）［
梅
］
落
鶻
劣
来
朝
。
十
年
（
八
一
五
）
十
一
月
、契
丹
遣
使
（
悔
）

［
梅
］
落
饒
等
二
十
九
人
来
朝
貢
。十
二
年
（
八
一
七
）
十
一
月
、契
丹
首
領
介
落
等
朝
貢
、以
告
身
十
九
通
賜
其
貴
人
。太
和
九
年
（
八
三
五
）

十
一
月
、
契
丹
大
首
領
二
十
九
人
来
朝
、
賜
物
各
有
差
。
開
成
元
年
（
八
三
六
）
十
一
月
、
契
丹
大
首
領
涅
列
壊
等
三
十
一
人
来
朝
。
四
年

（
八
三
九
）
十
二
月
、
契
丹
大
首
領
薛
葛
等
三
十
人
来
朝
。

の
如
く
、
こ
の
時
期
の
契
丹
使
節
は
、
お
お
む
ね
「
大
首
領（

（（
（

」
を
称
し
、
あ
る
い
は
回
鶻
の
官
号
で
あ
る
「
梅
落（

（（
（

」
を
用
い
る
が
、
唐
の
官
号
は

認
め
ら
れ
な
い（

（（
（

。『
漢
高
祖
実
録
』
は
開
元
天
宝
年
間
の
契
丹
八
部
に
関
す
る
材
料
を
、
遼
朝
成
立
直
前
の
そ
れ
と
誤
認
し
た
も
の
で
あ
る
。『
遼

史
』
地
理
志
に
至
っ
て
は

　
　

�

迨
于
五
代
、
闢
地
東
西
三
千
里
。
遙
輦
氏
更
八
部
曰
旦
利
皆
部
・
乙
室
活
部
・
実
活
部
・
納
尾
部
・
頻
没
部
・
内
会
雞
部
・
集
解
部
・
奚
嗢

部
、
属
縣
四
十
有
一
。
毎
部
設
刺
史
、
縣
置
令
。

と
す
る
が
、「
五
代
」
の
初
年
で
あ
る
後
梁
開
平
元
年
（
九
〇
七
）
が
す
で
に
太
祖
元
年
で
あ
っ
て
、
も
は
や
遙
輦
氏
の
時
代
で
は
な
い
。「
迨
于

五
代
」
の
一
句
は
『
新
五
代
史
』
に
見
え
る
こ
と
に
牽
引
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
漢
高
祖
実
録
』
の
掲
げ
る
八
部
の
う
ち
、
旦
利
皆
邸
・
実
活
邸
・
頻
没
邸
・
納
尾
邸
・
内
会
雞
邸
・
集
解
邸
・
奚
嗢
邸
の
七
部
は
、「
唐
大

賀
氏
八
部
」
の
達
稽
部
・
独
活
部
・
芬
問
部
・
突
便
部
・
芮
奚
部
・
墜
斤
部
・
紇
便
部
の
同
音
異
訳
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

附
言
す
べ
き
は
、『
漢
高
祖
実
録
』の
乙
失
活
邸
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』地
理
志
の
乙
失
活
部
に
相
当
す
る
。万
歳
通
天
元
年（
六
九
六
）、
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お
そ
ら
く
は
李
尽
忠
の
乱
勃
発
の
直
前
に
、
武
周
は
乙
失
活
部
を
以
て
営
州
管
内
に
信
州
を
設
置
し
た
。
二
年
（
六
九
七
）、
信
州
は
青
州
管
内

に
移
転
し
、
つ
い
で
神
龍
初
（
元
年
［
七
〇
五
］）、
幽
州
范
陽
縣
に
移
転
し
た（

（（
（

。
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）、
安
禄
山
が
挙
兵
に
際
し
て
幽
州
管

内
の
羈
縻
州
を
動
員
し
た
た
め
、
唐
は
こ
れ
ら
を
廃
し
た（

（（
（

。
十
五
載
（
七
五
六
）、
安
禄
山
が
留
守
に
し
た
幽
州
を
奚
・
契
丹
が
襲
っ
た（

（（
（

。
こ
の

過
程
で
契
丹
羈
縻
州
が
解
体
し
て
、
乙
失
活
部
も
北
帰
し
た
も
の
と
し
、「
遙
輦
氏
八
部
」
の
成
立
を
そ
れ
以
降
の
こ
と
と
す
る
説
が
あ
る（

（（
（

。
し

か
し
、
契
丹
羈
縻
州
解
体
の
の
ち
に
、
刺
史
・
縣
令
の
称
号
が
用
い
ら
れ
た
は
ず
が
な
い
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
羈
縻
州
を
編

成
し
た
の
は
特
定
部
落
の
全
て
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
遼
州
（
威
州
）
は
孫
敖
曹
に
率
い
ら
れ
た
内
稽
部
落
に
よ
っ
て

幽
州
管
内
に
設
置
さ
れ
た（

（（
（

が
、
孫
敖
曹
の
曾
孫
で
あ
る
孫
万
栄
は
、
営
州
管
内
で
帰
誠
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
松
漠
都
督
府
領
州
の
徒
河

州
を
立
て
た
芮
奚
部
も
内
稽
部
の
同
音
異
訳
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孫
万
栄
が
帰
誠
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
段
階
で
、
内
稽
部
は
少
な
く
と
も
徒
河

州
・
威
州
・
帰
誠
州
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
乙
失
活
部
に
つ
い
て
も
、
信
州
以
外
に
、『
旧
唐
書
』
張
孝
忠
伝
に
、

　
　

張
孝
忠
、
本
奚（

（（
（

之
種
類
。
曾
祖
靖
、
祖
遜
、
代
乙
失
活
部
落
酋
帥
。
父
謐
、
開
元
中
以
衆
帰
国
、
授
鴻
臚
卿
同
正
。

と
あ
り
、
万
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
）
に
信
州
に
置
か
れ
た
も
の
と
は
別
に
開
元
年
間
に
帰
順
し
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
信
州
に
置
か
れ

た
も
の
の
み
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。

（
３
）
娑
固　

失
活
之
弟
、
帝
以
娑
固
襲
爵
。
開
元
七
年
十
一
月
、

娑
固
与
公
主
来
朝
。
衙
官
可
突
于

勇
悍
、
得
衆
心
、
娑
固
欲
除
之
。
事
泄
、
可
突
于
攻
之
、
娑
固
奔
営

州
。
都
督
許
欽
澹
及
奚
君
李
大
酺
攻
可
突
于
、

不
勝
、
娑
固
・
大
酺
皆
死
。

以
其
弟
中
郎
将
娑
固
襲
封
及
所
領
。
明
年
、

娑
固
与
公
主
来
朝
、
宴
賚
有
加
。
有
可
突
于
者
、
為
静
析
軍
副
使
、

悍
勇
得
衆
、
娑
固
欲
去
之
、
未
決
。
可
突
于
反
攻
娑
固
、
娑
固
奔
営

州
。
都
督
許
欽
澹
以
州
甲
五
百
、
合
奚
君
長
李
大
酺
兵
共
攻
可
突
于
、

不
勝
、
娑
固
・
大
酺
皆
死
、
欽
澹
懼
、
徙
軍
入
榆
関
。
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韓
愈
作
可
突
干
、
劉
昫
・
宋
祁
及
唐
会
要
皆
作
可
突
于
。

（
４
）
鬱
于　

娑
固
従
父
弟
也
、
可
突
于
推
以
為
主
、
遣
使
謝
罪
、
玄

宗
冊
立
襲
娑
固
位
。
開
元
十
年
、
鬱
于
入
朝
、
以

慕
容
氏
為
燕
郡
公
主
下
嫁
鬱
于
、

卒
。

（
５
）
咄
于　

鬱
于
之
弟
、
襲
官
爵
。
開
元
十
三
年
、
咄
于
復
与
可
突

于
猜
阻
、
与
公
主
来
奔
、
改
封
遼
陽
王
。

（
６
）
邵
固　

咄
于
之
弟
、
国
人
共
立
之
。
開
元
十
三
年
冬
、
朝
于
行

在
、
従
封
禅
泰
山
、

改
封
広
化
郡
王
、
以
陳
氏
為
東
光
公
主
下
嫁
邵
固
。

十
八
年
、
為
可
突
于
所

、
以
其
衆
降
突
厥
、
東
光
公

主
走
平
盧
。

可
突
于
奉
娑
固
従
父
弟
鬱
于
為
君
、
遣
使
者
謝
罪
、
有
詔
即
拝
鬱
于

松
漠
郡
王
、
而
赦
可
突
于
。
鬱
于
来
朝
、
授
率
更
令
、
以
宗
室
所
出

女
慕
容
為
燕
郡
公
主
妻
之
。
可
突
于
亦
来
朝
、
擢
左
羽
林
衛
将
軍
。

鬱
于
死
、

弟
吐
于
嗣
、
与
可
突

于
有
隙
、
不
能
定
其
下
、
携
公
主
来
奔
、
封
遼
陽
郡
王
、
留
宿
衛
。

可
突
于
奉
尽
忠
弟
邵
固
統
衆
、
詔
許
襲
王
。

天
子
封
禅
、
邵
固
与
諸
蕃
長
皆
従
行
在
。
明
年
、
拝
左
羽
林
衛
大
将

軍
、
徙
王
広
化
郡
、
以
宗
室
出
女
陳
為
東
華
公
主
、
妻
邵
固
、
詔
官

其
部
酋
長
百
餘
人
、
邵
固
以
子
入
侍
。
可
突
于
復
来
、
不
為
宰
相
李

元
紘
所
礼
、
鞅
鞅
去
。
張
説
曰
、
彼
獣
心
者
、
唯
利
是
向
。
且
方
持

国
、
下
所
附
也
、
不
仮
以
礼
、
不
来
矣
。

後
三
年
、
可
突
于
殺
邵
固
、
立
屈
烈
為
王
、
脅
奚
衆
共
降
突
厥
、
公

主
走
平
盧
軍
。

詔
幽
州
長
史
・
知
范
陽
節
度
事
趙
含
章
撃
之
、
遣
中
書
舍
人
裴
寬
・

給
事
中
薛
侃
大
募
壮
士
、
拝
忠
王
浚
河
北
道
行
軍
元
帥
、
以
御
史
大

夫
李
朝
隠
・
京
兆
尹
裴
伷
先
副
之
、帥
程
伯
献
・
張
文
儼
・
宋
之
悌
・

李
東
蒙
・
趙
万
功
・
郭
英
傑
等
八
総
管
兵
撃
契
丹
。
既
又
以
忠
王
兼

河
東
道
諸
軍
元
帥
、
王
不
行
。
以
礼
部
尚
書
信
安
郡
王
禕
持
節
河
北

道
行
軍
副
元
帥
、
与
含
章
出
塞
捕
虜
、
大
破
之
。
可
突
于
走
、
奚
衆

降
、
王
以
二
蕃
俘
級
告
諸
廟
。
明
年
、
可
突
于
盜
辺
、
幽
州
長
史
薛

楚
玉
・
副
総
管
郭
英
傑
・
吳
克
勤
・
烏
知
義
・
羅
守
忠
率
万
騎
及
奚

撃
之
、
戦
都
山
下
。
可
突
于
以
突
厥
兵
来
、
奚
懼
、
持
両
端
、
衆
走

険
。
知
義
・
守
忠
敗
、
英
傑
・
克
勤
死
之
、
殺
唐
兵
万
人
。
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�　
（
３
）
の
「
娑
固
奔
営
州
」
ま
で
は
『
唐
会
要
』

　
　

�　
（
十
）［
七
］
年
十
一
月
、娑
固
与
公
主
来
朝
。
宴
於
内
殿
。
及
帰
、娑
固
衙
官
可
突
于
勇
悍
得
衆
。
娑
固
欲
除
之
。
而
事
泄
、可
突
于
攻
之
、

娑
固
奔
営
州
。

を
用
い
、「
都
督
許
欽
澹
及
奚
君
李
大
酺
攻
可
突
于
、
不
勝
、
娑
固
・
大
酺
皆
死
」
は
『
新
唐
書
』
に
拠
る
。「
韓
愈
作
可
突
干
、
劉
昫
・
宋
祁
及

唐
会
要
皆
作
可
突
于
」
は
、『
資
治
通
鑑
考
異
』

　
　
　

韓
愈
烏
氏
先
廟
碑
云
、
尚
書
諱
承
洽
、
開
元
中
管
平
盧
先
鋒
軍
、
屡
破
奚
・
契
丹
、
従
戦
捺
禄
、
走
可
突
天
。（
開
元
十
八
年
）

　
　
　

�

新
書
烏
承
玼
伝
云
、
可
突
干
殺
其
王
邵
固
、
降
突
厥
、
而
奚
亦
乱
。
是
歳
奚
・
契
丹
入
寇
、
詔
承
玼
撃
之
、
破
於
捺
禄
山
。
又
云
、
勃
海

大
武
藝
引
兵
至
馬
都
山
、
屠
城
邑
、
承
玼
窒
要
路
、
塹
以
大
石
、
亙
四
百
里
、
於
是
流
人
得
還
土
少
休
、
脱
鎧
而
耕
、
歳
省
度
支
運
銭
。

按
韓
愈
為
烏
重
胤
作
廟
碑
、
敘
重
胤
父
承
洽
云
、
屡
破
奚
・
契
丹
、
従
戦
捺
禄
、
走
可
突
干
勃
海
上
、
至
馬
都
山
、
吏
民
逃
徙
失
業
。
尚

韓
愈
作
可
突
干
、
劉
昫
・
宋
祁
及
唐
会
要
皆
作
可
突
于
。

（
４
）
鬱
于　

娑
固
従
父
弟
也
、
可
突
于
推
以
為
主
、
遣
使
謝
罪
、
玄

宗
冊
立
襲
娑
固
位
。
開
元
十
年
、
鬱
于
入
朝
、
以

慕
容
氏
為
燕
郡
公
主
下
嫁
鬱
于
、

卒
。

（
５
）
咄
于　

鬱
于
之
弟
、
襲
官
爵
。
開
元
十
三
年
、
咄
于
復
与
可
突

于
猜
阻
、
与
公
主
来
奔
、
改
封
遼
陽
王
。

（
６
）
邵
固　

咄
于
之
弟
、
国
人
共
立
之
。
開
元
十
三
年
冬
、
朝
于
行

在
、
従
封
禅
泰
山
、

改
封
広
化
郡
王
、
以
陳
氏
為
東
光
公
主
下
嫁
邵
固
。

十
八
年
、
為
可
突
于
所

、
以
其
衆
降
突
厥
、
東
光
公

主
走
平
盧
。

可
突
于
奉
娑
固
従
父
弟
鬱
于
為
君
、
遣
使
者
謝
罪
、
有
詔
即
拝
鬱
于

松
漠
郡
王
、
而
赦
可
突
于
。
鬱
于
来
朝
、
授
率
更
令
、
以
宗
室
所
出

女
慕
容
為
燕
郡
公
主
妻
之
。
可
突
于
亦
来
朝
、
擢
左
羽
林
衛
将
軍
。

鬱
于
死
、

弟
吐
于
嗣
、
与
可
突

于
有
隙
、
不
能
定
其
下
、
携
公
主
来
奔
、
封
遼
陽
郡
王
、
留
宿
衛
。

可
突
于
奉
尽
忠
弟
邵
固
統
衆
、
詔
許
襲
王
。

天
子
封
禅
、
邵
固
与
諸
蕃
長
皆
従
行
在
。
明
年
、
拝
左
羽
林
衛
大
将

軍
、
徙
王
広
化
郡
、
以
宗
室
出
女
陳
為
東
華
公
主
、
妻
邵
固
、
詔
官

其
部
酋
長
百
餘
人
、
邵
固
以
子
入
侍
。
可
突
于
復
来
、
不
為
宰
相
李

元
紘
所
礼
、
鞅
鞅
去
。
張
説
曰
、
彼
獣
心
者
、
唯
利
是
向
。
且
方
持

国
、
下
所
附
也
、
不
仮
以
礼
、
不
来
矣
。

後
三
年
、
可
突
于
殺
邵
固
、
立
屈
烈
為
王
、
脅
奚
衆
共
降
突
厥
、
公

主
走
平
盧
軍
。

詔
幽
州
長
史
・
知
范
陽
節
度
事
趙
含
章
撃
之
、
遣
中
書
舍
人
裴
寬
・

給
事
中
薛
侃
大
募
壮
士
、
拝
忠
王
浚
河
北
道
行
軍
元
帥
、
以
御
史
大

夫
李
朝
隠
・
京
兆
尹
裴
伷
先
副
之
、帥
程
伯
献
・
張
文
儼
・
宋
之
悌
・

李
東
蒙
・
趙
万
功
・
郭
英
傑
等
八
総
管
兵
撃
契
丹
。
既
又
以
忠
王
兼

河
東
道
諸
軍
元
帥
、
王
不
行
。
以
礼
部
尚
書
信
安
郡
王
禕
持
節
河
北

道
行
軍
副
元
帥
、
与
含
章
出
塞
捕
虜
、
大
破
之
。
可
突
于
走
、
奚
衆

降
、
王
以
二
蕃
俘
級
告
諸
廟
。
明
年
、
可
突
于
盜
辺
、
幽
州
長
史
薛

楚
玉
・
副
総
管
郭
英
傑
・
吳
克
勤
・
烏
知
義
・
羅
守
忠
率
万
騎
及
奚

撃
之
、
戦
都
山
下
。
可
突
于
以
突
厥
兵
来
、
奚
懼
、
持
両
端
、
衆
走

険
。
知
義
・
守
忠
敗
、
英
傑
・
克
勤
死
之
、
殺
唐
兵
万
人
。

遼史世表疏証
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書
領
所
部
兵
塞
其
道
、
塹
原
累
石
、
綿
四
百
里
、
深
高
皆
三
丈
。
寇
不
得
進
、
民
還
其
居
、
歳
罷
銭
三
千
万
。
疑
新
書
約
此
碑
作
承
玼
伝
。

按
新
・
旧
帝
紀
及
勃
海
伝
皆
無
武
藝
入
寇
至
馬
都
山
事
、
或
者
韓
碑
云
、
走
可
突
干
勃
海
上
、
至
馬
都
山
、
謂
破
走
可
突
干
勃
海
上
、
追

之
至
馬
都
山
耳
。
二
十
一
年
、
郭
英
傑
与
可
突
干
戦
都
山
。
然
則
都
山
蓋
契
丹
之
地
也
。
吏
民
逃
徙
失
業
、
蓋
因
可
突
干
入
寇
而
然
、
与

上
止
是
一
事
、
新
書
承
之
致
誤
。
然
未
知
新
書
承
玼
伝
中
餘
事
、
別
拠
何
書
。（
開
元
二
十
一
年
）

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、世
表
が
こ
の
部
分
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
、『
新
唐
書
』（「
宋
祁
」）
の
ほ
か
、『
唐
会
要
』
・
『
旧
唐
書
』（「
劉

昫
」）
さ
ら
に
『
資
治
通
鑑
』（
元
豊
七
年
［
一
〇
八
四
］）
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
せ
る
。

　
　
（
４
）
は
、
傍
線
部
の
表
現
の
共
有
か
ら
、『
資
治
通
鑑
』
開
元
十
年

　
　
　
（
閏
五
月
）
己
丑
、
以
餘
姚
縣
主
女
慕
容
氏
為
燕
郡
公
主
、
妻
契
丹
王
鬱
干
。

に
、（
５
）（
６
）
は
、「
吐
于
」
を
「
咄
于
」
に
作
る
こ
と
や
、
そ
の
他
の
表
現
の
重
複
か
ら
『
唐
会
要
』

　
　

鬱
于
死
、
立
其
弟
咄
于
、
襲
其
官
爵
、
復
以
燕
郡
公
主
為
妻
。
十
三
年
、
咄
于
復
与
可
突
于
相
猜
阻
、
携
公
主
来
奔
、
改
封
遼
陽
郡
王
。

   �　

�

国
人
立
其
弟
邵
固
。
其
冬
、
邵
固
詣
行
在
、
従
至
東
嶽
、
詔
授
左
羽
林
員
外
大
将
軍
、
改
封
広
化
郡
王
、
仍
封
宗
室
外
甥
陳
氏
女
為
東
光
公

主
以
妻
之
。
十
八
年
、
邵
固
為
可
突
于
所
殺
、
以
其
衆
降
突
厥
、
東
光
公
主
走
投
平
盧
。

に
拠
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
６
）「
為
可
突
于
所
殺
」
を
「
為
可
突
于
所

」
に
改
め
て
い
る
。

（
７
）
屈
列　

不
知
其
世
系
、
可
突
于
立
之
。

開
元
二
十
二
年
六
月
、
幽
州
節
度
使
張
守
珪
大
破
可
突
于
。
十
二
月
、

又
破
之
、

斬
屈
列
及
可
突
于
等
、

伝
首
東
都
、
餘
衆
散
走
山
谷
。

（
８
）
過
折　

本
契
丹
部
長
、
為
松
漠
府
衙
官
、
斬
可
突
于
及
屈
列
帰

唐
。
幽
州
節
度
使
張
守
珪
立
之
、
封
北
平
郡
王
。
是
年
、
可
突
于
餘

党
泥
礼

過
折
、
屠
其
家
、
一
子
剌
乾
走
安
東
、
拝
左
驍
衛
将
軍
。

（
９
）
自
此
、
契
丹
中
衰
、
大
賀
氏
附
庸
於
奚
王
、
以
通
于
唐
、
朝
貢

歳
至
。
至
徳
・
宝
応
間
再
至
、
大
暦
中
十
三
至
、
貞
元
九
年
、
十
年
、

十
一
年
三
至
、
元
和
中
七
至
、
太
和
・
開
成
間
四
至
。

帝
擢
張
守
珪
為
幽
州
長
史
経
略
之
。
守
珪
既
善
将
、
可
突
于
恐
、
陽

請
臣
而
稍
趨
西
北
倚
突
厥
。
其
衙
官
李
過
折
与
可
突
于
内
不
平
、
守

珪
使
客
王
悔
陰
邀
之
、
以
兵
囲
可
突
于
、
過
折
即
夜
斬
可
突
于
、
屈

烈
及
支
党
数
十
人
、
自
帰
。
守
珪
使
過
折
統
其
部
、
函
可
突
于
等
首

伝
東
都
。

拝
過
折
北
平
郡
王
、
為
松
漠
都
督
。

可
突
于
残
党

撃
殺
過
折
、
屠
其
家
、
一
子
剌
乾
走
安
東
、
拝
左
驍
衛
将
軍
。
二
十

五
年
、
守
珪
討
契
丹
、
再
破
之
、
有
詔
自
今
戦
有
功
必
告
廟
。
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（
７
）
は
「
屈
列
」
の
表
記
や
そ
の
他
の
表
現
の
重
複
か
ら
、『
唐
会
要
』        

　
　

�

二
十
二
年
六
月
、
幽
州
節
度
使
張
守
珪
大
破
之
、
遣
使
献
捷
。
敕
曰
、
辺
境
為
患
、
莫
甚
于
林
胡
、
朝
廷
是
虞
、
幾
煩
於
将
帥
、
積
年
逋
誅
、

一
朝
翦
滅
、
則
東
方
之
蟊
賊
、
寖
以
廓
清
、
河
朔
之
民
人
、
差
寬
征
戍
、
此
皆
上
憑
九
廟
之
霊
、
下
仗
群
帥
之
功
。
今
具
凱
旋
、
敢
不
以
献
、

宜
択
日
告
九
廟
、
所
司
准
式
。
其
年
十
（
一
）［
二
］
月
、
幽
州
節
度
使
張
守
珪
発
兵
討
契
丹
、
斬
其
王
屈
列
、
及
其
大
臣
可
突
于
等
、
伝

首
東
都
、
餘
衆
及
叛
奚
皆
散
走
山
谷
。

に
拠
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
不
知
其
世
系
」
と
は
、
こ
こ
ま
で
に
登
場
し
た
失
活
～
邵
固
の
五
人
の
続
柄
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
対
比
し
て
か

く
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
７
）
屈
列　

不
知
其
世
系
、
可
突
于
立
之
。

開
元
二
十
二
年
六
月
、
幽
州
節
度
使
張
守
珪
大
破
可
突
于
。
十
二
月
、

又
破
之
、

斬
屈
列
及
可
突
于
等
、

伝
首
東
都
、
餘
衆
散
走
山
谷
。

（
８
）
過
折　

本
契
丹
部
長
、
為
松
漠
府
衙
官
、
斬
可
突
于
及
屈
列
帰

唐
。
幽
州
節
度
使
張
守
珪
立
之
、
封
北
平
郡
王
。
是
年
、
可
突
于
餘

党
泥
礼

過
折
、
屠
其
家
、
一
子
剌
乾
走
安
東
、
拝
左
驍
衛
将
軍
。

（
９
）
自
此
、
契
丹
中
衰
、
大
賀
氏
附
庸
於
奚
王
、
以
通
于
唐
、
朝
貢

歳
至
。
至
徳
・
宝
応
間
再
至
、
大
暦
中
十
三
至
、
貞
元
九
年
、
十
年
、

十
一
年
三
至
、
元
和
中
七
至
、
太
和
・
開
成
間
四
至
。

帝
擢
張
守
珪
為
幽
州
長
史
経
略
之
。
守
珪
既
善
将
、
可
突
于
恐
、
陽

請
臣
而
稍
趨
西
北
倚
突
厥
。
其
衙
官
李
過
折
与
可
突
于
内
不
平
、
守

珪
使
客
王
悔
陰
邀
之
、
以
兵
囲
可
突
于
、
過
折
即
夜
斬
可
突
于
、
屈

烈
及
支
党
数
十
人
、
自
帰
。
守
珪
使
過
折
統
其
部
、
函
可
突
于
等
首

伝
東
都
。

拝
過
折
北
平
郡
王
、
為
松
漠
都
督
。

可
突
于
残
党

撃
殺
過
折
、
屠
其
家
、
一
子
剌
乾
走
安
東
、
拝
左
驍
衛
将
軍
。
二
十

五
年
、
守
珪
討
契
丹
、
再
破
之
、
有
詔
自
今
戦
有
功
必
告
廟
。
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（
８
）「
本
契
丹
部
長
」
は
、『
唐
会
要
』

　
　

�

立
其
酋
長
李
過
折
為
契
丹
王
、
仍
授
特
進
、
封
北
平
郡
王
。
其
年
、
過
折
又
為
可
突
于
党
泥
礼
所
殺
、
惟
一
子
刺
乾
、
走
投
安
東
獲
免
、
拝

左
驍
衛
将
軍
。

の
「
酋
長
」
を
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
是
年
、
可
突
于
餘
党
泥
礼

過
折
」
は
、『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
「
其
年
、
過
折
為
可
突
于
餘
党
泥
礼
所

殺
」
を
用
い
る
。

　
　
（
９
）
は
降
っ
て
開
成
年
間
（
八
三
六
～
八
四
〇
）
ま
で
の
契
丹
の
唐
へ
の
朝
貢
の
回
数
を
記
す
。『
新
唐
書
』
契
丹
伝
に
拠
る
も
の
だ
が
、

貞
元
年
間
の
「
九
年
、
十
年
、
十
一
年
」
に
つ
い
て
は
、『
唐
会
要
』

　
　

�

自
後
与
奚
王
朝
貢
歳
至
、
蕃
礼
甚
備
。
至
貞
元
四
年
、
復
犯
我
北
鄙
、
幽
州
以
聞
。
九
年
十
二
月
、
遣
使
朝
貢
。
十
年
正
月
、
遣
使
朝
貢
。

其
年
二
月
敕
、
幽
州
道
入
朝
契
丹
大
首
領
悔
落
拽
何
等
五
人
、
並
可
果
毅
都
尉
、
次
首
領
王
下
詔
活
薛
于
君
等
一
十
六
人
、
並
可
別
将
、
放

還
国
。
十
一
年
十
月
、
契
丹
大
首
領
熱
蘇
等
二
十
五
人
来
朝
。
元
和
元
年
、
遣
使
朝
貢
。
八
年
十
一
月
、
契
丹
大
首
領
悔
落
鶻
劣
来
朝
。
十

年
十
一
月
、
契
丹
遣
使
悔
落
饒
等
二
十
九
人
来
朝
貢
。
十
二
年
十
一
月
、
契
丹
首
領
介
落
等
朝
貢
、
以
告
身
十
九
通
賜
其
貴
人
。
太
和
九
年

十
一
月
、
契
丹
大
首
領
二
十
九
人
来
朝
、
賜
物
各
有
差
。
開
成
元
年
十
一
月
、
契
丹
大
首
領
涅
列
壊
等
三
十
一
人
来
朝
。
四
年
十
二
月
、
契
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丹
大
首
領
薛
葛
等
三
十
人
来
朝
。

を
参
照
し
た
模
様
で
あ
る
。（
10
）は（
８
）で
登
場
し
た
泥
礼
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、以
下（
11
）（
12
）は
開
元
天
宝
年
間
の
記
述
な
の
で
、（
９
）

で
開
成
年
間
ま
で
扱
う
の
は
不
適
切
な
編
集
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
相
当
す
る
記
述
を
、
安
史
の
乱
の
勃
発
後
に
置
く
『
新
唐
書
』
の
方
が
よ

ほ
ど
出
来
が
よ
い
。こ
れ
は
、『
唐
会
要
』
が
（
８
）
の
李
過
折
殺
害
の
あ
と
に
上
掲
の
記
述
を
置
く
こ
と
に
牽
引
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。世
表
「
契

丹
中
衰
、
大
賀
氏
附
庸
於
奚
王
、
以
通
于
唐
、
朝
貢
歳
至
」
は
『
唐
会
要
』
の
「
自
後
与
奚
王
朝
貢
歳
至
」
に
拠
る
が
、
後
者
は
契
丹
が
唐
へ
の

朝
貢
の
際
に
奚
と
同
道
し
た
こ
と
を
い
う
に
過
ぎ
ず
、「
契
丹
中
衰
、
大
賀
氏
附
庸
於
奚
王
」
は
、
開
元
天
宝
年
間
に
お
け
る
大
賀
氏
か
ら
遙
輦

氏
へ
の
交
代
を
主
張
す
る
た
め
の
過
剰
解
釈
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
10
）
泥
礼　

耶
律
儼
遼
史
書
為
涅
里
、
陳
大
任
書
為
雅
里
、
蓋
遼

太
祖
之
始
祖
也
。

（
11
）
李
懐
秀　

唐
賜
姓
名
、
契
丹
名
迪
輦
俎
里
、
本
八
部
大
帥
。

天
宝
四
年
降
唐
、
拝
松
漠
都
督
。

安
禄
山

表
請
討
契
丹
、
懐
秀
発

兵
十
万
、
与
禄
山
戦
潢
水
南
、
禄
山
大
敗
、

自
是
与
禄
山
兵
連
不
解
。

耶
律
儼
紀
云
、
太
祖
四
代
祖
耨
里
思
為
迭
剌
部
夷
離
菫
、
遺
将
只
里

姑
・
括
里
、
大
敗
范
陽
安
禄
山
于
潢
水
、
適
当
懐
秀
之
世
。
則
懐
秀

固
遙
輦
氏
之
首
君
、
為
阻
午
可
汗
明
矣
。

天
宝
四
載
、
契
丹
大
酋
李
懐
秀
降
、
拝
松
漠
都
督
、
封
崇
順
王
、
以

宗
室
出
女
独
孤
為
静
楽
公
主
妻
之
。
是
歳
、
殺
公
主
叛
去
、

范
陽
節
度
使
安
禄
山
討
破
之
。
更
封
其
酋
楷
落
為
恭
仁
王
、
代
松
漠

都
督
。
禄
山
方
幸
、表
討
契
丹
以
向
帝
意
。
発
幽
州
・
雲
中
・
平
盧
・

河
東
兵
十
餘
万
、
以
奚
為
郷
導
、
大
戦
潢
水
南
、
禄
山
敗
、
死
者
数

千
、
自
是
禄
山
与
相
侵
掠
未
嘗
解
、
至
其
反
乃
已
。

遼史世表疏証
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（
10
）
泥
礼
は
、
上
述
の
如
く
『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
に
取
材
す
る
。
こ
の
泥
礼
を
耶
律
儼
は
「
涅
里
」、
陳
大
任
は
「
雅
里
」
と
表
記
し
、
耶

律
氏
の
始
祖
と
す
る
。つ
い
で
（
11
）
は
「
耶
律
儼
紀
」
を
引
用
し
、「
太
祖
四
代
祖
耨
里
思
」
す
な
わ
ち
粛
祖
が
安
禄
山
を
破
っ
た
こ
と
を
記
す
。

安
禄
山
の
敗
戦
は
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
の
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

　
　
『
遼
史
』
太
祖
紀
論
賛（

（（
（

は
、
太
祖
の
祖
先
と
し
て
、
雅
里
・
毗
牒
・
頦
領
・
耨
里
思
（
粛
祖
）
・
薩
剌
徳
（
懿
祖
）
・
勻
徳
実
（
玄
祖
）
・
撒

剌
的
（
徳
祖
）
の
七
世
代
を
並
べ
る
。
粛
祖
以
降
に
つ
い
て
は
、『
遼
史
』
皇
子
表
・
皇
族
表
に
そ
の
子
孫
が
遼
代
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
実
在
は
疑
い
え
な
い
。
問
題
は
、
雅
里
・
毗
牒
・
頦
領
の
三
代
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
遼
史
』
兵
衛
志

　
　

�

大
賀
氏
中
衰
、僅
存
五
部
。
有
耶
律
雅
里
者
、分
五
部
為
八
、立
二
府
以
総
之
、析
三
耶
律
氏
為
七
、二
審
密
氏
為
五
、凡
二
十
部
。
刻
木
為
契
、

政
令
大
行
。
遜
不
有
国
、
乃
立
遙
輦
氏
代
大
賀
氏
、
兵
力
益
振
、
即
太
祖
六
世
祖
也
。

が
、「
耶
律
雅
里
」
を
「
太
祖
六
世
祖
」、
す
な
わ
ち
粛
祖
の
父
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
耶
律
雅
里
」
の
称
謂
は
こ
こ
だ
け
に
見
え
、
孤
立
し
た

材
料
に
基
づ
く
も
の
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
孤
立
性
は
、
後
代
的
な
改
変
を
被
っ
て
い
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
遼

史
』
地
理
志
／
慶
州

　
　

�

遼
国
五
代
祖
勃
突
、
貌
異
常
、
有
武
略
、
力
敵
百
人
、
衆
推
為
王
。
生
于
勃
突
山
、
因
以
名
。
没
、
葬
山
下
。

で
あ
る
。
勃
突
は
こ
こ
に
し
か
見
え
ず
、
や
は
り
孤
立
し
た
材
料
に
基
づ
く
。「
遼
国
五
代
祖
」
は
、（
11
）
に
粛
祖
を
「
太
祖
四
代
祖
耨
里
思
」

と
称
す
る
事
例
を
参
照
す
れ
ば
、
粛
祖
の
父
と
な
る
。
王
に
推
挙
さ
れ
た
と
い
う
そ
の
事
跡
は
雅
里
に
重
な
り
、
そ
の
原
型
を
伝
え
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（
10
）
泥
礼　

耶
律
儼
遼
史
書
為
涅
里
、
陳
大
任
書
為
雅
里
、
蓋
遼

太
祖
之
始
祖
也
。

（
11
）
李
懐
秀　

唐
賜
姓
名
、
契
丹
名
迪
輦
俎
里
、
本
八
部
大
帥
。

天
宝
四
年
降
唐
、
拝
松
漠
都
督
。

安
禄
山

表
請
討
契
丹
、
懐
秀
発

兵
十
万
、
与
禄
山
戦
潢
水
南
、
禄
山
大
敗
、

自
是
与
禄
山
兵
連
不
解
。

耶
律
儼
紀
云
、
太
祖
四
代
祖
耨
里
思
為
迭
剌
部
夷
離
菫
、
遺
将
只
里

姑
・
括
里
、
大
敗
范
陽
安
禄
山
于
潢
水
、
適
当
懐
秀
之
世
。
則
懐
秀

固
遙
輦
氏
之
首
君
、
為
阻
午
可
汗
明
矣
。

天
宝
四
載
、
契
丹
大
酋
李
懐
秀
降
、
拝
松
漠
都
督
、
封
崇
順
王
、
以

宗
室
出
女
独
孤
為
静
楽
公
主
妻
之
。
是
歳
、
殺
公
主
叛
去
、

范
陽
節
度
使
安
禄
山
討
破
之
。
更
封
其
酋
楷
落
為
恭
仁
王
、
代
松
漠

都
督
。
禄
山
方
幸
、表
討
契
丹
以
向
帝
意
。
発
幽
州
・
雲
中
・
平
盧
・

河
東
兵
十
餘
万
、
以
奚
為
郷
導
、
大
戦
潢
水
南
、
禄
山
敗
、
死
者
数

千
、
自
是
禄
山
与
相
侵
掠
未
嘗
解
、
至
其
反
乃
已
。
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こ
こ
で
、
粛
祖
以
下
の
実
年
代
を
推
算
し
て
み
よ
う
。
実
際
の
生
年
が
わ
か
る
の
は
、
太
祖（

（（
（

と
耶
律
曷
魯（

（（
（

だ
け
で
あ
る
。
父
子
間
・
兄
弟
間
の

年
齢
差
を
二
五
年
・
三
年
と
し
、
ま
ず
は
曷
魯
を
起
点
に
粛
祖
ま
で
の
生
年
を
推
算
す
る
。
あ
ら
か
じ
め
留
意
す
べ
き
は
、
匣
馬
葛
に
つ
い
て
で

あ
る
。『
遼
史
』
皇
族
表
・
耶
律
曷
魯
伝
と
も
に
、
匣
馬
葛
を
「
簡
献
皇
帝
（
玄
祖
）
兄
」
と
す
る
が
、
契
丹
文
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
匣
馬
葛
は
帖

剌
の
嫡
次
子
に
当
た
る（

（（
（

。
匣
馬
葛
を
一
世
代
上
に
誤
っ
た
の
は
、
そ
の
孫
で
あ
る
耶
律
曷
魯
が
太
祖
と
同
年
で
あ
る
た
め
、
太
祖
の
祖
父
・
玄

祖
と
同
世
代
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
太
祖
が
一
世
代
下
の
曷
魯
と
同
年
で
あ
る
の
は
、
玄
祖
が
懿
祖
の
第
三
子
、
徳
祖
が
玄
祖
の
第
四
子

で
あ
る
た
め
、
こ
の
部
分
の
父
子
の
年
齢
差
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
太
祖
を
起
点
に
徳
祖
生
年
を
八
四
七
年
と
し
、
懿
祖
の
生
年

七
六
六
年
ま
で
八
一
年
、
玄
祖
が
叔
剌
の
第
二
弟
、
徳
祖
が
麻
魯
の
第
三
弟
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
二
：
三
に
分
か
ち
、
玄
祖
の
生
年

を
七
九
九
年
と
推
算
し
て
お
く
。

　

ま
た
、
轄
底
に
つ
い
て
は
、
太
祖
よ
り
「
叔
父
」
と
称
さ
れ
て
い
る（

（（
（

の
で
、
徳
祖
と
同
年
と
し
て
お
く
。
契
丹
文
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
轄
底
は
帖

剌
の
庶
子
で
あ
り
、
そ
の
た
め
帖
剌
と
の
年
齢
差
が
大
き
い
の
で
あ
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
釈
魯
に
つ
い
て
は
、
皇
子
表
に
「
年
五
十
七
、
為
子
滑
哥
所

」
と
あ
る
。
八
三
〇
年
生
と
し
て
そ
の
卒
年
は
八
八
六
年
と
な
る
。
釈
魯
に
つ
い
て
は
、
刑
法
志
に
、

　
　

籍
没
之
法
、
始
自
太
祖
為
撻
馬
狘
沙
里
時
、
奉
痕
德
菫
可
汗
命
、
按
于
越
釈
魯
遇
害
事
、
以
其
首
悪
家
属
没
入
瓦
里
。

と
見
え
る
。
太
祖
が
撻
馬
狘
沙
里
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
痕
徳
菫
可
汗
即
位
の
前
で
あ
り
、
痕
徳
菫
可
汗
元
年
（
九
〇
一
）
に
は
迭
剌
部
夷
離
菫

に
昇
進
し
て
い
る（

（（
（

の
で
、
釈
魯
暗
殺
犯
摘
発
は
、
痕
徳
菫
可
汗
即
位
の
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
暗
殺
の
十
五
年
後
と
な
り
、
耶
律
曷
魯
伝 

　
　

会
滑
哥

其
父
釈
魯
、
太
祖
顧
曷
魯
曰
、
滑
哥

父
、
料
我
必
不
能
容
、
将
反
噬
我
、
今
彼
帰
罪
臺
哂
為
解
、
我
姑
与
之
、
是
賊
吾
不
忘
也
、

の
「
我
姑
与
之
」
と
い
う
発
言
に
適
合
的
で
あ
る
。
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契
丹
人
の
あ
い
だ
で
、粛
祖
の
父
は
本
来
、勃
突
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
生
年
は
七
一
三
年
に
推
算
さ
れ
る
。
一
方
、

中
国
系
資
料
に
お
け
る
泥
礼
の
登
場
は
、
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
時
代
的
に
重
ね
う
る
た
め
に
、
泥
礼
に
附
会
し
て
、
勃

突
を
「
雅
里
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
粛
祖
の
生
年
は
七
三
八
年
に
推
算
さ
れ
、
や
は
り
時
代
的
に
重
な
る
こ
と
か
ら
、
天

宝
十
載
（
七
五
一
）
の
安
禄
山
大
敗
に
附
会
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
世
表
の
記
述
は
、
雅
里
・
粛
祖
が
な
お
父
子
と
さ
れ
て
い
た
段
階
を
反
映

し
て
い
る
。
雅
里
・
粛
祖
の
間
に
毗
牒
・
頦
領
の
二
代
が
創
作
挿
入
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

 　
（
11
）
は
世
表
序
文
の
第
二
段

　
　

�

隋
・
唐
之
際
、
契
丹
之
君
号
大
賀
氏
。
武
后
遣
将
撃
潰
其
衆
、
大
賀
氏
微
、
別
部
長
過
折
代
之
。
過
折
尋
滅
、
迭
剌
部
長
涅
里
立
迪
輦
組
里

為
阻
午
可
汗
、
更
号
遙
輦
氏
。
唐
賜
国
姓
、
曰
李
懐
秀
。
既
而
懐
秀
叛
唐
、
更
封
楷
落
為
王
。
而
涅
里
之
後
曰
耨
里
思
者
、
左
右
懐
秀
。
楷

落
至
于
屈
戍
幾
百
年
、
国
勢
復
振
。

お
よ
び
世
表
本
文
の
末
段

　
　

�

蕭
韓
家
奴
有
言
、
先
世
遙
輦
可
汗
洼
之
後
、
国
祚
中
絶
、
自
夷
離
菫
雅
里
立
阻
午
可
汗
、
大
位
始
定
。
今
以
唐
史
・
遼
史
参
考
、
大
賀
氏
絶
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于
邵
固
、
雅
里
所
立
則
懐
秀
也
、
其
間
唯
屈
列
・
過
折
二
世
。
屈
列
乃
可
突
于
所
立
、
過
折
以
別
部
長
為
雅
里
所
殺
。
唐
史
称
泥
里
為
可
突

于
餘
党
、
則
洼
可
汗
者
、
殆
為
屈
列
耶
。

と
と
も
に
、「
遙
輦
九
世
可
汗
」
の
第
一
・
第
二
で
あ
る
洼
可
汗
・
阻
午
可
汗
を
屈
列
・
李
懐
秀
に
比
定
す
る
が
、
そ
の
口
吻
よ
り
、
こ
の
比
定

の
不
確
か
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
確
か
さ
か
ら
、
か
つ
て
は
遙
輦
氏
の
実
在
さ
え
疑
問
視
さ
れ
て
い
た（

（（
（

が
、
近
年
に
お
け
る
契
丹

文
資
料
解
読
の
飛
躍
的
な
展
開
は
、
遙
輦
氏
に
関
す
る
知
見
を
蓄
積
し
つ
つ
あ
る（

（（
（

。

　
　
（
12
）「
以
唐
封
恭
仁
王
、代
松
漠
都
督
、遂
称
契
丹
王
」
の
傍
線
部
は
『
新
唐
書
』
契
丹
伝
「
更
封
其
酋
楷
落
為
恭
仁
王
、代
松
漠
都
督
」
に
拠
る
。

「
代
松
漠
都
督
」
は
、『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
／
封
冊

　
　
　
（
天
宝
）
五
載
（
七
四
六
）
四
月
、
封
奚
王
娑
固
為
昭
信
王
、
仍
授
饒
楽
府
都
督
、
契
丹
王
楷
雒
為
恭
仁
王
、
仍
授
松
漠
府
都
督
。

（
12
）
楷
落　

以
唐
封
恭
仁
王
、
代
松
漠
都
督
、
遂
称
契
丹
王
。

（
13
）
其
後
寖
大
、
貞
元
四
年
、
犯
北
辺
、
幽
州
以
聞
。
自
禄
山
反
、

河
北
割
拠
、
道
隔
不
通
、
世
次
不
可
悉
考
。

契
丹
在
開
元
・
天
宝
間
、
使
朝
献
者
無
慮
二
十
。
故
事
、
以
范
陽
節

度
為
押
奚
契
丹
使
、
自
至
徳
後
、
藩
鎮
擅
地
務
自
安
、
鄣
戍
斥
候

益
謹
、
不
生
事
于
辺
、
奚
・
契
丹
亦
鮮
入
寇
、
歳
選
酋
豪
数
十
入
長

安
朝
会
、
毎
引
見
、
賜
与
有
秩
、
其
下
率
数
百
皆
駐
館
幽
州
。
至
徳
・

宝
応
時
再
朝
献
、
大
暦
中
十
三
、
貞
元
間
三
、
元
和
中
七
、
大
和
・

開
成
間
凡
四
、

遼史世表疏証
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に
よ
れ
ば
、
前
年
に
反
し
た
李
懐
秀
に
「
代
え
て
」
松
漠
都
督
に
任
じ
た
の
意
味
と
な
る
が
、
世
表
は
李
楷
落
を
最
後
に
松
漠
都
督
が
見
え
な
く

な
る
こ
と
を
根
拠
に
、
松
漠
都
督
の
「
代
わ
り
に
」
恭
仁
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
契
丹
王
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
釈
し
た
も
の
の
如

く
で
あ
る
。
開
元
四
年
、
李
失
活
が
松
漠
郡
王
に
冊
封
さ
れ
て
よ
り
、『
資
治
通
鑑
』
は
契
丹
の
君
長
を
「
契
丹
王
」
と
称
し
て
い
る（

（（
（

が
、
正
式

の
封
号
と
し
て
の
「
契
丹
王
」
は
確
認
で
き
な
い
。

　
　
（
13
）「
貞
元
四
年
、
犯
北
辺
、
幽
州
以
聞
」
は
、『
唐
会
要
』「
至
貞
元
四
年
、
復
犯
我
北
鄙
、
幽
州
以
聞
」
に
拠
る
。

（
14
）
契
丹
王
屈
戍　

武
宗
会
昌
二
年
授
雲
麾
将
軍
、是
為
耶
瀾
可
汗
。

幽
州
節
度
使
張
仲
武
奏
契
丹
旧
用
回
鶻
印
、
乞
賜

聖
造
、
詔
以
「
奉
国
契
丹
」
為
文
。
高
麗
古
今
録
作
屈
戌
。

（
15
）
契
丹
王
習
爾　

是
為
巴
剌
可
汗
。
咸
通
中
、
再
遣
使
貢
献
、
部

落
寖
強
。

（
16
）
契
丹
王
欽
徳　

習
爾
之
族
也
、
是
為
痕
徳

可
汗
。
光
啓
中
、

鈔
掠
奚
・
室
韋
諸
部
、
皆
役
服
之
、
数
与
劉
仁
恭

相
攻
。

晚
年
政
衰
。
八
部
大
人
、
法
常
三
歳
代
、
迭
剌
部
耶
律
阿
保
機
建

旗
鼓
、
自
為
一
部
、
不
肯
受
代
、
自
号
為
王
、
尽
有
契
丹
国
、
遙
輦

氏
遂
亡
。

会
昌
二
年
、
回
鶻
破
、
契
丹
酋
屈
戍
始
復
附
、
拝
雲
麾
将
軍
、
守
右

武
衛
将
軍
。
於
是
幽
州
節
度
使
張
仲
武
為
易
回
鶻
所
与
旧
印
、
賜
唐

新
印
、
曰
「
奉
国
契
丹
之
印
」。

咸
通
中
、
其
王
習
爾
之
再
遣
使
者
入
朝
、
部
落

寖
彊
。

習
爾
之
死
、
族
人
欽
徳
嗣
。
光
啓
時
、
方
天
下
盜
興
、
北
疆
多
故
、

乃
鈔
奚
・
室
韋
、
小
小
部
種
皆
役
服
之
、
因
入
寇
幽
・
薊
。
劉
仁
恭

窮
師
踰
摘
星
山
討
之
、
歳
燎
塞
下
草
、
使
不
得
留
牧
、
馬
多
死
、
契

丹
乃
乞
盟
、
献
良
馬
求
牧
地
、
仁
恭
許
之
。
復
敗
約
入
寇
、
劉
守
光

戍
平
州
、
契
丹
以
万
騎
入
、
守
光
偽
与
和
、
帳
飲
具
于
野
、
伏
発
、

禽
其
大
将
。
群
胡
慟
、
願
納
馬
五
千
以
贖
、
不
許
、
欽
徳
輸
重
賂
求

之
、
乃
与
盟
、
十
年
不
敢
近
辺
。

欽
徳
晚
節
政
不
競
、
其
八
部
大
人
法
常
三
歳
代
、
時
耶
律
阿
保
機
建

鼓
旗
為
一
部
、
不
肯
代
、
自
号
為
王
而
有
国
、
大
賀
氏

遂
亡
。
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（
14
）
は
、『
新
唐
書
』
の
「
回
鶻
破
、
契
丹
酋
屈
戍
始
復
附
」
を
削
除
す
る
。
突
厥
に
対
す
る
と
同
様
に
、
回
鶻
に
対
す
る
契
丹
の
従
属
を

も
可
能
な
限
り
記
述
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た　
（
16
）
は
、
契
丹
の
劉
仁
恭
・
劉
守
光
へ
の
敗
戦
を
記
述
し
な
い
。
同
様
の
忌
諱
は
こ
こ
ま
で
の

部
分
に
も
頻
見
す
る
。

　

つ
い
で
（
16
）
は
、「
大
賀
氏
滅
亡
」
を
「
遙
輦
氏
滅
亡
」
に
改
め
る
。
開
元
天
宝
年
間
に
大
賀
氏
か
ら
遙
輦
氏
へ
の
王
朝
交
代
を
想
定
す
る

世
表
の
改
変
は
当
然
と
し
て
、
大
賀
氏
滅
亡
を
遼
朝
成
立
の
時
点
に
お
く
こ
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
『
新
唐
書
』
独
自
の
記
述
で
あ
る
。
少
し
く
立

ち
入
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

遼
朝
成
立
直
前
の
契
丹
王
に
関
す
る
中
国
文
献
の
記
述
と
し
て
は
、
ま
ず
、『
荘
宗
列
伝
』（
天
成
二
年
［
九
二
七
］）

　
　

�　

荘
宗
列
伝
曰
、
咸
通
末
、
其
王
曰
習
爾
、
疆
士
稍
大
、
累
来
朝
貢
。
光
啓
中
、
其
王
曰
欽
徳
、
乗
中
原
多
故
、
北
辺
無
備
、
遂
蚕
食
諸
部
、

達
靼
・
奚
・
室
韋
之
属
、
咸
被
駆
役
。（『
資
治
通
鑑
考
異
』
開
平
元
年
）

　
　
　

薛
居
正
五
代
史
及
荘
宗
列
伝
皆
云
、
光
啓
中
、
守
光
禽
舍
利
王
子
、
其
王
欽
徳
以
重
賂
贖
之
。（
同
・
天
復
三
年
）

　
　

�　

荘
宗
列
伝
又
曰
、
及
欽
徳
政
衰
、
阿
保
機
族
盛
、
自
称
国
王
。
天
祐
二
年
、
大
寇
我
雲
中
。
太
祖
遣
使
連
和
、
因
与
之
面
会
於
雲
州
東
城
、

延
入
帳
中
、
約
為
兄
弟
、
謂
曰
、
唐
室
為
賊
臣
所

、
吾
以
今
冬
大
挙
、
弟
助
我
精
騎
二
万
、
同
收
汴
・
洛
。
保
機
許
諾
。
保
機
既
還
、
欽

徳
以
国
事
伝
之
。（
同
・
開
平
元
年
）

が
あ
る
。
習
爾
・
欽
徳
の
名
を
伝
え
る
が
、
そ
の
姓
や
王
位
継
承
の
あ
り
か
た
に
は
何
ら
言
及
し
な
い
。

（
14
）
契
丹
王
屈
戍　

武
宗
会
昌
二
年
授
雲
麾
将
軍
、是
為
耶
瀾
可
汗
。

幽
州
節
度
使
張
仲
武
奏
契
丹
旧
用
回
鶻
印
、
乞
賜

聖
造
、
詔
以
「
奉
国
契
丹
」
為
文
。
高
麗
古
今
録
作
屈
戌
。

（
15
）
契
丹
王
習
爾　

是
為
巴
剌
可
汗
。
咸
通
中
、
再
遣
使
貢
献
、
部

落
寖
強
。

（
16
）
契
丹
王
欽
徳　

習
爾
之
族
也
、
是
為
痕
徳

可
汗
。
光
啓
中
、

鈔
掠
奚
・
室
韋
諸
部
、
皆
役
服
之
、
数
与
劉
仁
恭

相
攻
。

晚
年
政
衰
。
八
部
大
人
、
法
常
三
歳
代
、
迭
剌
部
耶
律
阿
保
機
建

旗
鼓
、
自
為
一
部
、
不
肯
受
代
、
自
号
為
王
、
尽
有
契
丹
国
、
遙
輦

氏
遂
亡
。

会
昌
二
年
、
回
鶻
破
、
契
丹
酋
屈
戍
始
復
附
、
拝
雲
麾
将
軍
、
守
右

武
衛
将
軍
。
於
是
幽
州
節
度
使
張
仲
武
為
易
回
鶻
所
与
旧
印
、
賜
唐

新
印
、
曰
「
奉
国
契
丹
之
印
」。

咸
通
中
、
其
王
習
爾
之
再
遣
使
者
入
朝
、
部
落

寖
彊
。

習
爾
之
死
、
族
人
欽
徳
嗣
。
光
啓
時
、
方
天
下
盜
興
、
北
疆
多
故
、

乃
鈔
奚
・
室
韋
、
小
小
部
種
皆
役
服
之
、
因
入
寇
幽
・
薊
。
劉
仁
恭

窮
師
踰
摘
星
山
討
之
、
歳
燎
塞
下
草
、
使
不
得
留
牧
、
馬
多
死
、
契

丹
乃
乞
盟
、
献
良
馬
求
牧
地
、
仁
恭
許
之
。
復
敗
約
入
寇
、
劉
守
光

戍
平
州
、
契
丹
以
万
騎
入
、
守
光
偽
与
和
、
帳
飲
具
于
野
、
伏
発
、

禽
其
大
将
。
群
胡
慟
、
願
納
馬
五
千
以
贖
、
不
許
、
欽
徳
輸
重
賂
求

之
、
乃
与
盟
、
十
年
不
敢
近
辺
。

欽
徳
晚
節
政
不
競
、
其
八
部
大
人
法
常
三
歳
代
、
時
耶
律
阿
保
機
建

鼓
旗
為
一
部
、
不
肯
代
、
自
号
為
王
而
有
国
、
大
賀
氏

遂
亡
。
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唐
代
契
丹
の
君
長
の
姓
に
最
初
に
言
及
す
る
中
国
文
献
は
、『
旧
唐
書
』
契
丹
伝
（
開
運
二
年
［
九
四
五
］）

　
　

其
君
長
姓
大
賀
氏
。
勝
兵
四
万
三
千
人
、
分
為
八
部
、
若
有
徴
発
、
諸
部
皆
須
議
合
、
不
得
独
挙
。
猟
則
別
部
、
戦
則
同
行
。

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
漢
高
祖
実
録
』（
乾
祐
二
年
［
九
四
九
］）

　
　

�　

蘇
逢
吉
漢
高
祖
実
録
曰
、
契
丹
本
姓
大
賀
氏
、
後
分
八
族
、
一
曰
利
皆
邸
、
二
曰
乙
失
活
邸
、
三
曰
実
活
邸
、
四
曰
納
尾
邸
、
五
曰
頻
没

邸
、
六
曰
内
会
雞
邸
、
七
曰
集
解
邸
、
八
曰
奚
嗢
邸
。
管
縣
四
十
一
、
縣
有
令
。
八
族
之
長
、
皆
号
大
人
、
称
刺
史
、
常
推
一
人
為
王
、
建

旗
鼓
以
尊
之
。
毎
三
年
、
第
其
名
以
相
代
。（『
資
治
通
鑑
考
異
』
開
平
元
年
）

　
　

�　

漢
高
祖
実
録
・
唐
餘
録
皆
曰
、僖
・
昭
之
際
、其
王
邪
律
阿
保
機
怙
強
恃
勇
、距
諸
族
不
受
代
、自
号
天
皇
王
。
後
諸
族
邀
之
、請
用
旧
制
。

保
機
不
得
已
、
伝
旗
鼓
、
且
曰
、
我
為
長
九
年
、
所
得
漢
人
頗
衆
、
欲
以
古
漢
城
領
本
族
、
率
漢
人
守
之
、
自
為
一
部
。
諸
族
諾
之
。
俄
設

策
復
併
諸
族
、
僣
称
皇
帝
、
土
地
日
広
。
大
順
中
、
後
唐
武
皇
遣
使
与
之
連
和
、
大
会
於
雲
州
東
城
、
延
之
帳
中
、
約
為
昆
弟
。（
同
上
）

は
、『
旧
唐
書
』
の
「
分
為
八
部
」
に
拠
り
つ
つ
、「
後
」
の
一
字
を
加
え
、
大
賀
氏
→
八
部
大
人
三
年
迭
立
制
と
い
う
契
丹
王
位
継
承
法（

（（
（

の
変
更

を
主
張
し
、
こ
れ
が
以
後
の
中
国
文
献
の
記
述
に
支
配
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、『
五
代
会
要
』（
建
隆
二
年
［
九
六
一
］）

　
　

�

其
族
本
姓
大
賀
氏
、
後
分
八
族
。
一
曰
旦
利
皆
部
、
二
曰
乙
室
活
部
、
三
曰
実
活
部
、
四
曰
納
尾
部
、
五
曰
頻
没
部
、
六
曰
内
会
雞
部
、
七

曰
集
解
部
、
八
曰
奚
嗢
部
。
管
縣
四
十
一
、
部
有
刺
史
、
縣
有
令
。
酋
長
号
契
丹
王
。
唐
制
、
兼
松
漠
府
都
督
、
幽
州
置
松
漠
府
長
史
一
人

監
之
。
其
後
諸
姓
不
常
。
唐
会
昌
中
、幽
州
節
度
使
張
仲
武
表
其
王
屈
戍
、請
賜
印
篆
奉
国
契
丹
之
印
。
朝
廷
従
之
。
其
八
族
長
皆
号
曰
大
人
、

称
刺
史
、
内
推
一
人
為
王
、
建
旗
鼓
以
尊
之
。
毎
三
年
、
第
其
名
以
代
之
。
唐
末
有
邪
律
阿
保
機
者
、
怙
強
恃
勇
、
不
受
諸
族
之
代
、
呑
侵

隣
部
、
兵
力
漸
盛
。
嘗
与
後
唐
太
祖
会
盟
於
雲
中
、
結
為
兄
弟
。
其
後
僣
称
帝
号
、
以
妻
述
律
氏
為
皇
后
、
燕
人
韓
延
徽
為
宰
相
、
法
令
厳

明
、
諸
部
皆
畏
伏
之
。

は
、「
其
後
諸
姓
不
常
」
の
一
句
を
加
え
て
『
漢
高
祖
実
録
』
の
言
説
を
補
強
す
る
。『
旧
五
代
史
』（
開
宝
七
年
［
九
七
四
］）
は
基
本
的
に
は
『
荘
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宗
列
伝
』
に
拠
る
が
、

　
　

�
先
是
、
契
丹
之
先
大
賀
氏
有
勝
兵
四
万
、
分
為
八
部
、
毎
部
皆
号
大
人
、
内
推
一
人
為
主
、
建
旗
鼓
以
尊
之
、
毎
三
年
第
其
名
以
代
之
。
及

阿
保
機
為
主
、
乃
怙
強
恃
勇
、
不
受
諸
族
之
代
、
遂
自
称
国
王
。

の
一
節
は
、『
漢
高
祖
実
録
』
の
説
を
採
用
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
慶
暦
元
年
（
一
〇
四
一
）
に
、
遼
朝
の
史
官
で
あ
っ
た
（
上
掲
『
東
斎
記
事
』）
趙
至
忠
（
趙
志
忠
）
が
北
宋
に
帰
順
し（

（（
（

、
遼
朝
に

伝
承
さ
れ
た
情
報
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
著
作
『
虜
庭
雑
記
』

　
　

�

趙
志
忠
虜
庭
雑
紀
云
、
太
祖
諱
億
、
番
名
阿
保
謹
、
又
諱
斡
里
。
太
祖
生
而
智
、
八
部
落
主
愛
其
雄
勇
、
遂
退
其
旧
主
阿
輦
氏
帰
本
部
、
立

太
祖
為
王
。
又
云
、
凡
立
王
、
則
衆
部
酋
長
皆
集
会
議
、
其
有
徳
行
功
業
者
立
之
。
或
災
害
不
生
、
群
牧
孳
盛
、
人
民
安
堵
、
則
王
更
不
替

代
、
苟
不
然
、
其
諸
酋
会
衆
部
別
選
一
名
為
王
。
故
王
以
番
法
、
亦
甘
心
退
焉
、
不
為
衆
所
害
。（『
資
治
通
鑑
考
異
』
開
平
元
年
）

に
は
、「
八
部
落
主
」「
衆
部
酋
長
」
に
よ
る
王
の
選
任
が
見
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
太
祖
即
位
以
前
に
「
旧
主
阿
輦
氏
」
す
な
わ
ち
『
遼
史
』

の
遙
輦
氏
の
存
在
を
伝
え
る
。「
阿
輦
氏
」
と
い
う
表
現
は
、
そ
の
「
氏
」
の
成
員
が
王
位
を
独
占
す
る
王
朝
の
存
在
を
示
唆
す
る
。『
遼
史
』
礼

志
／
柴
冊
儀
に

　
　

�

皇
帝
入
再
生
室
、
行
再
生
儀
畢
、
八
部
之
叟
前
導
後
扈
、
左
右
扶
翼
皇
帝
冊
殿
之
東
北
隅
。
…
皇
帝
遣
使
敕
曰
、
先
帝
升
遐
、
有
伯
叔
父
兄

在
、
当
選
賢
者
。
沖
人
不
徳
、
何
以
為
謀
。

と
あ
る
。
こ
ち
ら
で
も
皇
帝
は
「
伯
叔
父
兄
」
か
ら
の
選
任
を
命
じ
て
お
り
、
同
様
に
選
出
の
対
象
が
耶
律
氏
成
員
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。『
遼
史
』
礼
志
「
阻
午
可
汗
制
柴
冊
・
再
生
儀
」
に
よ
れ
ば
、
柴
冊
儀
は
遙
輦
可
汗
の
第
二
で
実
質
的
な
建
国
者
と
い
う
べ
き
阻

午
可
汗
が
制
定
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
八
部
大
人
に
よ
る
王
の
選
任
が
、
遙
輦
王
朝
を
一
貫
す
る
王
位
継
承
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
。『
漢
高
祖
実
録
』
の
八
部
大
人
迭
立
と
は
、
こ
れ
を
誤
解
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

遼史世表疏証
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『
新
五
代
史
』
契
丹
伝
（
皇
祐
五
年
［
一
〇
五
三
］）

    �
①
其
部
族
之
大
者
曰
大
賀
氏
、
後
分
為
八
部
、
其
一
曰
伹
皆
利
部
、
二
曰
乙
室
活
部
、
三
曰
実
活
部
、
四
曰
納
尾
部
、
五
曰
頻
没
部
、
六
曰

内
会
雞
部
、
七
曰
集
解
部
、
八
曰
奚
嗢
部
。
部
之
長
号
大
人
、
而
常
推
一
大
人
建
旗
鼓
以
統
八
部
。
至
其
歳
久
、
或
其
国
有
災
疾
而
畜
牧
衰
、

則
八
部
聚
議
、
以
旗
鼓
立
其
次
而
代
之
。
被
代
者
以
為
約
本
如
此
、
不
敢
争
。
某
部
大
人
遙
輦
次
立
、
②
時
劉
仁
恭
拠
有
幽
州
、
数
出
兵
摘

星
嶺
攻
之
、
毎
歳
秋
霜
落
、
則
焼
其
野
草
、
契
丹
馬
多
飢
死
、
即
以
良
馬
賂
仁
恭
求
市
牧
地
、
請
聴
盟
約
甚
謹
。
③
八
部
之
人
以
為
遙
輦
不

任
事
、
選
於
其
衆
、
以
阿
保
機
代
之
。

の
②
は
『
旧
五
代
史
』
契
丹
伝
に
見
え
、
遡
っ
て
『
荘
宗
列
伝
』
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
①
③
は
基
本
的
に
『
漢
高
祖
実
録
』
に
拠

る
。
た
だ
し
、三
年
ご
と
の
定
期
的
交
代
を
「
至
其
歳
久
、或
其
国
有
災
疾
而
畜
牧
衰
」
に
改
め
て
お
り
、表
現
の
共
有
な
ど
か
ら
、『
虜
庭
雑
記
』

を
参
照
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
阿
輦
」
で
は
な
く
、『
遼
史
』
と
同
様
の
「
遙
輦
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
は
、『
新
五
代
史
』
が
『
虜

庭
雑
記
』
以
外
に
も
、
遼
朝
か
ら
の
情
報
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
問
題
は
、
こ
れ
を
「
某
部
大
人
」
す
な
わ
ち
個
人
名
と
解
し
て
、

遙
輦
氏
の
存
在
を
認
め
な
い
こ
と
で
、『
虜
庭
雑
記
』
な
ど
の
新
資
料
を
参
照
し
つ
つ
も
、『
漢
高
祖
実
録
』
に
基
本
的
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

す
で
に
百
年
に
わ
た
っ
て
語
り
継
が
れ
た
言
説
の
拘
束
力
の
強
さ
を
知
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、『
新
唐
書
』
契
丹
伝
（
嘉
祐
五
年
［
一
〇
六
〇
］）
は
、

　
　

欽
徳
晚
節
政
不
競
、
其
八
部
大
人
法
常
三
歳
代
、
時
耶
律
阿
保
機
建
鼓
旗
為
一
部
、
不
肯
代
、
自
号
為
王
而
有
国
、
大
賀
氏
遂
亡
。

の
部
分
に
お
い
て
、『
漢
高
祖
実
録
』
の
表
現
を
用
い
る
が
、
八
部
大
人
が
三
年
交
代
で
王
位
に
就
く
と
い
う
記
述
を
、
八
部
大
人
そ
の
も
の
の

地
位
に
関
わ
る
記
述
に
改
め
る
。
そ
れ
ま
で
の
中
国
文
献
に
一
貫
し
た
言
説
と
の
決
定
的
な
断
絶
が
認
め
ら
れ
、
遼
朝
か
ら
獲
得
さ
れ
た
情
報
に

従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
『
遼
史
』
皇
子
表
に
、
太
祖
の
伯
祖
・
帖
剌
に
つ
い
て
「
九
任
迭
剌
部
夷
離
菫
」、
伯
父
・
厳
木
に
つ
い
て
「
三
為
迭
剌
部
夷
離
菫
」
と
見
え
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る
。「
九
」「
三
」
は
一
定
の
任
期
を
示
唆
す
る
の
で
あ
り
、
三
年
交
代
と
は
実
は
契
丹
王
で
は
な
く
、
迭
剌
部
夷
離
菫
に
関
す
る
伝
承
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
迭
剌
部
夷
離
菫
就
任
に
際
し
て
は
、
王
と
同
じ
く
柴
冊
・
再
生
儀
が
行
わ
れ
た（

（（
（

。『
漢
高
祖
実
録
』
の
王
の
三
年
交
代
と
は
、

迭
剌
部
夷
離
菫
の
任
期
制
を
そ
の
よ
う
に
誤
解
し
た
も
の
と
な
ろ
う（

（（
（

。
こ
こ
で
詳
細
に
立
ち
入
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
同
じ
く
『
漢
高
祖
実

録
』
に
初
見
す
る
太
祖
の
八
部
大
人
平
定
と
は
、
遙
輦
可
汗
の
時
代
に
お
け
る
耶
律
氏
の
内
紛
、
お
よ
び
九
〇
七
年
に
お
け
る
太
祖
即
位
後
の
内

紛
を
、
そ
の
よ
う
に
説
話
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
新
唐
書
』
は
な
お
『
漢
高
祖
実
録
』
の
表
現
を
用
い
て
は
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、
太
祖
即
位
直
前
の
契
丹
王
位
が
八
部
大
人
迭
立
制
で
は

な
い
と
い
う
理
解
に
は
到
達
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
『
新
唐
書
』
の
最
も
直
接
的
な
藍
本
で
あ
る
『
旧
唐
書
』
は
、
大
賀
氏
の
衰
退
を
い
わ
ず
、

そ
こ
で
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
大
賀
氏
を
遼
朝
に
直
接
先
行
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
如
く
世
表
は
、
開
元
天
宝
年
間
の
屈
列
・
李
懐
秀
を
洼
可
汗
・
阻
午
可
汗
に
、『
新
唐
書
』
契
丹
伝
の
屈
戍
・
習
爾
之
・
欽
徳
を
耶
瀾

可
汗
・
巴
剌
可
汗
・
痕
徳
菫
可
汗
に
比
定
し
て
い
る
。
世
表
序
文
第
四
段

　
　

�

名
随
代
遷
、
字
伝
音
転
、
此
其
言
語
文
字
之
相
通
、
可
考
而
知
者
也
。
其
所
不
可
知
者
、
有
若
奇
首
可
汗
・
胡
剌
可
汗
・
蘇
可
汗
・
［
鮮
質

可
汗
・
］
昭
古
可
汗
、
皆
遼
之
先
、
而
世
次
不
可
考
矣
。
摭
其
可
知
者
、
作
遼
世
表
。

を
、『
遼
史
』
百
官
志

　
　

�

遙
輦
九
帳
大
常
袞
司
。
掌
遙
輦
洼
可
汗
・
阻
午
可
汗
・
胡
剌
可
汗
・
蘇
可
汗
・
鮮
質
可
汗
・
昭
古
可
汗
・
耶
瀾
可
汗
・
巴
剌
可
汗
・
痕
徳
菫

可
汗
九
世
宮
分
之
事
。

に
比
較
す
れ
ば
、
世
表
の
現
行
本
が
鮮
質
可
汗
を
脱
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

　

屈
戍
は
『
旧
唐
書
』
契
丹
伝

　
　

�

会
昌
二
年
九
月
、
制
、
契
丹
新
立
王
屈
戍
、
可
雲
麾
将
軍
、
守
右
武
衛
将
軍
員
外
置
同
正
員
。
幽
州
節
度
使
張
仲
武
上
言
、
屈
戍
等
云
、
契
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丹
旧
用
迴
紇
印
、
今
懇
請
聞
奏
、
乞
国
家
賜
印
。
許
之
、
以
奉
国
契
丹
之
印
為
文
。

に
見
え
、習
爾
之
・
欽
徳
は
『
荘
宗
列
伝
』（
天
成
二
年
［
九
二
七
］）
の
上
掲
部
分
に
初
見
す
る
も
の
が
、『
旧
五
代
史
』（
開
宝
七
年
［
九
七
四
］）

契
丹
伝

　
　

�

唐
咸
通
末
、
其
王
曰
習
爾
之
、
疆
土
稍
大
、
累
来
朝
貢
。
光
啓
中
、
其
王
欽
徳
者
、
乗
中
原
多
故
、
北
辺
無
備
、
遂
蚕
食
諸
郡
、
達
靼
・
奚
・

室
韋
之
属
、
咸
被
駆
役
、
族
帳
寖
盛
、
有
時
入
寇
。
劉
仁
恭
鎮
幽
州
、
素
知
契
丹
軍
情
偽
、
選
将
練
兵
、
乗
秋
深
入
、
踰
摘
星
嶺
討
之
、
霜

降
秋
暮
、
即
燔
塞
下
野
草
以
困
之
、
馬
多
飢
死
、
即
以
良
馬
賂
仁
恭
、
以
市
牧
地
。
仁
恭
季
年
荒
恣
、
出
居
大
安
山
、
契
丹
背
盟
、
数
来
寇

鈔
。
時
劉
守
光
戍
平
州
、
契
丹
舍
利
王
子
率
万
騎
攻
之
、
守
光
偽
与
之
和
、
張
幄
幕
於
城
外
以
享
之
、
部
族
就
席
、
伏
甲
起
、
擒
舍
利
王
子

入
城
。
部
族
聚
哭
、
請
納
馬
五
千
以
贖
之
、
不
許
、
欽
徳
乞
盟
納
賂
以
求
之
、
自
是
十
餘
年
不
能
犯
塞
。
及
欽
徳
政
衰
、
有
別
部
長
耶
律
阿

保
機
、
最
推
雄
勁
、
族
帳
漸
盛
、
遂
代
欽
徳
為
主
。
先
是
、
契
丹
之
先
大
賀
氏
有
勝
兵
四
万
、
分
為
八
部
、
毎
部
皆
号
大
人
、
内
推
一
人
為

主
、
建
旗
鼓
以
尊
之
、
毎
三
年
第
其
名
以
代
之
。
及
阿
保
機
為
主
、
乃
怙
強
恃
勇
、
不
受
諸
族
之
代
、
遂
自
称
国
王
。
天
祐
四
年
、
大
寇
雲

中
、
後
唐
武
皇
遣
使
連
和
、
因
与
之
面
会
於
雲
中
東
城
、
大
具
享
礼
、
延
入
帳
中
、
約
為
兄
弟
、
謂
之
曰
、
唐
室
為
賊
所

、
吾
欲
今
冬
大

挙
、
弟
可
以
精
騎
二
万
、
同
收
汴
・
洛
。
阿
保
機
許
之
、
賜
与
甚
厚
、
留
馬
三
千
匹
以
答
貺
。
左
右
咸
勸
武
皇
可
乗
間
擄
之
、
武
皇
曰
、
逆

賊
未
殄
、
不
可
失
信
於
部
落
、
自
亡
之
道
也
。
乃
尽
礼
遣
之
。

に
引
用
さ
れ
、『
新
唐
書
』
契
丹
伝
は
『
旧
唐
書
』『
旧
五
代
史
』
に
拠
る
。

　

痕
徳
菫
可
汗
を
欽
徳
に
比
定
す
る
こ
と
は
、
と
も
に
太
祖
の
直
前
の
王
で
あ
り
、
加
え
て
両
者
が
同
音
異
訳
の
関
係
に
あ
る
─
─
「
欽
徳
」
は

よ
り
不
完
全
な
音
訳
で
あ
る
─
─
こ
と
か
ら
問
題
な
い
。
と
こ
ろ
が
、習
爾
之
は
、巴
剌
と
は
似
て
も
似
つ
か
ず
、む
し
ろ
九
世
可
汗
第
五
の
「
鮮

質
」
の
同
音
異
訳
と
な
る（

（（
（

。
世
表
が
巴
剌
可
汗
に
比
定
し
た
の
は
、『
新
唐
書
』
に
見
え
る
三
人
の
契
丹
王
を
連
続
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
に

九
世
可
汗
の
最
後
の
三
人
を
機
械
的
に
割
り
当
て
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
鮮
質
可
汗
の
事
跡
と
し
て
、『
遼
史
』
営
衛
志
／
遼
太
祖
二
十
部
／
奚
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王
府
六
部
五
帳
分
に
、

　
　

�
其
先
曰
時
瑟
、
事
東
遙
里
十
帳
部
主
哲
里
。
後
逐
哲
里
、
自
立
為
奚
王
。
卒
、
弟
吐
勒
斯
立
。
遙
輦
鮮
質
可
汗
討
之
、
俘
其
拒
敵
者
七
百
戸
、

摭
其
降
者
。
以
時
瑟
鄰
睦
之
故
、
止
俘
部
曲
之
半
、
餘
悉
留
焉
。
奚
勢
由
是
衰
矣
。
初
為
五
部
：
曰
遙
里
、
曰
伯
徳
、
曰
奥
里
、
曰
梅
只
、

曰
楚
里
。
太
祖
尽
降
之
、
号
五
部
奚
。

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
奚
王
・
吐
勒
斯
は
、『
新
唐
書
』
奚
伝

　
　

�

咸
通
九
年
、
其
王
突
董
蘇
使
大
都
督
薩
葛
入
朝
。
是
後
契
丹
方
彊
、
奚
不
敢
亢
、
而
挙
部
役
属
。
虜
政
苛
、
奚
怨
之
、
其
酋
去
諸
引
別
部
内

附
、
保

州
北
山
、
遂
為
東
・
西
奚
。

の
突
董
蘇
の
同
音
異
訳
と
な
る
。「
咸
通
末
」（
十
五
年
［
八
七
四
］）
に
唐
に
朝
貢
し
た
習
爾
之
は
、
鮮
質
可
汗
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（（
（

。
ま
た
、
鮮

質
可
汗
の
子
、
耶
律
敵
剌
は
太
祖
に
事
え
て
そ
の
在
位
中
に
卒
し
て
い
る（

（（
（

の
で
太
祖
と
同
世
代
、
従
っ
て
、
鮮
質
可
汗
は
太
祖
の
父
輩
と
推
定
さ

れ
る（

（（
（

。『
遼
史
』
百
官
志
は
、
鮮
質
可
汗
の
あ
と
、
昭
古
可
汗
・
耶
瀾
可
汗
・
巴
剌
可
汗
・
痕
徳
菫
可
汗
の
四
人
を
並
べ
て
い
る
。
積
極
的
な
反

証
が
な
い
限
り
、
百
官
志
の
順
番
は
時
代
順
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る（

（（
（

。『
新
唐
書
』
契
丹
伝
は
、「
習
爾
之
死
、
族
人
欽
徳
嗣
」
と
、
習
爾
之
・
欽

徳
が
連
続
す
る
よ
う
に
記
す
が
、
そ
の
藍
本
で
あ
る
『
旧
五
代
史
』
契
丹
伝
に
は
、

　
　

唐
咸
通
末
、
其
王
曰
習
爾
之
、
疆
土
稍
大
、
累
来
朝
貢
。
光
啓
中
、
其
王
欽
徳
者
、
…

と
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、『
新
唐
書
』
の
記
述
は
根
拠
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

耶
瀾
可
汗
の
年
代
に
つ
い
て
、『
遼
史
』兵
衛
志
は
、「
辛
酉
」歳（
光
化
四
年
／
天
復
元
年［
九
〇
一
］）を「
遙
輦
耶
瀾
可
汗
十
年
」と
す
る
。『
遼

史
』
太
祖
紀
に
よ
れ
ば
同
年
に
痕
徳
菫
可
汗
が
立
っ
て
い
る
。
次
表
に
よ
れ
ば
、
太
祖
紀
・
兵
衛
志
が
同
じ
原
資
料
に
基
づ
く
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
兵
衛
志
の
方
は
痕
徳
菫
可
汗
の
存
在
を
逸
失
し
、
耶
瀾
可
汗
の
紀
年
を
十
五
年
（
九
〇
六
）
ま
で
続
け
る
と
い
う
失
態
を
呈
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
、辛
酉
歳
を
耶
瀾
可
汗
十
年
と
す
る
こ
と
自
体
を
積
極
的
に
否
定
す
る
材
料
は
な
い
。耶
瀾
可
汗
元
年
は
、景
福
元
年
（
八
九
二
）
と
な
る
。
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『
遼
史
』
太
祖
紀
は
、
痕
徳
菫
可
汗
の
即
位
に
つ
き
、「
唐
天
復
元
年
、
歳
辛
酉
、
痕
德
菫
可
汗
立
」
と
記
す
。
上
掲
の
『
荘
宗
列
伝
』
に
は
、

太
祖
紀

兵
衛
志

唐
天
復
元
年
、
歳
辛
酉
、
痕
徳
菫
可
汗
立
、
以
太
祖
為
本
部
夷
離
菫
、

専
征
討
、
連
破
室
韋
・
于
厥
及
奚
帥
轄
剌
哥
、
俘
獲
甚
衆
。
冬
十
月
、

授
大
迭
烈
府
夷
離
菫
。

明
年
秋
七
月
、
以
兵
四
十
万
伐
河
東
代
北
、
攻
下
九
郡
、
獲
生
口
九
万

五
千
、
駝
・
馬
・
牛
・
羊
不
可
勝
紀
。
九
月
、
城
龍
化
州
于
潢
河
之
南
、

始
建
開
教
寺
。

明
年
春
、
伐
女
直
、
下
之
、
獲
其
戸
三
百
。
九
月
、
復
攻
下
河
東
懐
遠

等
軍
。
冬
十
月
、
引
軍
略
至
薊
北
、
俘
獲
以
還
。
先
是
徳
祖
俘
奚
七
千

戸
、
徙
饒
楽
之
清
河
、
至
是
創
為
奚
迭
剌
部
、
分
十
三
縣
。
遂
拝
太
祖

于
越
、
総
知
軍
国
事
。
…

明
年
二
月
、
復
撃
劉
仁
恭
。
還
、
襲
山
北
奚
、
破
之
。
汴
州
朱
全
忠
遣

人
浮
海
奉
書
幣
・
衣
帯
・
珍
玩
来
聘
。
十
一
月
、
遣
偏
師
討
奚
・

諸

部
及
東
北
女
直
之
未
附
者
、
悉
破
降
之
。
十
二
月
、

痕
徳
菫
可
汗
殂
、
群
臣
奉
遺
命
請
立
太
祖
。
曷
魯
等
勧
進
。
太
祖
三
讓
、

従
之
。

遙
輦
耶
瀾
可
汗
十
年
、
歳
在
辛
酉
、
太
祖
授
鉞

専
征
、
破
室
韋
・
于
厥
・
奚
三
国
、
俘
獲
廬
帳
、
不
可
勝
紀
。
十
月
、

授
大
迭
烈
府
夷
離
菫
、
明
賞
罰
、
繕
甲
兵
、
休
息
民
庶
、
滋
蕃
群
牧
、

務
在
戢
兵
。

十
一
年
、
総
兵
四
十
万
伐
代
北
、
克
郡
縣
九
、
俘
九
万

五
千
口
。

十
二
年
、

徳
祖
討
奚
、
俘
七
千 

戸
。

十
五
年
、

遙
輦
可
汗
卒
、
遺
命
遜
位
于
太
祖
。
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「
光
啓
中
、
守
光
禽
舍
利
王
子
、
其
王
欽
徳
以
重
賂
贖
之
」
と
あ
り
、『
旧
五
代
史
』
契
丹
伝
・
『
新
唐
書
』
契
丹
伝
も
こ
れ
に
拠
る
が
、
劉
守
光

の
父
、劉
仁
恭
が
幽
州
節
度
使
に
就
任
し
た
の
は
、乾
寧
二
年
（
八
九
五
）
の
こ
と
で
あ
り（

（（
（

、「
光
啓
（
八
八
五
～
八
八
八
）」
は
「
光
化
（
八
九
八

～
九
〇
一
）」
の
む
し
ろ
単
純
な
誤
記
と
な
る
。
光
化
四
年
が
四
月
に
改
元
し
て
天
復
元
年
と
な
る
。
耶
瀾
可
汗
十
年
が
痕
徳
菫
可
汗
元
年
と
な

る
が
、
耶
瀾
可
汗
・
痕
徳
菫
可
汗
の
間
に
は
さ
ら
に
巴
剌
可
汗
が
あ
り
、
同
じ
年
に
耶
瀾
可
汗
・
巴
剌
可
汗
が
卒
し
、
痕
徳
菫
可
汗
が
立
っ
た
こ

と
に
な
る
。
痕
徳
菫
可
汗
の
即
位
は
、
光
化
四
年
の
改
元
以
前
で
、
こ
れ
が
中
国
に
伝
わ
っ
た
の
ち
に
「
光
啓
」
と
誤
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
契
丹
に
お
い
て
本
来
、
中
国
年
号
を
用
い
ず
に
「
辛
酉
歳
」
と
の
み
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
兵
衛
志
「
遙
輦
耶
瀾
可
汗
十
年
、
歳
在
辛
酉
」

に
窺
わ
れ
る
。
太
祖
紀
の
「
唐
天
復
元
年
」
は
、
そ
の
編
纂
の
段
階
で
補
わ
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。

  

以
上
を
整
理
す
る
と
、
鮮
質
可
汗
か
ら
痕
徳
菫
可
汗
の
五
世
に
つ
い
て
、
鮮
質
可
汗
（
？
～
八
七
四
～
？
）
・
昭
古
可
汗
（
？
～
八
九
二
）
・

耶
瀾
可
汗
（
八
九
二
～
九
〇
一
）
・
巴
剌
可
汗
（
九
〇
一
）
・
痕
徳
菫
可
汗
（
九
〇
一
～
九
〇
六
）
と
い
う
在
位
年
代
を
獲
得
す
る
。
昭
古
可
汗

か
ら
痕
徳
菫
可
汗
ま
で
の
四
世
で
、
最
大
限
で
も
八
七
四
～
九
〇
六
年
の
三
三
年
、
ご
く
短
期
間
の
巴
剌
可
汗
を
除
け
ば
、
一
代
平
均
一
一
年
と

な
る
。
平
均
在
位
年
数
の
短
さ
は
、
遙
輦
氏
の
王
位
継
承
が
父
子
相
続
を
基
調
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
王
位
が
終
身
で
は
な

く
、
八
部
大
人
の
選
任
に
よ
っ
て
比
較
的
短
期
間
に
交
代
す
る
と
い
う
王
位
継
承
の
あ
り
か
た
を
傍
証
す
る
も
の
と
な
る
。

  

一
方
で
、
鮮
質
可
汗
以
降
の
五
世
が
、
ご
く
短
期
間
の
在
位
が
推
定
さ
れ
る
巴
剌
可
汗
を
も
含
む
と
い
う
事
実
は
、「
九
世
」
が
実
在
し
た
全

て
の
遙
輦
可
汗
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。『
遼
史
』
蕭
韓
家
奴
伝
「
臣
聞
先
世
遙
輦
可
汗
洼
之
後
、
国
祚
中
絶
」
を
考
慮
す
れ
ば
、
洼
可
汗

と
阻
午
可
汗
の
間
に
は
空
位
期
間
が
あ
っ
た
模
様
だ
が
、
阻
午
可
汗
・
胡
剌
可
汗
・
蘇
可
汗
・
鮮
質
可
汗
の
四
世
に
つ
い
て
、
昭
古
可
汗
以
降

の
平
均
在
位
年
数
一
一
年
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
年
数
は
四
〇
年
程
度
と
な
り
、
鮮
質
可
汗
の
在
位
が
確
言
で
き
る
「
咸
通
末
」（
十
五
年

［
八
七
四
］）
か
ら
遡
れ
ば
阻
午
可
汗
元
年
は
八
三
五
年
前
後
と
な
る
。
鮮
質
可
汗
・
昭
古
可
汗
の
間
に
お
け
る
王
位
継
承
法
の
極
端
な
変
更
を
想

定
し
な
い
限
り
、
こ
の
平
均
在
位
年
数
の
適
用
は
有
効
で
あ
る
。
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世
表
に
見
え
る
阻
午
可
汗
の
名
「
迪
輦
組
（
俎
）
里
」
の
「
組
（
俎
）
里
」
は
上
掲
『
遼
史
』
営
衛
志
／
遼
太
祖
二
十
部
／
奚
王
府
六
部
五
帳

分
の
「
哲
里
」
の
同
音
異
訳
と
な
り
、「
遙
里
」
は
「
遙
輦
」
の
語
尾
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
鮮
質
可
汗

の
吐
勒
思
撃
破
を
咸
通
九
年
（
八
六
八
）
～
十
五
年
（
八
七
四
）
の
間
と
し
て
、
吐
勒
思
の
兄
で
あ
る
時
瑟
の
初
年
ま
で
三
〇
～
四
〇
年
程
度
見

込
む
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
哲
里
は
阻
午
可
汗
と
年
代
的
に
重
な
り
う
る
。
哲
里
は
、『
遼
史
』
の
編
者
が
そ
れ
と
知
ら
ず
に
阻
午
可
汗

の
原
型
を
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

  

安
史
の
乱
の
の
ち
、
契
丹
は
回
鶻
に
従
属
し
て
い
た
が
、
大
和
六
年
（
八
三
二
）
の
可
汗
弑
殺
を
契
機
に
回
鶻
は
解
体
に
向
か
い
、
会
昌
二
年

（
八
四
二
）、
契
丹
王
屈
戍
は
、
回
鶻
よ
り
離
脱
し
て
唐
に
帰
順
す
る
。
遙
輦
王
朝
は
、
開
元
天
宝
の
際
で
は
な
く
、
回
鶻
か
ら
の
独
立
を
契
機
に

成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
阻
午
可
汗
は
そ
の
建
国
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

阻
午
可
汗
の
事
績
と
し
て
検
討
す
べ
き
は
、『
遼
史
』
営
衛
志
に
見
え
る
「
遙
輦
阻
午
可
汗
二
十
部（

（（
（

」
で
あ
る
。
営
衛
志
は
「
旧
史
有
部
族
志
」

と
述
べ
、

　
　

旧
志
曰
、
契
丹
之
初
、
草
居
野
次
、
靡
有
定
所
。
至
涅
里
始
制
部
族
、
各
有
分
地
。

と
、
そ
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。「
涅
里
」
の
表
記
か
ら
、
こ
の
「
旧
史
」
が
耶
律
儼
の
著
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、「
始
制
部
族
」
は
、

中
国
系
資
料
に
見
え
る
唐
代
以
前
契
丹
諸
部
の
存
在
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
遼
朝
国
史
が
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
中
国
系
資
料
を
用
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
遙
輦
阻
午
可
汗
二
十
部
」
に
お
い
て
よ
う
や
く
、「
旧
史
」
に
由
来
す
る
材
料
の
引
用
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

営
衛
志
は
、
耶
律
七
部
・
審
密
五
部
・
八
部
の
見
出
し
を
立
て
、

　
　

�

涅
里
相
阻
午
可
汗
、
分
三
耶
律
為
七
、二
審
密
為
五
、
并
前
八
部
為
二
十
部
。
三
耶
律
、
一
曰
大
賀
、
二
曰
遙
輦
、
三
曰
世
里
、
即
皇
族
也
。

二
審
密
、
一
曰
乙
室
已
、
二
曰
拔
里
、
即
国
舅
也
。
其
分
部
皆
未
詳
、
可
知
者
曰
迭
剌
、
曰
乙
室
、
曰
品
、
曰
楮
特
、
曰
烏
隗
、
曰
突
呂
不
、

曰
捏
剌
、
曰
突
挙
、
又
有
右
大
部
・
左
大
部
、
凡
十
、
逸
其
二
。
大
賀
・
遙
輦
析
為
（
而
）［
六
］、
世
里
合
為
一
、
茲
所
以
迭
剌
部
終
遙
輦
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之
世
、
強
不
可
制
云
。

と
説
明
す
る
。
耶
律
七
部
・
審
密
五
部
に
「
遙
輦
氏
八
部
」
を
併
せ
て
二
十
部
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、「
遼
太
祖
二
十
部
」
に
お
い
て
は
、

　
　

�

五
院
部
。
其
先
曰
益
古
、
凡
六
営
。
阻
午
可
汗
時
、
与
弟
撒
里
本
領
之
、
曰
迭
剌
部
。
…
乙
室
部
。
其
先
曰
撒
里
本
、
阻
午
可
汗
之
世
、
与

其
兄
益
古
分
営
而
領
之
、
曰
乙
室
部
。
…
品
部
。
其
先
曰
拏
女
、
阻
午
可
汗
以
其
営
為
部
。
…
楮
特
部
。
其
先
曰
洼
、
阻
午
可
汗
以
其
営
為

部
。
…
烏
隗
部
。
其
先
曰
撒
里
卜
、
与
其
兄
涅
勒
同
営
、
阻
午
可
汗
析
為
二
、
撒
里
卜
為
烏
隗
部
、
涅
勒
為
涅
剌
部
。
…
涅
剌
部
。
其
先
曰

涅
勒
、
阻
午
可
汗
分
其
営
為
部
。
…
突
呂
不
部
。
其
先
曰
塔
古
里
、
領
三
営
。
阻
午
可
汗
命
分
其
一
与
弟
航
斡
為
突
挙
部
、
塔
古
里
得
其
二
、

更
為
突
呂
不
部
。
…

と
、
阻
午
可
汗
の
時
に
既
存
の
五
部
を
八
部
に
改
編
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

　

阻
午
可
汗
の
時
の
部
長
の
名
は
こ
こ
だ
け
に
見
え
、
実
際
に
阻
午
可
汗
に
関
わ
る
の
か
、
個
別
的
な
伝
承
が
阻
午
可
汗
に
附
会
さ
れ
た
の
か
確
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言
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
迭
剌
部
長
・
益
古
が
太
祖
の
祖
先
と
重
な
ら
な
い
点
は
、
太
祖
の
祖
先
ば
か
り
取
り
上
げ
る
『
遼
史
』
の
一
般
的
な

記
述
と
整
合
せ
ず
、
後
代
的
な
改
変
を
免
れ
た
材
料
と
思
わ
れ
る
。

 「
遙
輦
阻
午
可
汗
二
十
部
」
の
「
可
知
者
曰
迭
剌
」
以
下
は
実
は
こ
の
八
部
を
連
ね
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、こ
の
八
部
の
う
ち
の
品
部
は
、『
遼

史
』
太
宗
紀
／
会
同
四
年
（
九
四
一
）
に
「
品
卑
部（

（（
（

」、
聖
宗
紀
／
統
和
四
年
（
九
八
六
）
に
「
頻
不
部（

（（
（

」
と
も
称
さ
れ
、『
遼
史
』
の
い
わ
ゆ
る

遙
輦
氏
八
部
に
属
す
る
「
頻
没
部
」、
さ
ら
に
大
賀
氏
八
部
の
「
芬
問
部
」
の
同
音
異
訳
と
考
え
う
る
の
で
、「
遙
輦
阻
午
可
汗
二
十
部
」
は
こ
れ

を
重
複
し
て
数
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
説
明
は
成
り
立
ち
が
た
い
。

　
　
『
遼
史
』
兵
衛
志

　
　

大
賀
氏
中
衰
、
僅
存
五
部
。
有
耶
律
雅
里
者
、
分
五
部
為
八
、
立
二
府
以
総
之
、
析
三
耶
律
氏
為
七
、二
審
密
氏
為
五
、
凡
二
十
部
。

は
、
こ
の
五
部
を
再
編
し
た
八
部
に
耶
律
氏
七
部
・
審
密
氏
五
部
を
併
せ
て
二
十
部
と
し
、
営
衛
志
の
説
明
よ
り
よ
ほ
ど
出
来
が
よ
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
五
部
を
大
賀
氏
八
部
か
ら
残
存
し
た
も
の
と
す
る
説
明
は
、
五
部
の
う
ち
品
部
に
し
か
大
賀
氏
八
部
・
遙
輦
氏
八
部
と
の
継
承
性
が
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
い
っ
て
成
り
立
た
な
い
。
さ
ら
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
耶
律
氏
七
部
・
審
密
氏
五
部
に
つ
い
て
で
あ
る
。
営
衛
志

は
、「
分
三
耶
律
為
七
、二
審
密
為
五
」
に
つ
い
て
、「
三
耶
律
」
を
大
賀
・
遙
輦
・
世
里
の
「
皇
族
」、「
二
審
密
」
を
乙
室
巳
・
拔
里
の
「
国
舅
」

と
す
る
説
明
だ
が
、「
世
里
」
は
、『
虜
庭
雑
記
』（『
資
治
通
鑑
考
異
』
後
梁
紀
／
貞
明
二
年
引
）

　
　

�

阿
保
基
変
家
為
国
之
後
、
始
以
王
族
号
為
横
帳
、
姓
世
里
没
里
、
以
漢
語
訳
之
、
謂
之
耶
律
氏
。
賜
后
族
姓
曰
蕭
氏
。
王
族
惟
与
后
族
通
婚
、

其
諸
部
若
不
奉
北
主
之
命
、
不
得
与
二
部
落
通
婚
。

に
見
え
、『
契
丹
国
志
』
族
姓
原
始

　
　

�

契
丹
部
族
、
本
無
姓
氏
、
惟
各
以
所
居
地
名
呼
之
、
婚
嫁
不
拘
地
里
。
至
阿
保
機
変
家
為
国
之
後
、
始
以
王
族
号
為
横
帳
、
仍
以
所
居
之
地

名
曰
世
里
著
姓
。
世
里
者
、
上
京
東
二
百
里
地
名
也
。
今
有
世
里
没
里
、
以
漢
語
訳
之
、
謂
之
耶
律
氏
。
復
賜
后
族
姓
蕭
氏
。
番
法
、
王
族

京都大學文學部硏究紀要　第 50 号

七
九



惟
与
后
族
通
婚
、
更
不
限
以
尊
卑
。
其
王
族
・
后
族
二
部
落
之
家
、
若
不
奉
北
主
之
命
、
皆
不
得
与
諸
部
族
之
人
通
婚
。
或
諸
部
族
彼
此
相

婚
嫁
、
不
拘
此
限
。
漢
人
等
亦
同
此
。
故
北
番
惟
耶
律
・
蕭
氏
二
姓
也
。

は
、
よ
り
完
全
な
引
用
で
あ
る
。

　
　

以
其
所
居
横
帳
地
名
為
姓
、
曰
世
里
。
世
里
、
訳
者
謂
之
耶
律
。（『
新
五
代
史
』
契
丹
伝
）

　
　

有
謂
始
興
之
地
曰
世
里
、
訳
者
以
世
里
為
耶
律
、
故
国
族
皆
以
耶
律
為
姓
。（『
遼
史
』
国
語
解
）

な
ど
も
、『
虜
庭
雑
記
』
に
由
来
す
る
。「
世
里
」
は
他
に
は
見
え
ず
、
営
衛
志
の
編
者
が
こ
れ
ら
の
記
述
を
参
照
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

営
衛
志
の
編
者
は
、「
三
耶
律
」
を
遼
朝
皇
族
に
関
わ
る
も
の
と
し
、
先
行
す
る
大
賀
氏
・
遙
輦
氏
と
耶
律
氏
を
合
わ
せ
た
「
三
」
と
臆
測
し
た
。

「
三
耶
律
」
の
下
位
区
分
が
「
耶
律
」
と
な
る
と
「
耶
律
」
が
両
義
を
生
じ
て
落
ち
着
か
な
い
の
で
、
耶
律
氏
を
「
世
里
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
営
衛
志
の
説
明
は
成
り
立
ち
が
た
い
。
ま
ず
大
賀
氏
の
存
在
が
唐
代
に
お
い
て
さ
え
疑
問
で
あ
る
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ

る
。
遼
代
に
な
お
存
続
し
た
遙
輦
氏
に
対
し
、
そ
の
実
在
性
の
乏
し
さ
は
い
う
ま
で
も
な
い
。『
遼
史
』
に
お
い
て
は
大
賀
氏
は
志
・
表
に
見
え

る
だ
け
で
、
要
す
る
に
『
遼
史
』
編
纂
者
の
認
識
を
伝
え
る
に
過
ぎ
な
い（

（（
（

。
そ
も
そ
も
大
賀
氏
を
遙
輦
氏
・
耶
律
氏
と
並
列
す
る
こ
と
は
、
開
元

天
宝
の
際
に
お
け
る
大
賀
氏
か
ら
遙
輦
氏
へ
の
王
朝
交
代
と
い
う
『
遼
史
』
の
基
本
的
な
歴
史
認
識
に
背
馳
し
か
ね
な
い
。
つ
い
で
「
世
里
」
に

つ
い
て
も
、『
資
治
通
鑑
考
異
』
は
「
姓
世
里
没
里
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
不
正
確
な
引
用
で
あ
る
。『
契
丹
国
志
』
は
「
仍
以
所
居
之
地
名
曰
世

里
著
姓
」
に
作
り
、
中
国
的
な
姓
氏
と
し
て
の
「
世
里
氏
」
と
い
っ
た
呼
称
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

一
方
の
「
二
審
密
為
五
」
に
つ
い
て
の
説
明
も
、
同
様
に
疑
問
で
あ
る
。『
遼
史
』
外
戚
表
に
も
「
契
丹
外
戚
、
其
先
曰
二
審
密
氏
、
曰
拔
里
、

曰
乙
室
已
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
独
自
の
記
述
で
あ
れ
ば
営
衛
志
の
記
述
を
傍
証
す
る
も
の
と
も
な
ろ
う
が
、
拔
里
部
・
乙
室
已
部
が
五
部
に
再
編

さ
れ
た
こ
と
が
傍
証
を
得
な
い
以
上
、
む
し
ろ
逆
に
営
衛
志
の
記
述
を
引
き
写
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
。『
虜
庭
雑
記
』
が
耶
律
氏
に
引
き

続
き
、
蕭
氏
に
言
及
す
る
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
、「
国
舅
」
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
の
説
明
を
創
作
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遼史世表疏証
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そ
も
そ
も
、
遼
朝
成
立
以
前
の
阻
午
可
汗
の
時
代
に
遼
朝
の
「
皇
族
」「
国
舅
」
を
改
編
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
時
代
錯
誤
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
果
た
し
て
、
世
表
序
文
の
第
三
節

　
　

至
耨
里
思
之
孫
曰
阿
保
機
、
功
業
勃
興
、
号
世
里
氏
、
是
為
遼
太
祖
。
於
是
世
里
氏
与
大
賀
・
遙
輦
号
三
耶
律
。

は
、「
三
耶
律
」
を
大
賀
・
遙
輦
・
世
里
と
す
る
こ
と
は
営
衛
志
と
同
じ
だ
が
、
こ
れ
を
太
祖
の
時
代
に
繋
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、

阻
午
可
汗
／
雅
里
の
時
代
に
、「
分
三
耶
律
為
七
、二
審
密
為
五
」
に
よ
っ
て
十
二
部
を
編
成
し
、そ
れ
を
既
存
の
「
八
部
」
に
加
え
て
「
二
十
部
」

と
し
た
と
い
う
営
衛
志
・
兵
衛
志
の
説
明
を
決
定
的
に
困
難
に
す
る
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
留
意
す
べ
き
は
、
営
衛
志
の
次
の
見
出
し
が
「
太
祖

二
十
部
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
内
容
が
全
く
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
総
数
が
「
二
十
部
」
と
し
て
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
来
、
太
祖

に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
「
分
三
耶
律
為
七
、二
審
密
為
五
」
を
阻
午
可
汗
に
関
わ
る
も
の
と
し
た
の
と
同
様
の
誤
認
に
よ
り
、
本
来
太
祖
時
代

に
関
わ
る
「
二
十
部
」
を
同
じ
く
阻
午
可
汗
に
関
わ
る
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
、「
遙
輦
阻
午
可
汗
二
十
部
」
の
実
在
性
は
甚
だ
疑
問
で
あ
り
、
阻
午
可
汗
の
部
族
再
編
と
は
、「
太
祖
二
十
部
」
に
見
え

る
五
部
の
改
編
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
五
部
は
、
品
部
を
除
い
て
遙
輦
氏
八
部
と
重
な
ら
な
い
。
上
述
の
如
く
、
遙
輦
氏
八
部
は
、
開

元
四
年
（
七
一
六
）
に
復
置
さ
れ
た
松
漠
都
督
府
を
構
成
し
た
八
部
の
名
称
を
伝
え
る
も
の
と
思
わ
れ
、
阻
午
可
汗
の
推
定
年
代
で
あ
る
九
世
紀

中
葉
か
ら
百
年
以
上
遡
る
。
こ
の
間
、
唐
か
ら
離
叛
し
て
回
鶻
に
帰
順
し
、
つ
い
で
回
鶻
か
ら
離
叛
す
る
と
い
う
推
移
は
契
丹
社
会
の
激
し
い
変

動
を
と
も
な
っ
た
に
相
違
な
く
、
継
承
関
係
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
の
も
、
あ
る
意
味
当
然
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
阻
午
可
汗
が
、
五
部
を
こ
と
さ
ら
八
部
に
再
編
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
契
丹
の
八

部
編
成
が
規
範
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
契
丹
の
八
部
は
、
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
の
松
漠
都
督
府
設
置
の
段
階
で
初
見
し
、
つ
い
で

開
元
四
年
（
七
一
六
）
の
復
置
の
際
に
も
認
め
ら
れ
る
。
松
漠
都
督
た
る
契
丹
君
長
を
州
刺
史
た
る
八
部
大
人
が
補
佐
す
る
と
い
う
枠
組
み
が
、

天
宝
十
四
年
（
七
五
五
）
の
安
史
の
乱
勃
発
で
松
漠
都
督
府
が
廃
絶
し
、
一
定
の
期
間
を
経
た
の
ち
、
あ
る
べ
き
国
制
と
し
て
規
範
化
さ
れ
た
も
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の
で
あ
ろ
う
。
契
丹
八
部
を
奇
首
可
汗
八
子
の
後
裔
と
す
る
言
說
は
、
こ
の
規
範
の
説
話
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

結
　
　
語

　

本
稿
の
作
業
過
程
で
提
示
し
た
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
遼
朝
建
国
前
の
契
丹
史
の
理
解
に
関
わ
る
最
も
重
要
な
問
題
と
し
て
、
遙
輦
氏
・

耶
律
氏
の
実
年
代
が
あ
る
。
本
稿
の
結
び
に
代
え
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

  

上
述
の
如
く
、
耶
律
氏
の
系
譜
は
、
本
来
、
勃
突
・
粛
祖
・
懿
祖
・
玄
祖
・
徳
祖
の
五
代
を
伝
え
、
勃
突
・
粛
祖
の
実
年
代
が
開
元
天
宝
年
間

に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
中
国
系
資
料
で
は
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）
に
見
え
る
泥
礼
を
勃
突
に
附
会
し
て
、
涅
里
（
雅
里
）
と
称
し
、
天
宝
十
載

（
七
五
一
）
の
安
禄
山
大
敗
を
粛
祖
に
附
会
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
遙
輦
九
世
可
汗
の
第
二
、
遙
輦
王
朝
の
実
質
的
な
建
国
者
で
あ
る
阻
午
可
汗

の
実
年
代
は
、
大
和
九
年
（
八
三
五
）
前
後
に
推
算
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
遼
史
』
に
お
い
て
は
、
世
表
序
文
第
二
節
に
「
迭
剌
部
長
涅
里
立
迪
輦
組
里
為
阻
午
可
汗
、
更
号
遙
輦
氏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
阻

午
可
汗
を
涅
里
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
開
元
天
宝
年
間
に
お
け
る
大
賀
氏
か
ら
遙
輦
氏
の
交
代
と
い
う
歴
史
認
識
を
提
示

し
て
い
る
。
阻
午
可
汗
の
年
代
を
百
年
遡
上
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
歴
史
認
識
は
、
遼
代
に
お
い
て
段
階
的
に
形
成
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
次
の
二
条
は
、
雅
里
に
関
す
る
最
も
古
い
伝
承
で
あ
る
。

　
　

�　

会
遙
輦
痕
徳
菫
可
汗
歿
、
群
臣
奉
遺
命
請
立
太
祖
。
太
祖
辞
曰
、
昔
吾
祖
夷
離
菫
雅
里
嘗
以
不
当
立
而
辞
、
今
若
等
復
為
是
言
、
何
歟
。

…
曷
魯
曰
、
在
昔
夷
離
菫
雅
里
雖
推
戴
者
衆
、
辞
之
、
而
立
阻
午
為
可
汗
。
相
伝
十
餘
世
、
君
臣
之
分
乱
、
紀
綱
之
統
隳
。
…
（『
遼
史
』

耶
律
曷
魯
伝
）
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�　
　
（
重
熙
）
十
三
年
（
一
〇
四
四
）
春
、
上
疏
曰
、
臣
聞
先
世
遙
輦
可
汗
洼
之
後
、
国
祚
中
絶
。
自
夷
離

雅
里
立
阻
午
、
大
位
始
定
。
然

上
世
俗
朴
、
未
有
尊
称
。
臣
以
為
三
皇
礼
文
未
備
、
正
与
遙
輦
氏
同
。
後
世
之
君
以
礼
楽
治
天
下
、
而
崇
本
追
遠
之
義
興
焉
。
近
者
唐
高
祖

創
立
先
廟
、
尊
四
世
為
帝
。
昔
我
太
祖
代
遙
輦
即
位
、
乃
製
文
字
、
修
礼
法
、
建
天
皇
帝
名
号
、
制
宮
室
以
示
威
服
、
興
利
除
害
、
混
一
海

内
。
厥
後
累
聖
相
承
、
自
夷
離

湖
烈
以
下
、
大
号
未
加
、
天
皇
帝
之
考
夷
離

的
魯
猶
以
名
呼
。
臣
以
為
宜
依
唐
典
、
追
崇
四
祖
為
皇
帝
、

則
陛
下
弘
業
有
光
、
墜
典
復
挙
矣
。
疏
奏
、
帝
納
之
、
始
行
追
冊
玄
・
徳
二
祖
之
礼
。（『
遼
史
』
文
学
伝
上
）

　
　
「
夷
離
菫
雅
里
」
と
い
う
称
謂
は
、『
遼
史
』
に
は
こ
の
二
箇
所
お
よ
び
蕭
韓
家
奴
伝
を
引
用
す
る
世
表
末
段
に
し
か
見
え
な
い
。
ま
た
阻
午

可
汗
を
単
に
「
阻
午
」
と
称
す
る
こ
と
も
、
こ
の
二
箇
所
お
よ
び
太
祖
紀
論
賛

　
　

伝
至
雅
里
、
始
立
制
度
、
置
官
属
、
刻
木
為
契
、
穴
地
為
牢
。
讓
阻
午
而
不
肯
自
立
。

だ
け
で
あ
る
。
ま
た
蕭
韓
家
奴
伝
で
は
粛
祖
を
「
胡
烈
」、
徳
祖
を
「
的
魯
」
と
称
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
称
謂
も
こ
こ
に
し
か
見
え
な
い
。
こ
れ

ら
の
独
自
性
は
、
こ
の
二
条
の
記
述
が
後
代
的
な
改
変
を
被
っ
て
い
な
い
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
蕭
韓
家

奴
が
『
遙
輦
可
汗
至
重
熙
以
来
事
跡
』
二
十
卷
を
撰
し
た
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
上
に
引
用
し
た
耶
律
曷
魯
伝
は
こ
の
書
物
の
一
部
、
文
学
伝
上
は
か
れ

の
上
疏
で
あ
り
、
と
も
に
蕭
韓
家
奴
の
手
に
成
る
た
め
、
独
自
の
表
現
を
共
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蕭
韓
家
奴
は
、
興
宗
に
「
古
今
成
敗
」

を
知
ら
し
め
る
た
め
、『
通
暦
』『
貞
観
政
要
』『
旧
五
代
史
』
を
契
丹
文
に
翻
訳
し
て
お
り
、
ま
た
上
掲
の
一
節
が
唐
高
祖
が
そ
の
四
祖
を
追
尊

し
た
こ
と
に
言
及
す
る
よ
う
に
、『
旧
唐
書
』
な
ど
唐
代
を
扱
っ
た
史
書
に
も
通
じ
て
お
り
、「
泥
礼
」
の
こ
と
も
当
然
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

耶
律
曷
魯
伝
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
痕
徳
菫
可
汗
が
そ
の
「
遺
命
」
に
よ
っ
て
太
祖
に
王
位
を
禅
讓
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
が

創
作
で
あ
る
こ
と
は
、『
五
代
会
要
』（
建
隆
二
年
［
九
六
一
］）「（
開
平
二
年
［
九
〇
八
］）
前
国
王
欽
徳
并
其
大
臣
皆
有
貢
献
」
に
明
ら
か
で
あ

る
。
同
じ
く
禅
讓
で
あ
る
に
し
て
も
、
遺
命
で
な
け
れ
ば
、
太
祖
は
旧
主
で
あ
っ
た
痕
徳
菫
を
臣
従
さ
せ
た
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
臣
主
易
位
は
、
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中
国
的
感
覚
で
は
忌
む
べ
き
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
勃
突
に
つ
い
て
は
王
に
推
さ
れ
た
こ
と
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
素
材
に
、
雅
里
が
阻
午

可
汗
に
王
位
を
讓
っ
た
と
い
う
記
述
が
、
太
祖
の
受
禅
を
正
当
化
す
べ
く
、
同
じ
く
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

遙
輦
九
世
可
汗
の
出
現
が
、
九
世
紀
中
葉
の
回
鶻
崩
壊
の
こ
ろ
に
推
算
さ
れ
る
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
り
、
八
世
紀
中
葉
に
推
算
さ
れ
る
雅

里
と
は
年
代
的
に
合
わ
な
い
。
雅
里
が
阻
午
可
汗
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
遙
輦
王
朝
の
建
国
者
と
し
て
の
阻
午
可
汗
の
功
績
が
契
丹
人
の
間

で
す
で
に
不
動
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
お
り
、
雅
里
の
阻
午
可
汗
へ
の
讓
位
と
い
う
言
説
が
、
太
祖
の
受
禅
を
正
当
化
す
る
の
に
不
可
欠
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
耶
律
曷
魯
伝
が
阻
午
可
汗
か
ら
痕
徳
菫
可
汗
ま
で
を
「
十
餘
世
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
年
代
的
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
や
は
り

創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遙
輦
九
世
可
汗
の
在
位
年
数
が
一
代
平
均
一
一
年
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
り
、
開
元
二
十
三
年

（
七
三
五
）
か
ら
太
祖
元
年
（
九
〇
七
）
ま
で
一
七
三
年
で
一
七
代
程
度
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。「
十
餘
世
」
は
こ
の
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
値
と

な
ろ
う
。

  

十
一
世
紀
中
葉
に
成
書
し
た
蕭
韓
家
奴
ら
の
『
遙
輦
可
汗
至
重
熙
以
来
事
跡
』
に
対
し
、
十
二
世
紀
初
頭
、
耶
律
儼
が
『
太
祖
諸
帝
実
録
』
を

編
纂
す
る
が
、
こ
の
段
階
で
、
遼
朝
建
国
前
史
の
大
幅
な
改
変
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
ま
ず
は
『
遼
史
』
世
表
に
「
泥
礼　

耶
律
儼
遼
史
書
為

涅
里
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
雅
里
」
の
表
記
を
「
涅
里
」
と
改
め
、さ
ら
に
「
涅
里
之
後
曰
耨
里
思
者
」
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、太
祖
紀
論
賛
の
毗
牒
・

頦
領
の
二
代
を
、
涅
里
と
耨
里
思
（
粛
祖
）
の
間
に
創
作
挿
入
し
た
。
こ
の
結
果
、
遙
輦
可
汗
と
太
祖
祖
先
の
家
系
は
、

　
　
　

洼
─
阻
午
─
胡
剌
─
蘇　

─
鮮
質
─
昭
古
─
耶
瀾
─
巴
剌
─
痕
徳
菫

　
　
　
　
　

涅
里
─
毗
牒
─
頦
領
─
粛
祖
─
懿
祖
─
玄
祖
─
徳
祖
─
太
祖

と
い
う
世
代
的
対
応
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
世
代
数
の
一
致
を
時
間
の
一
致
に
読
み
替
え
る
こ
と
は
、
中
国
の
歴
史
記
述
に
お
い
て
は
き
わ
め
て

一
般
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
作
業
は
、
先
行
す
る
遼
朝
国
史
の
内
容
を
全
面
的
に
改
訂
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
開
元

二
十
三
年
（
七
三
五
）
に
登
場
す
る
涅
里
の
曾
孫
と
な
っ
た
は
ず
の
粛
祖
（
耨
里
思
）
が
、
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
に
安
禄
山
を
破
る
と
い
う
年
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代
的
な
矛
盾
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

蕭
韓
家
奴
の
段
階
で
は
「
十
餘
世
」
の
可
汗
を
創
作
す
る
こ
と
で
、
阻
午
・
雅
里
の
時
代
的
齟
齬
を
糊
塗
し
た
わ
け
だ
が
、
遙
輦
九
世
可
汗
に

加
え
て
、
名
前
を
も
た
な
い
複
数
の
可
汗
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
歴
史
認
識
と
し
て
は
な
は
だ
落
ち
着
き
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
父

子
相
続
で
な
く
、
十
年
程
度
で
交
代
し
た
遙
輦
九
世
可
汗
の
歴
史
的
実
態
は
、
太
祖
が
八
部
大
人
交
代
王
制
を
暴
力
的
に
解
消
し
て
遼
朝
を
建
国

し
た
と
い
う
『
漢
高
祖
実
録
』
以
下
の
中
国
文
献
の
記
述
を
追
認
す
る
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
、
父
子
相
続
が
す
で
に
成
立
し
て
い

た
遙
輦
氏
か
ら
禅
讓
を
受
け
た
と
い
う
、
中
国
的
な
感
覚
で
は
正
常
で
自
然
な
歴
史
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

序
言
に
述
べ
た
こ
と
の
あ
る
意
味
で
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
契
丹
系
資
料
と
い
っ
て
も
、
そ
の
前
王
朝
時
代
の
記
述
に
は
、
編
纂
の
段
階
で
す

で
に
一
定
の
偏
向
な
い
し
作
為
が
あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
断
片
化
さ
れ
、
後
代
的
な
解
釈
が
附
加
さ
れ
た
も
の
が
、『
遼
史
』
編
纂
段
階
で
利
用

で
き
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
の
作
業
は
、
基
本
的
に
は
契
丹
史
を
語
る
文
献
の
史
料
批
判
を
試
み
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
作
業
の
過
程
で
、
契
丹
史
の
実
態
に
対
す
る

い
く
つ
か
の
推
論
を
提
示
し
え
た
。
な
お
緻
密
な
議
論
を
要
す
る
部
分
は
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
原
資
料
の
多
様
性
と
い
う
観
点
に
基
づ
く
『
遼

史
』
世
表
を
中
心
と
す
る
資
料
群
の
包
括
的
検
討
か
ら
、
な
お
多
く
の
新
知
見
が
獲
得
さ
れ
、
ま
た
従
来
の
い
く
つ
か
の
議
論
に
つ
い
て
、
そ
の

有
効
性
の
有
無
を
検
証
し
え
た
こ
と
は
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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注（
１
）
　

�

遼
朝
建
国
以
前
の
契
丹
に
関
す
る
包
括
的
な
記
述
と
し
て
は
、
松
井

一
九
一
五
・
小
川
一
九
三
六
・
一
九
三
七
・
一
九
三
八
・
一
九
四
〇
・
田
村

一
九
三
八
・
一
九
六
四
・
陳
述
一
九
四
八
・
一
九
六
三
・
一
九
八
六
・
華

山
・
費
国
慶
一
九
五
八
・
趙
衛
邦
一
九
五
八
・
愛
宕
一
九
五
九
・
蔡
美
彪

一
九
六
四
・
王
民
信
一
九
七
三
・
張
正
明
一
九
七
九
・
舒
焚
一
九
八
四
・

楊
樹
森
一
九
八
四
・H

olm
gren1986

・
李
在
成
一
九
九
六
・
李
桂
芝

一
九
九
六
・
于
宝
林
一
九
九
八
・X

u2005

な
ど
が
あ
る
が
、
枚
帙
の
都
合

上
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
個
別
的
な
論
点
に
対
す
る
言
及
は
原
則
的
に
差

し
控
え
ざ
る
を
え
な
い
。

（
２
）
　

歴
代
正
史
の
契
丹
伝
に
つ
い
て
は
、
田
村
一
九
七
一
の
訳
注
が
あ
る
。

（
３
）
　

�『
遼
史
』
世
表
の
関
係
史
料
を
包
括
的
に
提
示
し
た
も
の
と
し
て
楊
家

駱
一
九
六
五
が
あ
る
。
ま
た
世
表
に
対
す
る
専
論
と
し
て
、
王
吉
林

一
九
六
六
が
あ
る
。

（
４
）
　

�『
金
史
』
章
宗
紀
「（
泰
和
六
年
七
月
）
丁
亥
、
敕
翰
林
直
学
士
陳
大
任
妨

本
職
専
修
遼
史
」。

（
５
）
　

�『
遼
史
』
天
祚
皇
帝
紀
「（
乾
統
三
年
十
一
月
乙
巳
）
召
監
修
国
史
耶
律
儼

纂
太
祖
諸
帝
実
録
」。

（
６
）
　

�『
遼
史
』
天
祚
皇
帝
紀
「（
天
慶
三
年
十
二
月
）
丙
辰
、
知
枢
密
院
事
耶
律

儼
薨
」。

（
７
）
　

愛
新
覚
羅
烏
拉
煕
春
二
〇
〇
六
。

（
８
）
　

契
丹
の
起
源
説
に
つ
い
て
は
吉
本
二
〇
一
〇
ａ
参
照
。

（
９
）
　

�

複
数
の
契
丹
起
源
説
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
陳
述
一
九
四
八
が
す
で
に
指

摘
し
て
い
る
。

（
10
）
　

�『
周
書
』
で
は
、
突
厥
伝
「
其
俗
被
髮
左
衽
、
穹
廬
氈
帳
、
随
水
草
遷
徙
、

以
畜
牧
射
猟
為
務
。
賤
老
貴
壮
、
寡
廉
恥
、
無
礼
義
、
猶
古
之
匈
奴
也
」

の
よ
う
に
、
匈
奴
が
否
定
的
に
記
号
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
宇
文
氏

の
匈
奴
出
自
を
明
言
す
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
）

   �

も
っ
と
も
宇
文
部
の
属
民
は
鮮
卑
で
あ
っ
た
た
め
、『
晋
書
』
康
帝
紀
「
慕

容
皝
及
鮮
卑
帥
宇
文
帰
戦
于
昌
黎
」
・
慕
容
廆
載
記
「
渉
帰
有
憾
於
宇
文

鮮
卑
」
・
『
旧
唐
書
』
尚
可
孤
伝
「
尚
可
孤
、
東
部
鮮
卑
宇
文
之
別
種
也
、

代
居
松
漠
之
間
」
な
ど
は
、
宇
文
部
を
鮮
卑
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。

（
12
）
　

�

汲
古
閣
本
は
「
厙
」
に
作
る
。「
庫
」
を
稀
見
に
属
す
る
「
厙
」
に
わ
ざ

わ
ざ
誤
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
愛
新
覚
羅
烏
拉
煕
春
の
教
示
に
よ
る
と
、

「
厙
莫
」
は
、遼
朝
后
族
た
る
「
審
密
」
・
「
石
抹
」
の
同
音
異
訳
と
な
る
。

「
庫
莫
奚
」
は
「
厙
莫
奚
」
と
表
記
す
べ
き
も
の
だ
が
、「
庫
」
→
「
厙
」

の
誤
写
が
ど
の
段
階
で
発
生
し
た
の
か
確
言
で
き
な
い
の
で
、『
魏
書
』
よ

り
以
後
の
諸
書
が
本
来
「
厙
」
に
作
っ
た
も
の
が
転
写
の
過
程
で
「
庫
」

に
誤
っ
た
の
か
、
最
初
か
ら
「
庫
」
に
作
っ
て
い
た
の
か
判
断
で
き
な
い
。

本
稿
で
は
通
行
本
に
従
っ
て
「
庫
莫
奚
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
13
）
　

奇
首
可
汗
に
つ
い
て
は
、
愛
新
覚
羅
烏
拉
熙
春
二
〇
〇
九
ｂ
を
参
照
。

（
14
）
　

蓋
之
庸
二
〇
〇
七
・
向
南
・
張
国
慶
・
李
宇
峰
二
〇
一
〇
。

（
15
）
　

契
丹
の
「
八
部
」
に
つ
い
て
は
吉
本
二
〇
一
〇
ｄ
を
見
よ
。

（
16
）
　

�『
後
漢
書
』
烏
桓
鮮
卑
伝
「
光
和
中
、
檀
石
槐
死
、
時
年
四
十
五
」。
三
世

紀
以
前
の
鮮
卑
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
吉
本
二
〇
〇
九
ｂ
を
見
よ
。

（
17
）
　

�『
三
国
志
』
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
「
至
三
年
中
、
雄
遣
勇
士
韓
龍
刺
殺
比
能
、

更
立
其
弟
」。

（
18
）
　

�

こ
の
記
述
は
、
大
和
七
年
（
八
三
三
）
～
九
年
（
八
三
五
）
に
渤
海
に
出

使
し
た
張
建
章
の
知
見
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
吉
本
二
〇
〇
九
ａ

参
照
。
ま
た
、
古
畑
一
九
九
八
を
も
参
照
。

（
19
）
　

�『
遼
史
』
耶
律
羽
之
伝
「
天
顕
元
年
、
渤
海
平
、
立
皇
太
子
為
東
丹
王
、
以

羽
之
為
中
臺
省
右
次
相
」。
耶
律
羽
之
の
家
系
と
東
丹
国
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
愛
新
覚
羅
烏
拉
熙
春
二
〇
〇
九
ｃ
を
参
照
。

（
20
）
　
『
魏
書
』
序
紀
に
つ
い
て
は
吉
本
二
〇
一
〇
ｃ
を
見
よ
。
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（
21
）
　

湯
球
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
に
拠
る
。

（
22
）
　

�
高
井
一
九
九
四
は
、
黄
帝
起
源
説
の
成
立
を
、
耶
律
儼
が
『
実
録
』
を
編

纂
し
た
乾
統
三
年
（
一
一
〇
三
）
頃
の
対
宋
関
係
に
関
連
づ
け
て
説
明
す

る
が
、
耶
律
羽
之
墓
誌
に
す
で
に
鮮
卑
起
源
説
が
見
え
る
以
上
、
こ
の
議

論
は
成
り
立
た
な
い
。

（
23
）
　

�

景
愛
一
九
八
四
は
、
こ
の
改
変
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因

を
世
表
編
纂
者
の
疎
漏
に
帰
し
て
い
る
点
は
支
持
で
き
な
い
。
王
民
信

一
九
七
三
は
、『
魏
書
』
太
祖
紀
「（
登
国
三
年
［
三
八
八
］）
五
月
癸
亥
、

北
征
庫
莫
奚
。
六
月
、
大
破
之
、
獲
其
四
部
雑
畜
十
餘
万
、
渡
弱
落
水
」

に
庫
莫
奚
の
み
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
契
丹
が
初
め
て
庫
莫

奚
か
ら
分
離
し
た
も
の
と
す
る
が
、
陳
述
一
九
四
八
が
つ
と
に
指
摘
す
る

よ
う
に
、
契
丹
伝
の
記
述
に
は
適
合
し
な
い
。

（
24
）
　
「
古
八
部
」
に
関
す
る
近
年
の
専
論
と
し
て
田
広
林
二
〇
〇
八
が
あ
る
。

（
25
）
　

田
村
一
九
六
四
。　

（
26
）
　
『
後
漢
書
』
烏
桓
鮮
卑
伝
「
檀
石
槐
乃
立
庭
於
弾
汗
山
歠
仇
水
上
」。

（
27
）
　
『
漢
書
』
地
理
志
「
遼
西
郡
、
…
徒
河
」。

（
28
）
　

�『
魏
書
』
徒
何
慕
容
廆
伝
「
徒
何
慕
容
廆
、字
弈
洛
瑰
、其
本
出
於
昌
黎
」
・

徒
何
段
就
六
眷
伝
「
徒
何
段
就
六
眷
、
本
出
於
遼
西
」。

（
29
）
　

�『
後
漢
書
』
烏
桓
鮮
卑
伝
「
俗
貴
兵
死
、
斂
屍
以
棺
、
有
哭
泣
之
哀
、
至
葬

則
歌
舞
相
送
。
肥
養
一
犬
、
以
彩
縄
纓
牽
、
并
取
死
者
所
乗
馬
衣
物
、
皆

焼
而
送
之
、
言
以
属
累
犬
、
使
護
死
者
神
霊
帰
赤
山
。
赤
山
在
遼
東
西
北

数
千
里
、
如
中
国
人
死
者
魂
神
帰
岱
山
也
」。
な
お
三
世
紀
以
前
の
烏
桓
に

つ
い
て
は
、
吉
本
二
〇
一
〇
ｂ
を
参
照
。

（
30
）
　

李
在
成
二
〇
〇
六
。

（
31
）
　

�『
新
唐
書
』
奚
伝
「
帝
為
置
饒
楽
都
督
府
、拝
可
度
者
使
持
節
六
州
諸
軍
事
・

饒
楽
都
督
、封
楼
煩
縣
公
、賜
李
氏
」
に
対
し
、地
理
志
に
は
「
奉
誠
都
督
府
、

本
饒
楽
都
督
府
、
唐
初
置
、
後
廃
。
貞
観
二
十
二
年
以
内
属
奚
可
度
者
部

落
更
置
、并
以
別
帥
五
部
置
弱
水
等
五
州
。
開
元
二
十
三
年
更
名
。
領
州
五
」

と
見
え
、罽
賓
伝
「
龍
朔
初
、拝
其
王
脩
鮮
等
十
一
州
諸
軍
事
・
脩
鮮
都
督
」

に
対
し
、
地
理
志
に
は
、「
脩
鮮
都
督
府
、
以
罽
賓
国
遏
紇
城
置
。
領
州
十
」

と
見
え
る
。
い
ず
れ
も
本
部
を
一
州
と
数
え
て
い
る
。

（
32
）
　

�

田
村
一
九
三
八
は
、「
析
紇
便
部
」
の
「
析
」
を
動
詞
に
読
み
、
松
漠
都
督

た
る
紇
便
部
を
「
析
」
し
て
弾
汗
州
刺
史
を
設
置
し
た
と
す
る
が
、
前
後

の
句
法
か
ら
い
っ
て
こ
の
「
析
」
は
動
詞
で
は
あ
り
え
な
い
。

（
33
）
　

�『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
／
封
冊
「
二
年
十
月
、
左
玉
鈐
衛
員
外
将
軍
兼
検
校

汴
州
刺
史
李
括
莫
離
為
帰
順
王
」。

（
34
）
　

�『
新
唐
書
』
地
理
志
「
唐
興
、
初
未
暇
於
四
夷
、
自
太
宗
平
突
厥
、
西
北
諸

蕃
及
蛮
夷
稍
稍
内
属
、
即
其
部
落
列
置
州
縣
。
其
大
者
為
都
督
府
、
以
其

首
領
為
都
督
・
刺
史
、
皆
得
世
襲
」。
唐
の
羈
縻
州
に
つ
い
て
は
、
劉
統

一
九
九
八
参
照
。

（
35
）
　

�『
詩
序
』
召
南
／
何
彼

矣
「
何
彼

矣
、
美
王
姫
也
。
雖
則
王
姫
亦
下
嫁

於
諸
侯
」。

（
36
）
　

�『
礼
記
』
曲
礼
下
「
天
子
之
妃
曰
后
、
諸
侯
曰
夫
人
、
大
夫
曰
孺
人
、
士
曰

婦
人
、
庶
人
曰
妻
」。

（
37
）
　

�『
礼
記
』
曲
礼
下
「
天
子
死
曰
崩
、
諸
侯
曰
薨
、
大
夫
曰
卒
、
士
曰
不
禄
、

庶
人
曰
死
」。

（
38
）
　
『
春
秋
経
』
隠
三
「
三
月
庚
戌
、
天
王
崩
。
…
八
月
庚
辰
、
宋
公
和
卒
」。

（
39
）
　

�

迭
剌
部
は
契
丹
文
資
料
で
は
「
陶
猥
思
迭
剌
部
」
と
称
す
る
。
愛
新
覚
羅

烏
拉
熙
春
二
〇
一
〇
参
照
。

（
40
）
　

唐
代
の
「
首
領
」
に
つ
い
て
は
、
古
畑
二
〇
〇
七
参
照
。

（
41
）
　

松
井
一
九
一
五
。

（
42
）
　

�
奚
は
、元
和
元
年
（
八
〇
六
）
に
唐
の
饒
楽
郡
王
へ
の
冊
封
を
回
復
し
（『
旧

唐
書
』
憲
宗
紀
）、
饒
楽
都
督
府
も
再
興
さ
れ
た
（『
旧
唐
書
』
奚
伝
）。
そ

の
後
、
大
和
四
年
（
八
三
〇
）、
幽
州
節
度
使
李
載
義
が
奚
を
破
っ
た
際
に
、

「
生
擒
刺
史
・
縣
令
・
大
将
・
首
領
等
二
百
七
十
三
人
」（『
冊
府
元
亀
』
外

臣
部
／
征
討
六
）
と
見
え
る
。
饒
楽
都
督
府
の
再
興
と
と
も
に
、
そ
の
領
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州
・
領
縣
の
刺
史
・
縣
令
の
官
号
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
43
）
　

小
川
一
九
三
八
。

（
44
）
　

�『
旧
唐
書
』
地
理
志
「
信
州　

万
歳
通
天
元
年
以
乙
失
活
部
落
置
。
僑
治

范
陽
境
。
縣
一
、
黄
龍
」
・
『
新
唐
書
』
地
理
志
「
信
州　

万
歳
通
天
元

年
置
、
処
契
丹
［
乙
］
失
活
部
落
、
隸
営
州
都
督
。
二
年
、
遷
於
青
州
安

置
。
神
龍
初
還
、
隸
幽
州
都
督
。
天
宝
領
縣
一
、
戸
四
百
一
十
四
、
口

一
千
六
百
。
黄
龍　

州
所
治
、
寄
治
范
陽
縣
」。

（
45
）
　

�『
太
平
寰
宇
記
』
河
北
道
二
十
「
右
自
燕
州
以
下
十
七
州
、
皆
東
北
蕃
降

胡
散
処
幽
州
・
営
州
界
内
、
以
州
名
羈
縻
之
、
無
所
役
属
。
安
禄
山
之
乱
、

一
切
駆
之
為
寇
、
遂
擾
中
原
。
至
徳
之
後
、
入
拠
河
朔
、
其
部
落
之
名
無

存
者
。
今
記
唐
天
宝
之
故
跡
地
理
焉
」。

（
46
）
　

�『
安
禄
山
事
迹
』
卷
下
「（
天
宝
十
五
載
）
五
月
、
奚
・
契
丹
両
蕃
数
出
北

山
口
至
於
范
陽
、俘
劫
牛
馬
子
女
、止
城
下
累
日
、城
中
唯
留
後
羸
兵
数
千
、

不
敵
」。

（
47
）
　

�

小
川
一
九
三
八
。
な
お
こ
の
時
期
の
契
丹
羈
縻
州
に
つ
い
て
は
、
森
部

二
〇
一
〇
参
照
。

（
48
）
　

�『
旧
唐
書
』
地
理
志
「
威
州　

本
遼
州
、
武
徳
二
年
以
内
稽
部
落
置
。
初

治
燕
支
城
、
後
僑
治
営
州
城
中
。
貞
観
元
年
更
名
。
後
治
良
郷
之
石
窟

堡
。
縣
一
、
威
化
」
・
『
新
唐
書
』
地
理
志
「
威
州　

武
徳
二
年
、
置
遼

州
総
管
、
自
燕
支
城
徙
寄
治
営
州
城
内
。
七
年
、
廃
総
管
府
。
貞
観
元
年
、

改
為
威
州
、
隸
幽
州
大
都
督
。
所
領
戸
、
契
丹
内
稽
部
落
。
旧
領
縣
一
、

戸
七
百
二
十
九
、
口
四
千
二
百
二
十
二
。
天
宝
、
戸
六
百
一
十
一
、
口

一
千
八
百
六
十
九
。
両
京
道
里
、
与
涿
州
同
。
威
化　

後
契
丹
陷
営
州
乃

南
遷
、
寄
治
於
良
郷
縣
石
窟
堡
、
為
威
化
縣
、
州
治
也
」。

（
49
）
　

�「
奚
」
は
「
契
丹
」
の
誤
り
で
あ
る
。『
新
唐
書
』
藩
鎮
鎮
冀
伝
「
王
武
俊

字
元
英
、
本
出
契
丹
怒
皆
部
。
父
路
倶
、
開
元
中
、
与
饒
楽
府
都
督
李
詩

等
五
千
帳
求
襲
冠
帯
、入
居
薊
。
武
俊
甫
十
五
、善
騎
射
、与
張
孝
忠
斉
名
、

隸
李
宝
臣
帳
下
為
裨
将
」
の
怒
皆
部
は
、『
新
唐
書
』
奚
伝
「
以
阿
会
部

為
弱
水
州
、
処
和
部
為
祁
黎
州
、
奥
失
部
為
洛
瑰
州
、
度
稽
部
為
太
魯
州
、

元
俟
折
部
為
渴
野
州
」
の
度
稽
部
で
あ
り
、「
契
丹
」
は
「
奚
」
の
誤
り

で
あ
る
。
李
宝
臣
の
帳
下
で
名
を
斉
し
く
し
た
張
孝
忠
・
王
武
俊
の
伝
記

が
相
互
に
混
同
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
50
）
　

�『
旧
唐
書
』安
禄
山
伝「
天
宝
十
年
、安
禄
山
誣
其
酋
長
欲
叛
、請
挙
兵
討
之
。

八
月
、
以
幽
州
・
雲
中
・
平
盧
之
衆
数
万
人
、
就
潢
水
南
契
丹
衙
与
之
戦
、

禄
山
大
敗
而
還
、
死
者
数
千
人
」。

（
51
）
　

�『
遼
史
』
太
祖
紀
「
贊
曰
、
遼
之
先
、
出
自
炎
帝
、
世
為
審
吉
国
、
其
可

知
者
蓋
自
奇
首
云
。
奇
首
生
都
菴
山
、
徙
潢
河
之
濱
。
伝
至
雅
里
、
始
立

制
度
、
置
官
属
、
刻
木
為
契
、
穴
地
為
牢
。
譲
阻
午
而
不
肯
自
立
。
雅
里

生
毗
牒
。
毗
牒
生
頦
領
。
頦
領
生
耨
里
思
、
大
度
寡
欲
、
令
不
厳
而
人
化
、

是
為
粛
祖
。
粛
祖
生
薩
剌
徳
、嘗
与
黄
室
韋
挑
戦
、矢
貫
数
札
、是
為
懿
祖
。

懿
祖
生
勻
徳
実
、
始
教
民
稼
穡
、
善
畜
牧
、
国
以
殷
富
、
是
為
玄
祖
。
玄

祖
生
撒
剌
的
、
仁
民
愛
物
、
始
置
鉄
冶
、
教
民
鼓
鋳
、
是
為
徳
祖
、
即
太

祖
之
父
也
。
世
為
契
丹
遙
輦
氏
之
夷
離
菫
、
執
其
政
柄
。
徳
祖
之
弟
述
瀾
、

北
征
于
厥
・
室
韋
、
南
略
易
・
定
・
奚
・

、
始
興
板
築
、
置
城
邑
、
教

民
種
桑
麻
、
習
織
組
、
己
有
広
土
衆
民
之
志
。
而
太
祖
受
可
汗
之
禅
、
遂

建
国
。
東
征
西
討
、
如
折
枯
拉
朽
。
東
自
海
、
西
至
于
流
沙
、
北
絶
大
漠
、

信
威
万
里
、
歴
年
二
百
、
豈
一
日
之
故
哉
。
周
公
誅
管
・
蔡
、
人
未
有
能

非
之
者
。
剌
葛
・
安
端
之
乱
、太
祖
既
貸
其
死
而
復
用
之
、非
人
君
之
度
乎
。

旧
史
扶
餘
之
変
、
亦
異
矣
夫
」。

（
52
）
　
『
遼
史
』
太
祖
紀
「
唐
咸
通
十
三
年
生
」。

（
53
）
　

�『
遼
史
』
耶
律
曷
魯
伝
「（
神
冊
）
三
年
七
月
、皇
都
既
成
、燕
群
臣
以
落
之
。

曷
魯
是
日
得
疾
薨
、
年
四
十
七
」。

（
54
）
　

愛
新
覚
羅
烏
拉
煕
春
二
〇
〇
六
。

（
55
）
　

�『
遼
史
』
逆
臣
伝
上
「
太
祖
問
曰
、
朕
初
即
位
、
嘗
以
国
譲
、
叔
父
辞
之
。

今
反
欲
立
吾
弟
、
何
也
」。

（
56
）
　

愛
新
覚
羅
烏
拉
煕
春
二
〇
〇
六
。
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（
57
）
　

�『
遼
史
』
太
祖
紀
「
為
撻
馬
狘
沙
里
。
時
小
黄
室
韋
不
附
、太
祖
以
計
降
之
。

伐
越
兀
及
烏
古
・
六
奚
・
比
沙
狘
諸
部
、
克
之
。
国
人
号
阿
主
沙
里
。
唐

天
復
元
年
、歲
辛
酉
、痕
德
菫
可
汗
立
、以
太
祖
為
本
部
夷
離
菫
、専
征
討
、

連
破
室
韋
・
于
厥
及
奚
帥
轄
剌
哥
、
俘
獲
甚
衆
」。

（
58
）
　

津
田
一
九
〇
八
・
松
井
一
九
一
五
・
小
川
一
九
四
〇
。

（
59
）
　

愛
新
覚
羅
烏
拉
熙
春
二
〇
一
〇
は
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
る
。

（
60
）
　

�『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
／
開
元
五
年
「
十
一
月
、
丙
申
、
契
丹
王
李
失
活
入

朝
」
・
六
年
「（
五
月
）
契
丹
王
李
失
活
卒
」
・
七
年
「
十
一
月
、 

壬
申
、

契
丹
王
李
婆
固
与
公
主
入
朝
」
・
十
年
「（
閏
五
月
）
己
丑
、
以
餘
姚
縣

主
女
慕
容
氏
為
燕
郡
公
主
、
妻
契
丹
王
鬱
干
」
・
十
二
年
「
是
歳
、
契

丹
王
李
鬱
干
卒
」
・
十
三
年
「
先
是
、
契
丹
王
李
吐
干
与
可
突
干
復
相
猜

忌
」
・
十
八
年
「
初
、
契
丹
王
李
邵
固
遣
可
突
干
入
貢
」
・
二
十
二
年

「（
十
二
月
）
乙
巳
、
幽
州
節
度
使
張
守
珪
斬
契
丹
王
屈
烈
及
可
突
干
」
・

二
十
三
年「
是
歳
、契
丹
王
過
折
為
其
臣
涅
礼
所
殺
」
・
天
宝
四
載「
三
月
、

壬
申
、
上
以
外
孫
独
孤
氏
為
静
楽
公
主
、
嫁
契
丹
王
李
懐
節
」。

（
61
）
　

�

契
丹
の
王
位
継
承
法
に
関
す
る
専
論
と
し
て
は
、
陳
述
一
九
四
七
・
楊
志

玖
一
九
四
八
・
姚
従
吾
一
九
五
三
が
あ
る
。

（
62
）
　

�『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
慶
暦
元
年
八
月
乙
未
「
以
契
丹
帰
明
人
趙
英
為
洪

州
観
察
推
官
、
賜
緋
衣
・
銀
帯
及
銭
五
万
、
更
名
至
忠
。
至
忠
嘗
為
契
丹

中
書
舍
人
、
得
罪
宗
真
、
挺
身
来
帰
、
言
慶
暦
以
前
契
丹
事
甚
詳
。（
至
忠
、

又
見
嘉
祐
二
年
四
月
・
熙
寧
二
年
七
月
）」。
な
お
、
趙
至
忠
お
よ
び
『
虜

庭
雑
記
』
に
つ
い
て
は
松
田
一
九
八
六
参
照
。

（
63
）
　

�『
遼
史
』
逆
臣
伝
上
「
遙
輦
痕
徳
菫
可
汗
時
、
異
母
兄
罨
古
只
為
迭
剌
部

夷
離
菫
。
故
事
、
為
夷
離
菫
者
、
得
行
再
生
礼
。
罨
古
只
方
就
帳
易
服
、

轄
底
遂
取
紅
袍
・
貂
蟬
冠
、
乗
白
馬
而
出
。
乃
令
党
人
大
呼
曰
、
夷
離
菫

出
矣
。
衆
皆
羅
拝
、
因
行
柴
冊
礼
、
自
立
為
夷
離
菫
。
与
于
越
耶
律
釈
魯

同
知
国
政
」。

（
64
）
　

�『
遼
史
』
営
衛
志
「
五
院
部
、
其
先
曰
益
古
、
凡
六
営
。
阻
午
可
汗
時
、

与
弟
撒
里
本
領
之
、
曰
迭
剌
部
。
伝
至
太
祖
、
以
夷
離
菫
即
位
。
天
贊
元

年
、
以
強
大
難
制
、
析
五
石
烈
為
五
院
、
六
爪
為
六
院
、
各
置
夷
離
菫
。

会
同
元
年
、
更
夷
離
菫
為
大
王
」
に
見
え
る
よ
う
に
、
迭
剌
部
は
天
贊
元

年
（
九
二
二
）
に
五
院
部
（
北
院
）
・
六
院
部
（
南
院
）
に
分
割
さ
れ
、

会
同
元
年
（
九
三
八
）
に
は
夷
離
菫
を
大
王
と
改
称
し
た
。
過
去
の
迭
剌

部
夷
離
菫
を
大
王
と
追
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
そ
う
し
た

称
謂
の
あ
り
か
た
が
、
中
国
人
に
お
け
る
契
丹
王
・
迭
剌
部
夷
離
菫
の
混

同
を
惹
起
し
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

（
65
）
　

�

鮮
質
を
習
爾
之
に
比
定
す
べ
き
こ
と
は
、
蔡
美
彪
一
九
六
四
が
す
で
に
論

じ
て
い
る
。

（
66
）
　

愛
新
覚
羅
烏
拉
煕
春
二
〇
〇
六
。

（
67
）
　

�『
遼
史
』
耶
律
敵
剌
伝
「
耶
律
敵
剌
、
字
合
魯
隠
、
遙
輦
鮮
質
可
汗
之
子
。

太
祖
踐
阼
、
与
敞
穩
海
里
同
心
輔
政
。
太
祖
知
其
忠
実
、
命
掌
礼
儀
、
且

諉
以
軍
事
。
後
以
平
内
乱
功
、
代
轄
里
為
奚
六
部
吐
里
、
卒
」。

（
68
）

  �

上
掲
『
遼
史
』
営
衛
志
／
遼
太
祖
二
十
部
／
奚
王
府
六
部
五
帳
分
に
見
え

る
鮮
質
可
汗
が
俘
虜
と
し
た
「
七
百
戸
」
を
、太
祖
紀
は
「
徳
祖
俘
七
千
戸
」

に
作
る
。鮮
質
可
汗
の
事
績
を
徳
祖
の
そ
れ
と
し
、か
つ
俘
虜
の
数
を「
七
百

戸
」
か
ら
「
七
千
戸
」
と
十
倍
す
る
こ
と
は
作
為
性
が
明
ら
か
だ
が
、
そ

う
し
た
作
為
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
鮮
質
可
汗
と
太
祖
の
父
・
徳
祖
が
同

時
代
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
69
）
　

�『
遼
史
』
礼
志
「
遙
輦
胡
剌
可
汗
制
祭
山
儀
、
蘇
可
汗
制
瑟
瑟
儀
，
阻
午

可
汗
制
柴
冊
・
再
生
儀
」
は
祭
山
儀
、
瑟
瑟
儀
、
柴
冊
・
再
生
儀 

と
い

う
下
文
の
記
述
の
順
序
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
胡
剌
可
汗
・
蘇
可
汗
・

阻
午
可
汗
の
即
位
順
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
70
）
　

�『
旧
五
代
史
』
劉
仁
恭
伝
「（
乾
寧
）
二
年
七
月
、
武
皇
討
王
行
瑜
、
師
於

渭
北
、
上
章
請
授
仁
恭
節
鉞
。
九
月
、
天
子
以
仁
恭
為
検
校
司
空
・
幽
州

盧
龍
軍
節
度
使
」。　

（
71
）
　

�

愛
新
覚
羅
烏
拉
熙
春
二
〇
〇
六
。
営
衛
志
は
、「
遙
里
」
を
奚
六
部
の
筆
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頭
に
置
き
、「
東
遙
里
」
が
奚
の
視
点
に
拠
る
称
謂
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
営
衛
志
の
原
資
料
が
、
奚
王
府
に
そ
の
祖
先
の
伝
承
を
徴
し
た

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
遙
輦
」「
遙
里
」
が
同
一
語
彙
で
あ
る
こ
と

を
積
極
的
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
遙
輦
氏
は
本
来
、
奚
遙
里
部
の
首
長
で
、

時
瑟
に
追
わ
れ
た
の
ち
に
、
迭
剌
部
な
ど
に
擁
立
さ
れ
契
丹
王
と
な
っ
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
72
）
　

�「
遙
輦
阻
午
可
汗
二
十
部
」
に
関
す
る
専
論
に
は
、
肖
愛
民
二
〇
〇
五
ａ
・

二
〇
〇
五
ｂ
・
二
〇
〇
五
ｃ
・
二
〇
〇
六
が
あ
る
。

（
73
）
　

�『
遼
史
』
太
宗
紀
「（
会
同
）
四
年
春
正
月
壬
戌
，
以
乙
室
・
品
卑
・
突
軌

三
部
鰥
寡
不
能
自
存
者
，
官
為
之
配
」。

（
74
）
　

�『
遼
史
』
聖
宗
紀
「（
統
和
四
年
四
月
戊
申
）
頻
不
部
節
度
使
和
盧
睹
・
黃

皮
室
詳
穩
解
里
等
各
上
所
獲
兵
甲
」。

（
75
）
　

�『
遼
史
』
地
理
志
／
上
京
臨
潢
府
「
又
有
御
河
・
沙
河
・
黒
河
・
潢
河
・

鴨
子
河
・
他
魯
河
・
狼
河
・
蒼
耳
河
・
輞
子
河
・
臚

河
・
陰
涼
河
・
豬

河
・
鴛
鴦
湖
・
興
国
恵
民
湖
・
広
済
湖
・
塩
濼
・
百
狗
濼
・
火
神
淀
・
馬

盂
山
・
兔
児
山
・
野
鵲
山
・
塩
山
・
鑿
山
・
松
山
・
平
地
松
林
・
大
斧

山
・
列
山
・
屈
劣
山
・
勒
得
山
─
─
唐
所
封
大
賀
氏
勒
得
王
有
墓
存
焉
」

に
「
勒
得
王
」
が
見
え
、
寧
州
に
も
「
本
大
賀
氏
勒
得
山
」
と
あ
る
が
、

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
勒
得
山
」
の
直
前
に
「
屈
劣
山
」
が
あ
り
、「
屈
劣
」

が
「
屈
列
」
の
同
音
異
訳
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「
勒
得
山
」
に
関
わ
る

説
明
は
、
本
来
「
屈
劣
山
」
の
そ
れ
を
誤
排
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
唐
所
封
大
賀
氏
」
は
冗
長
に
過
ぎ
、『
遼
史
』
編
纂
段

階
に
お
け
る
二
次
的
な
附
加
を
窺
わ
せ
る
。

（
76
）
　

�

愛
宕
一
九
五
九
は
す
で
に
「
遙
輦
阻
午
可
汗
二
十
部
」
を
「
太
祖
二
十
部

と
の
均
衡
上
、
も
し
く
は
太
祖
二
十
部
の
淵
源
と
し
て
後
世
か
ら
想
定
さ

れ
た
も
の
、
い
わ
ば
太
祖
二
十
部
が
過
去
に
向
か
っ
て
投
げ
か
け
た
投
影

に
過
ぎ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

（
77
）
　

�『
遼
史
』
文
学
伝
上
「
詔
与
耶
律
庶
成
録
遙
輦
可
汗
至
重
熙
以
来
事
跡
、

集
為
二
十
卷
、
進
之
。
十
五
年
、
復
詔
曰
、
古
之
治
天
下
者
、
明
礼
義
、

正
法
度
。
我
朝
之
興
、
世
有
明
徳
、
雖
中
外
嚮
化
、
然
礼
書
未
作
、
無
以

示
後
世
。
卿
可
与
庶
成
酌
古
準
今
、
制
為
礼
典
。
事
或
有
疑
、
与
北
・
南

院
同
議
。
韓
家
奴
既
被
詔
、
博
考
経
籍
、
自
天
子
達
于
庶
人
、
情
文
制
度

可
行
於
世
、
不
繆
于
古
者
、
譔
成
三
卷
、
進
之
。
又
詔
訳
諸
書
、
韓
家
奴

欲
帝
知
古
今
成
敗
、
訳
通
暦
・
貞
観
政
要
・
五
代
史
」。

（
78
）
　

�『
孟
子
』
万
章
「
咸
丘
蒙
問
曰
、…
舜
南
面
而
立
、堯
帥
諸
侯
北
面
而
朝
之
、

…
孟
子
曰
、
否
。
此
非
君
子
之
言
、
斉
東
野
人
之
語
也
。
堯
老
而
舜
摂
也
。

…
」。

（
79
）
　

�

世
表
「
耶
律
儼
紀
云
、
太
祖
四
代
祖
耨
里
思
為
迭
剌
部
夷
離
菫
、
遺
将
只

里
姑
・
括
里
、
大
敗
范
陽
安
禄
山
于
潢
水
、
適
当
懐
秀
之
世
。
則
懐
秀
固

遙
輦
氏
之
首
君
、
為
阻
午
可
汗
明
矣
」
に
よ
れ
ば
、「
耶
律
儼
紀
」
の
こ

の
部
分
で
は
阻
午
可
汗
は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
あ
る
い

は
雅
里
・
阻
午
可
汗
の
年
代
を
一
致
さ
せ
る
以
前
の
材
料
が
そ
の
ま
ま
用

い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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遼
金
史
論
文
集
』、
遼
寧
人
民
出
版
社
。

劉
統
一
九
九
八
『
唐
代
羈
縻
府
州
研
究
』、
西
北
大
学
出
版
社
。

松�

田
光
次
一
九
八
六
「
趙
志
忠
と
「
虜
廷
雑
記
」
─
北
宋
期
、一
帰
明
人
の
事
跡
」、

『
龍
谷
史
壇
』
八
七
、一
八
～
三
四
頁
。

松�

井
等
一
九
一
五
「
契
丹
勃
興
史
」、『
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』
一
、一
三
七

～
二
九
四
頁
。

森�

部
豊
二
〇
一
〇
『
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
歴
史
的

展
開
』、
関
西
大
学
出
版
部
。

小�

川
裕
人
一
九
三
六
「
橋
本
增
吉
氏
の
「
遼
の
建
国
年
代
に
就
い
て
」
を
読
む
」、

『
東
洋
史
研
究
』
一-

五
、二
六
～
三
七
頁
。

─�

─
一
九
三
七
「
遼
の
建
国
に
就
い
て
」、『
東
洋
史
研
究
』
二-

三
、二
七
～
四
五

頁
。

─�

─
一
九
三
八
「
遼
室
君
主
権
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」、『
東
洋
史
研
究
』

三-

五
、一
～
二
八
頁
・
三-

六
、四
二
～
五
八
頁
・
四-

一
、三
〇
～
四
四
頁
・
四-

二
、二
三
～
五
〇
頁
。

─�

─
一
九
四
〇
「
遙
輦
氏
伝
説
成
立
に
関
す
る
史
的
考
察
」、『
満
蒙
史
論
叢
』
三
、

一
三
五
～
二
七
八
頁
。

愛
宕
松
男
一
九
五
九
『
契
丹
古
代
史
の
研
究
』、
東
洋
史
研
究
会
。

舒
焚
一
九
八
四
『
遼
史
稿
』、
湖
北
人
民
出
版
社
。

孫�

進
己
編
一
九
八
八
『
契
丹
史
論
著
匯
編
』
上
、
遼
寧
省
社
会
科
学
院
歴
史
研

究
所
。

高�

井
康
典
行
一
九
九
四
「『
皇
朝
実
録
』
に
見
え
る
契
丹
黄
帝
起
源
説
の
背
景
」、

『
史
滴
』
一
五
、五
七
～
六
〇
頁
。

田�

村
実
造
一
九
三
八
「
唐
代
に
於
け
る
契
丹
族
の
研
究
─
特
に
開
国
伝
説
の
成

立
と
八
部
組
織
に
就
い
て
─
」、『
満
蒙
史
論
叢
』
一
、一
～
八
六
頁
。

─
─
一
九
六
四
『
中
国
征
服
王
朝
の
研
究
』
上
、
東
洋
史
研
究
会
。

─�

─
一
九
七
一
「
室
韋
・
契
丹
・
奚
伝
」、『
騎
馬
民
族
史
１
─
正
史
北
狄
伝
』、

平
凡
社
、
二
八
七
～
三
四
〇
頁
。

田�

広
林
二
〇
〇
八
「
契
丹
古
八
部
質
疑
」、『
社
会
科
学
戦
線
』
二
〇
〇
八-

一
、

一
一
二
～
一
一
七
頁
。

津�
田
左
右
吉
一
九
〇
八
「
遼
の
制
度
の
二
重
体
系
」、『
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』

五
、『
津
田
左
右
吉
全
集
』
一
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
。

王�

吉
林
一
九
六
六
「
遼
史
世
表
探
源
」、『
大
陸
雑
誌
』
三
三-

五
、一
五
一
～

一
五
二
。

王
民
信
一
九
七
三
『
契
丹
史
論
叢
』、
学
海
出
版
社
。
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九
一



向
南
・
張
国
慶
・
李
宇
峰
二
〇
一
〇
『
遼
代
石
刻
文
続
編
』、
遼
寧
人
民
出
版
社
。

肖�
愛
民
二
〇
〇
五
ａ
「“
分
三
耶
律
為
七
、二
審
密
為
五
”
辨
析
─
契
丹
遙
輦
氏

阻
午
可
汗
二
十
部
研
究
之
二
─
」、『
内
蒙
古
社
会
科
学
（
漢
文
版
）』
二
六-

二
、

一
二
～
一
五
頁
。

─�

─
二
〇
〇
五
ｂ
「
関
于
契
丹
左
大
部
与
右
大
部
─
契
丹
遙
輦
氏
阻
午
可
汗

二
十
部
研
究
之
三
─
」、『
内
蒙
古
民
族
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
三
一-

二
、

一
八
～
二
二
頁
。

─�

─
二
〇
〇
五
ｃ
「
遼
朝
大
賀
氏
考
辨
─
契
丹
遙
輦
氏
阻
午
可
汗
二
十
部
研
究

之
四
─
」、『
内
蒙
古
師
範
大
学
学
報
』
三
四-

四
、一
一
六
～
一
一
九
頁
。

─�

─
二
〇
〇
六
「
関
于
契
丹
迭
剌
部
的
幾
個
問
題
─
契
丹
遙
輦
氏
阻
午
可
汗

二
十
部
研
究
之
一
─
」、『
北
方
文
物
』
二
〇
〇
六-

一
、七
〇
～
七
五
頁
。

X
�u, Elina-Q

ian 2005. H
istorical D

evelopm
ent of the Pre-D

ynastic 
K

hitan , Institute for A
sian and A

frican Studies.

楊�

家
駱
一
九
六
五
『
遼
史
世
表
長
箋
─
遼
太
祖
建
国
前
一
千
一
百
年
契
丹
史
料

輯
考
─
』、
中
国
学
術
史
研
究
所
。
楊
家
駱
・
趙
振
続
編
『
遼
史
長
箋
』、
新

文
豊
出
版
公
司
、
二
〇
〇
六
。

楊
樹
森
一
九
八
四
『
遼
史
簡
編
』、
遼
寧
人
民
出
版
社
。

楊�

志
玖
一
九
四
八
「
阿
保
機
即
位
考
辨
」、『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

一
七
、二
一
三
～
二
二
五
頁
。

姚�

従
吾
一
九
五
三
「
契
丹
君
位
継
承
問
題
的
分
析
」、『
国
立
台
湾
大
学
文
史
哲

学
報
』
二
、八
一
～
一
一
一
頁
。

李
在
成
一
九
九
六
『
古
代
東
蒙
古
史
研
究
』、
法
仁
文
化
社
。

─�

─
二
〇
〇
六
「
‘
大
賀
契
丹
’
에 

관
한 

旣
存 

学
説
의 

批
判
과 

새
로
운 

見

解
」、『
東
洋
史
学
研
究
』 

九
五
、三
九
～
七
四
頁
。

吉�

本
道
雅
二
〇
〇
九
ａ
「
濊
貊
考
」、『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
四
八
、一

～
五
三
頁
。

─
─
二
〇
〇
九
ｂ
「
後
漢
書
三
国
志
鮮
卑
伝
疏
証
」、『
東
亜
文
史
論
叢
』二
〇
〇

　

九-

二
、六
三
～
九
五
頁
。

─
─
二
〇
一
〇
ａ 「
契
丹
源
流
考
」、『
北
方
文
化
研
究
』
一
、九
五
～
一
〇
九
頁
。

─
─
二
〇
一
〇
ｂ
「
烏
桓
史
研
究
序
説
」、『
京
都
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
九
、

　

五
五
～
一
二
二
頁
。

─�

─
二
〇
一
〇
ｃ
「
魏
書
序
紀
考
証
」、『
史
林
』
九
三-

三
、五
八
～
八
六
頁
。

─�

─
二
〇
一
〇
ｄ
「
契
丹
八
部
考
」、『
契
丹
의 

歴
史
와　

文
化
』、
檀
国
大
学

校
北
方
文
化
研
究
所
・
韓
国
蒙
古
学
会
、
一
～
二
五
頁
。

于
宝
林
一
九
九
八
『
契
丹
古
代
史
論
稿
』、
黄
山
書
社
。

張
正
明
一
九
七
九
『
契
丹
史
略
』、
中
華
書
局
。

趙�

衛
邦
一
九
五
八
「
契
丹
国
家
的
形
成
」、『
四
川
大
学
学
報
』
一
九
五
八-

二
、

孫
進
己
編
一
九
八
八
、九
四
三
～
九
六
四
頁
。

遼史世表疏証

九
二




